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現 場 説 明 書 追 加 事 項

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業

工　　　　種 種　　　　別

一般事項 設計変更に関する資料 　工事請負契約書第18条第4項の条件変更が生じた場合、設計図書の変更に必要な資料の作成について追加する場合がある。

の作成について 　なお、作成に要する費用については、設計変更の対象とする。

施工地域・工事場所 　本工事の施工地域・工事場所区分は、「一般交通影響有り（1）－1」で見込んでいる。

(上り起点側,下り起点側) 　なお、現場環境改善費における施工地域は、市街地以外とする。

施工地域・工事場所   本工事の施工地域・工事場所区分は、「市街地（DID補正）（1）－1」で見込んでいる。

(上り終点側,下り終点側 　なお、現場環境改善費における施工地域は、市街地とする。

橋梁部)

週休2日の試行 　本工事は、公共工事の担い手の中長期的な育成・確保の促進を目的とした、週休2日の試行対象工事（発注者指定型（現場

閉所））である。　

　なお、週休2日（4週8休以上）の補正（労務費、機械経費（賃料）及び間接工事費）を見込んでいるが、週休2日の実施状況に

より、4週8休未満となる場合は、変更時に補正分を減額するものとする。

熱中症対策 　本工事は、工事現場の熱中症対策に資する経費に関して、現場管理費の補正を行う試行工事である。

　工期（工事の始期から工事の終期までの期間で、準備期間、施工に必要な実日数、不稼働日、後片付け期間の合計をいう。

なお、年末年始6日間、夏季休暇3日間、工場製作のみを実施している期間、工事全体を一時中止している期間は含まない。）

期間中の真夏日（日最高気温30度以上の日（夜間工事の場合は、作業時間帯の最高気温が30度以上の場合とする））の状況に

応じて、変更契約時に現場管理費の補正を行うものとする。

道路施設 　道路照明など道路施設の新設・撤去・移設を行う場合は、台帳の更新や契約手続き等の所定の手続きを行い、監督職員に報告

すること。

道路基準点等 　当該区間には、１級基準点（１km毎）及び管理標がそれぞれ設置してあるので、予め設置箇所等の確認を行い、当該基準点等

に影響を与えないように必要な措置を講ずること。

　また、やむを得ず当該工事の支障となる場合は、監督職員の承諾を得た後、撤去すること。

　なお、復旧については監督職員の指示を受けること。

その他 １．工事の実施にあたっては、道路交通法第77条の規定に基づく所轄警察署長の許可を事前に受け、一般交通に対する支障を

　最小限にとどめるものとする。

現　　場　　説　　明　　書　　追　　加　　事　　項
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工　　　　種 種　　　　別 現　　場　　説　　明　　書　　追　　加　　事　　項

２．現道の交通処理については、万全を期するものとする。

　　また、工事中一般交通等に支障を及ぼさないように安全確保に努めること。

３．公安委員会や地元との協議等に伴う要望事項については、監督職員に報告することとし、必要となる場合は監督職員と協議す

　ること。

４．工事期間中、沿道住民等の第三者により苦情、または意見があった場合は丁寧に対応し、直ちに監督職員に報告するとともに

　適切な処置を講じなければならない。

５．工事中の一般交通開放区間の路面状況については、常時点検を行い特に注意を払い、万一凹凸等が生じた時は速やかに監

　督職員に連絡し、対策を講じるものとする。

６．施工に際し、現道の路面を損傷あるいは汚損しないようにすること。

　　なお、路面汚損防止対策が必要となる場合は監督職員と協議すること。

７．現地状況により既設構造物施設等の取壊し、復旧及び移設等が必要となる場合は監督職員と協議すること。

８．残土等の搬出に際し、公道等の路面汚損防止に努め、舗装等の補修が必要となる場合は監督職員と協議すること。

業務委託料 概数発注 １．本工事は概数発注であるので、工事の実施に先立ち、設計及び調査を行い施工すること。

業務委託料 　設計及び調査に関する業務委託料は下記のとおり見込んでいる。

項　　　　　目 数量 備考

詳細設計業務 1 式

事前家屋調査業務 1 式

事後家屋調査業務 1 式 別紙-１

設計 設計マネジメント業務 1 式 参照

工事マネジメント業務 1 式

工事監督業務 1 式

１３．コンクリートの夜間施工について、５日を見込んでいるが、現地の状況によりこれにより難い場合は監督職員と協議すること。

１５．照明柱及び基礎を追加する予定である。

１４．既設マンホールへの削孔は見込んでいないが、現地の状況により必要となる場合は監督職員と協議すること。

９.工事着手前には十分現地調査を行い、疑義が生じた場合には事前に監督職員と協議のうえ施工すること。

１０.工事着手前に占用物件の調査を行い、占用者と協議すること。尚、工事に支障がある場合は監督職員と協議すること。

１１.日々の作業終了後、資機材等は現道上へ置かないこと。

１２.台帳修正及び境界基準点復元については、見込んでいないが資料の実績により変更の対象とする。
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工　　　　種 種　　　　別 現　　場　　説　　明　　書　　追　　加　　事　　項

点検・台帳・管理マネジメント業務 1 式

調査 試掘（工事積算） 1 式

補修業務（工事積算） 1 式

　「見積参考資料【設計及び調査】」（別紙-2）は、業務委託料の積算内容を示したものであり、「見積参考資料」、「積算用参考図」と同様に

　「設計図書」とはならない。

工程関係 施工時間帯 　本工事の施工時間帯は、昼間施工（8:00～17:00）【休憩１時間を含む】、夜間施工（20:00～6:00）【休憩１時間を含む】を見込ん

でいる。

　なお、現地状況及び関係機関との協議等により、これにより難い場合は監督職員と協議すること。

　昼間施工（8:00～17:00）

開削土工

残土処理工

整地 N= 式

仮設工

残土処理工

整地 N= 1 式

運搬処理工

廃材運搬処理(建設汚泥) N= 1 式

　夜間施工（20:00～6:00）

上記以外

抑制期間 　本工事期間中において、下記のとおり路上工事抑制期間を定めており、抑制期間中は車線規制を伴う交通規制を原則認めな

い。やむを得ず抑制期間中に車線規制を実施する場合は 、監督職員と協議すること。また、路上工事縮減の主旨に鑑み、対象

期間以外においても路上工事縮減されるよう、さらに工程管理に努めること。

(１)対象区間：浜田河川国道事務所管理区間

　なお、令和６年度以降の抑制期間については別途監督職員が通知する。

工期の設定 １．工期の設定にあたっては以下のとおり見込んでいる。

　　なお、以下に示す内容は、発注者が工期設定するための内容を示したものであり、工事の履行にあたっての実施工程につい

　ては受注者の責任において定めるものとする。

　　下表の準備期間とは、工事請負契約書における工期の始期日から実作業着手日（当該工事の直接工事費に計上されている

1
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工　　　　種 種　　　　別 現　　場　　説　　明　　書　　追　　加　　事　　項

　種別・細別の現地着手日）までの期間をいい、後片付け期間とは、後片付け着手日（当該工事の直接工事費に計上されている

　種別・細別の現地完了日）から完成日までの期間をいう。

項　　目

日

日

　休日（土日、祝日、年末年始休暇及び夏期休暇）と天候等による作業

　不能日を見込むための係数

　※雨休率＝（休日数 ＋天候等による作業不能日）／実働日数

　天候等による作業不能日は以下を見込んでいる。

　　イ）１日の降雨・降雪量が10mm以上の日：35日/年

　　ロ）8時から17時までのWBGT値が31以上の時間を足し合わせた日数：5日/年

　　　（少数第１位を四捨五入（整数止め）し、日数換算した日数）

　　　過去５か年（2017年～2022年）の気象庁（松江観測所）及び環境省（松江地点）のデータより年間の平均発生日数を算出

２．著しい悪天候や気象状況により「天候等による作業不可能日」が工程（官積算）で見込んでいる日数から著しく乖離し、

　かつ作業を休止せざるを得なかった場合には、受注者は発注者へ工期の延長変更を協議することができる。

３．工程計画にあたっては上記を想定しているが、現地の施工状況を踏まえ全体工程に影響が生じる場合は、工期変更の対象と

　する。

関係機関 協議関係 １．本工事の施工において、支障となる占用物件がある場合は、発注者・受注者・占用者で協議を行うこと。

２．本工事の施工において、益田川の河川管理者との協議が必要となるため、発注者・受注者・河川管理者で協議を行うこと。

３．工事における交通規制については、警察へ申請や協議を行うこと。

公害関係 低騒音型建設機械 　本工事は、「建設工事に伴う騒音振動対策技術指針」による住民の生活環境を保全する必要がある地域である。

安全対策関係 協議関係 　現道の交通処理については万全を期すこと。公安委員会や他機関等との協議により必要となるものについては、監督職員と協議

すること。

建設現場における建設 　工事の施工にあたり、受注者は、工事中の安全確保の観点から施工計画書に建設機械及び建設資材に関わる盗難防止対策

機械や建設資材の盗難 を明記するとともに、建設機械及び建設資材の盗難防止対策の強化に努めること。

防止対策について

建設副産物関係 建設リサイクル法 １．建設リサイクル法に係る資材の分別解体、再資源化等

 1-1 本工事は、建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律（（平成12年法律第104号）。以下「建設リサイクル法」という。）

後片付け期間 20

雨休率 0.8

日　　数 備　　考

準備期間 90
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工　　　　種 種　　　　別 現　　場　　説　　明　　書　　追　　加　　事　　項

　に基づき、特定建設資材(コンクリート、コンクリート及び鉄からなる建設資材、木材及びアスファルトコンクリート)の分別解体等

　及び再資源化等の実施について適正な措置を講ずることとする。

　　本工事における、建設リサイクル法に係る特定建設資材の分別解体等・再資源化等については、以下の積算条件を設定して

　いる。

　　なお、工事請負契約書「７ 解体工事に要する費用等」に記載する事項は契約締結時に発注者と受注者の間で確認されるもの

　であり、発注者が積算上条件明示した以下の事項と受注者の提示する事項とが異なる場合においても設計変更の対象としない。

　ただし、工事発注後に明らかになった事情により、予定した条件により難い場合は、監督職員と協議するものとする。

　①　分別解体等の方法

工程 作業内容（注1） 分別解体等の方法（注2）

 ①仮設  仮設工事  □手作業

 ■有 □無  □手作業・機械作業の併用

 ②土工 土工事  □手作業

 ■有 □無  □手作業・機械作業の併用

 ③基礎 基礎工事  □手作業

 □有 ■無  □手作業・機械作業の併用

 ④本体構造 本体構造の工事  □手作業

 ■有 □無  ■手作業・機械作業の併用

 ⑤本体付属品 本体付属品の工事  □手作業

 □有 ■無  □手作業・機械作業の併用

 ⑥その他 その他の工事  □手作業

 （構造物撤去工等）  ■有 □無  ■手作業・機械作業の併用

　（注1）作業内容については、当該作業の有無であり、分別解体の有無では無い。
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　（注2）分別解体等の方法については、該当がない場合は記述していない。

 ②再資源化等をする施設の名称及び所在地等

（受入時間） 平日　午後９時から午前５時

（受入費用） 平日夜間の受入費用で見込んでいる。

（受入条件） １．最大粒径は30cm以下とすること。

２．受入数量は実測計量値

（その他）

 ③その他

　　上記①②は、積算条件を設定しているものの記載であるが、建設リサイクル法の特定建設資材には、準備工、仮設等（丁張、

　足場材、型枠材等）において発生する木材等の副次的に発生する資材も該当するので、建設リサイクル法に基づき適正に処理

　すること。

　　また、これらの資材について、当初契約時点で施工計画が未定の場合については、当初契約時の工事請負契約書記載事項、

　再生資源利用促進計画書への記載は行わなくてもよいが、施工計画決定後においては、関係書面への記載等適正に処理する

　こと。

 1-2 受注者は、特定建設資材の分別解体等・再資源化等が完了したときは、建設リサイクル法第18条に基づき、以下の事項を

　書面に記載し、監督職員に報告することとする。なお、書面は土木工事共通仕様書1-1-1-19条6項及び「建設リサイクルガイド

　ライン(平成14年5月)」に定めた様式1〔再生資源利用計画書(実施書)〕及び様式2〔再生資源利用促進計画書(実施書)〕を兼ね

　るものとする。

・再資源化等が完了した年月日

・再資源化等をした施設の名称及び所在地

・再資源化等に要した費用

２．建設副産物の適正処理について

 2-1 建設副産物の搬出

(上り起点側、下り起点側)

 L=44.1km

(上り終点側、下り終点側)

アスファルト殻 日本道路(株)

島根県浜田市後野町723-10

片道運搬距離

 L=43.7km

特定建設資材 施設の名称 受入条件等

廃棄物の種類 所在地

(6/14)



工　　　　種 種　　　　別 現　　場　　説　　明　　書　　追　　加　　事　　項

　　本工事より発生する建設副産物（建設リサイクル法に係る特定建設資材以外のもの）は、下記の条件により搬出すること。

　ただし、工事発注後に明らかになった事情により、予定した条件により難い場合は監督職員と協議するものとする。

（受入時間） 平日　午前８時３０分から午後５時

（受入費用） 平日昼間の受入費用で見込んでいる。

片道運搬距離 （受入条件） 腐敗等により悪臭発生しないこと。

（その他）

 2-2 建設発生土の搬出

　　本工事で発生する建設発生土は、下記の搬出場所へ運搬、敷均しすること。なお、現地の状況等により、これにより

　難い場合は別途、監督職員の指示によるものとする。　

km

km

３．再生資源活用について

 3-1 再生資源の利用

　　受注者は下記の資材の使用に際し、再生資源を利用するものとする。ただし、工事発注後に明らかになった事情により、予定

　した条件により難い場合は、監督職員と協議するものとする。

　　なお、使用に際してはプラント再生舗装技術指針、コンクリート副産物の再利用に関する用途別暫定品質基準（案）等を厳守

　するものとする。

 再生クラッシャーラン  RC-40  基礎材

   舗装復旧(A)下層路盤、舗装復旧(C)路盤

   仮舗装(A)路盤

 再生加熱アスファルト混合物  再生As安定処理(30)  舗装復旧(A)上層路盤

5.4
益田市内田町地内

備考

上り起点側、下り起点側

上り終点側、下り終点側

資材名 規格 備考

 L=19.7km

(上り終点側、下り終点側)

搬出場所 片道平均運搬距離

5.8

 L=20.1km

(上り起点側、下り起点側)

受入条件等

の種類 所在地

建設汚泥 (有)エル・アイ・エス

島根県鹿足郡津和野町柳村522

建設副産物 施設の名称
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 再生粗粒度Asポリマー改質Ⅱ型(20)  切削オーバーレイ(A)基層、舗装復旧(A)基層

 再生密粒度As(13)  仮舗装(B)表層

 再生粗粒度As(20)  仮舗装(A)表層

　3-2 建設発生土の利用

　 該当無し

４．産業廃棄物の処理にかかる税について

　　本工事で発生する建設廃棄物のうち、鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県内の最終処分場に搬入する建設廃棄物に

　ついては、産業廃棄物の処理に係る税（鳥取県産業廃棄物処分場税・島根県産業廃棄物減量税・岡山県産業廃棄物処理税

　・広島県産業廃棄物埋立税・山口県産業廃棄物税）が課税されるので適正に処理すること。

　　なお、本工事では（鳥取県産業廃棄物処分場税・島根県産業廃棄物減量税・岡山県産業廃棄物処理税・広島県産業廃棄物

　埋立税、山口県産業廃棄物税）相当額を見込んでいる。

５．建設資材廃棄物

　　本工事の舗装切断時に発生する廃棄物の運搬及び処分費は見込んでいないが、必要となる場合は監督職員と協議すること。

　　なお、協議に際しては、該当する産業廃棄物管理票（マニフェスト）の写しを提出すること。

施工関係 現道工事関係

支障物件等 １．本工事区間に埋設されている占用物件の占用者と十分調整を行いながら施工すること。

　なお、試掘が必要となる場合は監督職員と協議すること。

２．工事着手前に、情報BOXの埋設位置を情報BOX管理台帳、及び現地埋設標示鋲等により把握し、情報BOXに影響の無い施

工を行うこと。

　なお､情報BOX、或いは収容物件に損傷を与えた場合は監督職員に速やかに報告すると共に、その復旧費及び損害費は原因

者の負担とする。

開削土工 掘削工

電線共同溝工

管路工(管路部)

仮設工 全般事項 　下記事項及び積算用参考図は、任意仮設としての積算内容を示したものであり、工事目的物を完成させるための一切の手段

　路肩及び構造物の施工にあたっては、２車線確保を原則とし、やむを得ず規制を行う場合は中国地方整備局制定｢土木工事

共通仕様書(案)(令和５年度版)｣第1編第1章第1節1-1-1-34条（交通安全管理）の追加-1に示す規定によるものとする。

１．開削土工の掘削工の床掘り土質については、土砂（レキ質土、砂、砂質土、粘性土）を見込んでいる。

２．開削土工の作業土工で発生する残土については、全て建設発生土として運搬及び敷均しを見込んでいる。

  施工に関しては、「電線共同溝マニュアル(案)(第5回改訂版)(中国地方整備局)」を参考にすること。

  埋設管路にて施工する曲管SUφ50については、直管を見込んでおり、曲管への加工手間については、監督職員と協議の上、

変更契約の対象とする。
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については、受注者の責任において定めるものとする。

作業土工

km

km

固結工

益田市内田町地内
5.8 上り起点側、下り起点側

5.4 上り終点側、下り終点側

搬出場所 片道平均運搬距離 備考

２．仮設工の作業土工で発生する残土については、下記の場所に運搬し、敷き均しするよう見込んでいる。

１．仮設工の作業土工の床掘り土質については、土砂（レキ質土、砂、砂質土、粘性土）を見込んでいる。

１．薬液注入について、二重管ストレーナ工法を見込んでいる。

３．薬液注入の注入量については下記のとおり見込んでいる。

２．薬液注入の注入材は溶液型無機系を見込んでいる。

薬液注入 979L/本 下り起点側

薬液注入 377L/本 上り起点側

下り起点側

薬液注入 422L/本 上り終点側

薬液注入 948L/本 上り終点側

薬液注入 948L/本

薬液注入 377L/本 上り終点側

薬液注入 979L/本 上り終点側

薬液注入 377L/本 下り起点側

(MN4 背面)

(MS1 底版)

名   称 注入量 備考

377L/本 下り起点側薬液注入

薬液注入 948L/本 上り起点側

薬液注入 422L/本 下り起点側

背面)

(MS2 底版)

薬液注入 802L/本 下り起点側(MS2 背面)

(MS1 背面)

(MN5 底版)

(MN5

(MS1-1 底版)

(MS1-1 背面)

(MN1 底版)

(MN1 背面)

(MN4 底版)

薬液注入 (MN1-1 底版) 377L/本

薬液注入 (MN1-1 背面) 948L/本

上り起点側

上り起点側

薬液注入 (MS5 底版) 377L/本 下り終点側

薬液注入 (MS5 背面) 979L/本 下り終点側

薬液注入 (MS6 底版) 422L/本 下り終点側
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土留･仮締切工

L= m L= m L= m L= m

L= m L= m L= m

L= m L= m

２．簡易土留について､建込・引抜を下記のとおり見込んでいる。

薬液注入 324L/本 下り起点側

薬液注入 780L/本 下り起点側

(AS1 底版)

(AS1 背面)

766L/本 上り起点側

薬液注入 363L/本 下り終点側

(AN1 底版)

(AN1 背面)

(AS2、AS3 底版)

薬液注入 324L/本 上り起点側

薬液注入

薬液注入 407L/本 上り起点側

薬液注入 820L/本 上り起点側

(AS2、AS3 背面)

(TN2 底版)

(TN2 背面)

363L/本 上り終点側

薬液注入 (AN2 背面) 664L/本 上り終点側

薬液注入 664L/本 下り終点側

薬液注入 407L/本 下り終点側

薬液注入 776L/本 下り終点側

薬液注入 407L/本 下り起点側

(TS3 底版)

(TS3 背面)

(TS2 底版)

薬液注入 (TN5 底版) 407L/本 上り終点側

薬液注入 (TN5 背面) 776L/本

(TS2 背面)

４．注入設備移設について、各特殊部間毎に１回計上している。

１．簡易土留について､1セット15mの簡易土留(H=3.0m(下り起点側、下り終点側)、H=2.5m(上り起点側)、H=2.0m(上り終点側)

　を転用して使用するよう見込んでいるが、現地の状況によりこれにより難い場合は監督職員と協議すること。

薬液注入 703L/本 下り起点側

３．簡易土留については、設置期間中の賃料を下記のとおり見込んでいる。

名   称 供用日数 転用回数 備考

簡易土留(H=3.0m 15m/1セット) 115日 8回 下り起点側

146

14

上り終点側

薬液注入 (MS6 背面) 802L/本 下り終点側

薬液注入 (AN2 底版)

3

85

15

4

下り終点側下り起点側上り終点側

簡易土留(H=2.0m)

簡易土留(H=2.5m)

簡易土留(H=3.0m)

79

7

－

163

－

－

上り起点側
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構造物取壊し工

舗装版破砕(機械施工 t=15cm以下) A= m2 上り起点側

舗装版破砕(機械施工 t=15cm以下) A= m2 上り終点側

舗装版破砕(機械施工 t=15cm以下) A= m2 下り起点側

舗装版破砕(機械施工 t=15cm以下) A= m2 下り終点側

運搬処理工

上り起点側 V= m3

上り終点側 V= m3

下り起点側 V= m3

下り終点側 V= m3

交通管理工 　交通誘導警備員は、下表のとおり見込んでいるが、配置場所、人員等については監督職員と協議すること。

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

420

作業区分 交通誘導警備員の区分 延べ人数 備　　　考

　薬液注入により発生する建設汚泥として下記のとおり見込んでいる。

 舗装復旧時の舗装版破砕を下記のとおり見込んでいる。なお、撤去後のアスファルト殻については、運搬・処分を見込んでいる。

392

429

393

54

49

68

56

交通誘導警備員B 400

夜間作業 交通誘導警備員B 400

夜間作業 交通誘導警備員A 100

夜間作業 交通誘導警備員B 400

夜間作業

簡易土留(H=3.0m 15m/1セット) 111日 5回 下り終点側

簡易土留(H=2.5m 15m/1セット) 107日 5回 上り起点側

簡易土留(H=2.0m 15m/1セット) 107日 11回 上り終点側

夜間作業 交通誘導警備員A 100

夜間作業 交通誘導警備員A 100

夜間作業

交通誘導警備員A 100

夜間作業 交通誘導警備員B 400

備　　　考

上り起点側

上り終点側

下り起点側

下り終点側

夜間作業 交通誘導警備員A 100

夜間作業 交通誘導警備員B 400

交通誘導警備員の区分

橋梁部

(11/14)



工　　　　種 種　　　　別 現　　場　　説　　明　　書　　追　　加　　事　　項

共通仮設費 運搬費 １．建設機械輸送は、下記のとおり見込んでいる。

路面切削機･廃材積込装置付 回 （１台×2回（往復）） 橋梁部除く

２．仮設材運搬費は、下記のとおりを片道分見込んでいる。

　　なお、往路ついては冬期割増を見込んでいる。

L= km W= t

L= km W= t

L= km W= t

L= km W= t

３．建設機械の運搬については、運転中の落下事故等を防止するため、機械のトラックトレーラー等への固定において諸法規を

　遵守するとともに、受注者において確認・指導を行うこと。

事業損失防止施設費 　工事の施工に伴い、騒音、振動、粉塵、地盤沈下等により、環境対策が必要となる場合は監督職員と協議すること。

技術管理費 １．道路施設基本データ作成費用を見込んでいる。

　なお、道路施設基本データ作成費は、週休2日の補正対象外とする。

N= 点 L= km

N= 点 L= km

営繕費 　快適トイレに要する費用については、当初は計上していない。

６．距離標の計測は、作業計画、道路標測定作業、計画整理(座標等入力作業)を見込んでいる。

７．完成図の作成は、「平面図のみ」及び「CADデータを貸与する場合」で見込んでいる。

８．舗装体調査に係わる費用は見込んでいないが、監督職員が必要と認めた場合は設計変更の対象とする。

2

備考

上り起点側

片道運搬距離 重量

1.7 11.1

 交通誘導警備1・2級検定合格者

 交通誘導に関し専門的な知識及び技能を有する警備員等

1.3 9.6 上り終点側

交通誘導警備員A

交通誘導警備員B

備考

上り起点側、下り起点側

上り終点側、下り終点側

５．「距離標の計測」及び「完成図の作成」は山間部(上り起点側、下り起点側)で見込んでいる。

2 0.22

2 0.25

1.7 13.7 下り起点側

1.3 13.7 下り終点側

距離標の計測 完成図の作成

３．「距離標の計測」及び「完成図の作成」についての作業時間帯は昼間で見込んでいる。

４．「距離標の計測」及び「完成図の作成」は市街地(上り終点側、下り終点側)で見込んでいる。

２．道路工事完成図の作成費用を下記のとおり見込んでいる。
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　受注者は、「中国地方整備局 土木工事共通仕様書 令和５年度版」に記載の快適トイレの試行「１．内容」を満たす快適トイレ

であることを示す書類を添付し、規格・基数等の詳細について監督職員と協議することとし、精算変更時において、見積書を提出

するものとする。「中国地方整備局 土木工事共通仕様書 令和５年度版」に記載の快適トイレの試行「１．内容」の【快適トイレに

求める機能】（１）～（６）及び【付属品として備えるもの】（７）～（１１）の費用については、従来品相当を差し引いた後、

51,000円/基・月を上限に設計変更の対象とする。

　なお、設計変更数量の上限は、男女別で各１基ずつ２基／工事（施工箇所）※までとする。

　また、運搬・設置費は共通仮設費（率）に含むものとし、２基／工事（施工箇所）※より多く設置する場合や積算上限額を超える

費用については、現場環境改善費（率）を想定しており、別途計上は行わない。

※「施工箇所が点在する工事の積算」適用工事や施工延長が長いなどのトイレを施工箇所に応じて複数設置する必要性が認め

られる工事については、「工事」を「施工箇所」に読み替え、個々の施工箇所で計上できるものとする。

その他 工事の主たる部分 　本工事において、工事請負契約書第６条の「主たる部分」は、電線共同溝工とする。

ICT活用工事の費用に １．受注者が、契約後、施工計画書の提出（施工数量や現場条件の変更による、変更施工計画書の提出を含む）までにＩＣＴ

ついて 　活用の又は中国LightICT活用の具体的な工事内容・数量及び対象範囲について明示し、発注者へ提案・協議を行い、協議

　が整った場合、ICT活用施工を実施する項目については、各段階を設計変更の対象とし、「ICT活用工事（舗装工（修繕工））

　積算要領」により計上することとする。

　　また、現地状況により、小型ICT建設機械が活用される場合において、受注者は発注者からの依頼に基づき、見積書を提出

　するものとする。

　　監督職員の指示に基づき、３次元起工測量を実施するとともに３次元設計データの作成を行った場合は、設計変更の対象と

　する。この場合、受注者は発注者からの依頼に基づき、見積り書を提出するものとする。なお、見積り書の提出がない場合は、

　費用は計上しないものとする。

２．施工合理化調査を追加する場合がある。

ICT活用工事の費用に １．受注者が、契約後、施工計画書の提出（施工数量や現場条件の変更による、変更施工計画書の提出を含む）までにＩＣＴ

ついて 　活用の又は中国LightICT活用の具体的な工事内容・数量及び対象範囲について明示し、発注者へ提案・協議を行い、協議

　が整った場合、ICT活用施工を実施する項目については、各段階を設計変更の対象とし、「ICT活用工事（作業土工（床掘））

　積算要領」により計上することとする。

　　監督職員の指示に基づき、３次元起工測量を実施するとともに３次元設計データの作成を行った場合は、設計変更の対象と

　する。この場合、受注者は発注者からの依頼に基づき、見積り書を提出するものとする。なお、見積り書の提出がない場合は、

　費用は計上しないものとする。
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２．施工合理化調査を追加する場合がある。

中国ICTサポート企業･ 　本工事は、「中国ＩＣＴサポート企業･団体」によるサポート制度が活用できる対象工事である。

団体の活用について 　ICT活用工事受注者はサポートの必要性の有無を判断して、中国地方整備局HPに公開されている「ICTサポート企業･団体登

録名簿」から依頼したいサポートを選定し、サポート内容、回数等の契約条件の調整を行うとともに、契約内容について発注者に

報告すること。

　なお、サポート費用が発生する場合は監督職員と協議すること。

歩掛見積 　「見積参考資料」と同様に配布する「歩掛見積」は、積算内容を示したもので、「見積参考資料」「積算用参考図」と同様に「設計

図書」とはならない。

　よって、工事目的物を完成させるための一切の手段については、受注者の責任において定めるものとする。

その他 　工事着手前に、情報ＢＯＸの埋設位置を情報ＢＯＸ管理台帳、及び現地埋設標示鋲等により把握し、情報ＢＯＸに影響の無い

施工を行うこと。尚､情報ＢＯＸ、或いは収容物件に損傷を与えた場合は監督職員に速やかに報告すると共に、その復旧費及び

損害費は原因者の負担とする。

応急処理工 応急処理作業工 　応急処理工で使用する労務費・材料費・機械費を下記のとおり見込んでいる。

名　　　　称 規　　　　格 数量 備考

労務費（夜間） 土木一般世話役 7 人

特殊作業員 7 人

普通作業員 7 人

材料費 ハンドホール鉄蓋 ９６０×５００ 14 個

機械費 バックホウ 山積0.28m3(平積0.2m3) 56 時間

ダンプトラック ２ｔ 56 時間

安全費 　交通誘導警備員については、下記のとおり見込んでいる。

作業区分 　 名　　　　　称 延べ人数

夜間作業 交通誘導警備員A 14 人

交通誘導警備員B 14 人

施工地域・工事場所   本工事の施工地域・工事場所区分は、「市街地（DID補正）（1）－1」で見込んでいる。

(応急作業工） 　なお、現場環境改善費における施工地域は、市街地とする。
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  当資料は、見積の参考資料であり、設計図書とはならない。
項目

適用単価 １．

交差点 １．
照明施設
詳細設計

２．
適用している。

電線共同溝 １．
詳細設計

・箇所数：１

２．

・箇所数：１
・特殊設計：３形式

打合せ １．

旅費交通費 １．

電子成果品
作成費

１．

・１回当たりに要する時間（移動時間を含む）０．５日・人
打合せにおける条件は、下記のとおり見込んでいる。

適用

交差点照明施設詳細設計における条件は、下記のとおり見込んでいる。

・個別製作柱：１箇所

・一般柱：２箇所

・各部設計　管路部：４

・打ち合わせ回数：２回

電線共同溝詳細設計（橋梁除く）おける条件は下記のとおり見込んでいる。

・各部設計　管路部：２

電線共同溝詳細設計（橋梁添架部）おける条件は下記のとおり見込んでい
る。・延べ延長：２１７ｍ

・編成人数：３人

・予備設計：あり
・市街地以外の延長：５６０ｍ
・延べ延長：１，１０３ｍ

・予備設計：なし

国道９号乙吉電線共同溝ＰＦＩ事業　見積参考資料【設計及び調査】

【調査業務・詳細設計業務】

・各部設計　特殊部：４
・各部設計　地上機器部：４
・各部設計　仮設構造物：４

【共通】
労務単価については令和５年度単価を採用している。

交差点照明施設詳細設計の歩掛は「電気通信施設設計業務積算基準」を

・市街地以外の延長：１０９ｍ

　本業務において打合せ、関係機関協議、現地作業（現地踏査含む）にかか
る旅費交通費は率を用いた積算（宿泊、滞在を伴わない業務(区分：土木設計
業務)の場合）とする。
　なお、契約変更によって直接人件費の増減があった場合は変更後の直接人
件費に対し率を乗じた額により計上し、業務内容の変更によって率を用いな
い積算に変更する場合がある。

電子成果品作成費は、「概略設計、予備設計又は詳細設計」を見込んでい
る。

また、本種別は歩掛見積の対象とする。
なお、特殊設計は、管路の橋梁添架についての設計を想定している。
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  当資料は、見積の参考資料であり、設計図書とはならない。
項目 適用

国道９号乙吉電線共同溝ＰＦＩ事業　見積参考資料【設計及び調査】

事前調査 １．

打合せ １．

適用歩掛 １．
を適用している。

事後調査 １．

打合せ １．

適用歩掛 １．
を適用している。

設計 １．
マネジメント

工事 １．
マネジメント

工事 １．
監督支援業務

打合せ ２．

・１回当たりに要する時間（移動時間を含む）０．５日・人
・編成人数：３人

・打ち合わせ回数（成果品納入時）：１回

・編成人数：３人
・１回当たりに要する時間（移動時間を含む）０．５日・人

・打ち合わせ回数（業務着手時）：１回
・打ち合わせ回数（成果品納入時）：１回

【調整マネジメント業務（設計段階）】

【調査業務（事前家屋調査）】

打合せにおける条件は、下記のとおり見込んでいる。

工事マネジメントにおける条件は、下記のとおり見込んでいる。

打合せにおける条件は、下記のとおり見込んでいる。

・打ち合わせ回数（業務着手時）：１回

【調査業務（事後家屋調査）】

打合せにおける条件は、下記のとおり見込んでいる。

事前調査に係る歩掛については「用地調査等業務費積算基準（R4.3）」

・１月当たり日数：１９．５日／月
・編成人数：技師（Ａ）０．５人・技術員０．５人

・１月当たり日数：１９．５日／月

　の場所は益田国道維持出張所を予定し、定例打合せと兼ねる予定である。

・担当技術者の超過業務は、１人当たり１月３０時間を見込んでいる。

・打合せの場所は益田国道維持出張所を予定している。
・業務全体計画等に関する打合せ（業務着手時１回、業務完了時１回）

・編成人数：技師（Ａ）０．５人

【工事監理業務】

事後調査の区分は下記のとおり見込んでいる。
木造建物Ａ（ 70㎡以上130㎡未満）　　　　４棟
非木造建物イ（200㎡以上400㎡未満）　　１６棟

事前調査の区分は下記のとおり見込んでいる。
木造建物Ａ（ 70㎡以上130㎡未満）　　　　４棟
非木造建物イ（200㎡以上400㎡未満）　　１６棟

【調整マネジメント業務（工事段階）】

設計マネジメントにおける条件は、下記のとおり見込んでいる。

事前調査に係る歩掛については「用地調査等業務費積算基準（R4.3）」

工事監督支援業務における条件は、下記のとおり見込んでいる。
・管理技術者の職階は、技師（Ａ）を見込んでいる。
・担当技術者は技師（Ｃ）を見込んでいる。
・担当技術者の延べ数量は、１，１７０人工
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  当資料は、見積の参考資料であり、設計図書とはならない。
項目 適用

国道９号乙吉電線共同溝ＰＦＩ事業　見積参考資料【設計及び調査】

１．

２．

３．

点検箇所数 １．

計画準備 １．

見積歩掛 １．

打合せ １．

維持管理 １．
マネジメント

調査

１．

２．

調査

１．

【調査業務（補修業務）】

補修業務における条件は、下記のとおり
別紙：見積参考資料　乙吉電線共同溝ＰＦＩ事業　調査業務（補修業務）

を見込んでいる。

計画準備の対象延長は１．３２ｋｍ見込んでいる。

点検の箇所数は下記の条件を想定している。
・特殊部　　　　　　　３５箇所
・点検期間（頻度）　　２２年間（５年／回）

・延べ点検箇所数　　１４０箇所
・点検回数　　　　　　　４回

試掘調査における施工時間帯は、夜間施工（20:00～6:00）【休憩1時間を】

・１回当たりに要する時間（移動時間を含む）０．５日・人

・１月当たり日数：１９．５日／月

旅費交通費、業
務用自動車損
料、燃料費及び
運転手賃金等

本業務の当初契約では、旅費交通費以外の直接経費（積み上げ計上分）に該
当する項目はない。

　変更契約において計上する業務用事務室損料等は以下を標準とする。な
お、地域特性等により標準によりがたい場合は、調査職員と協議をするこ
と。
　①業務用事務室賃料（建物面積２５ｍ２／箇所）：１箇所

　本業務において打合せ、現地確認、段階確認、工場検査等への臨場にかか
る旅費交通費は率を用いた積算とする。
　なお、契約変更によって直接人件費の増減があった場合の旅費交通費にお
いては変更後の直接人件費に対し率を乗じた額により計上し、業務内容の変
更によって率を用いない積算に変更する場合がある。

【点検業務・台帳作成・管理業務・調整マネジメント業務（維持管理段階）】

・計画準備

本業務における下記細別の歩掛については歩掛見積とする。

・編成人数：技師（Ａ）０．５人

・編成人数：３人
・打ち合わせ回数：７回

試掘調査における条件は、下記のとおり
別紙：見積参考資料　乙吉電線共同溝ＰＦＩ事業　調査業務（試掘調査）

維持管理マネジメントにおける条件は、下記のとおり見込んでいる。

打合せにおける条件は、下記のとおり見込んでいる。

【調査業務（試掘調査）】

・鉄蓋に関する点検
・特殊部に関する点検
・信頼性の評価
・点検調書の作成
・報告書作成
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- 1 - 国土交通省  中国地方整備局

数 量 総 括 表

業 務 名 国道9号乙吉電線共同溝ＰＦＩ事業　調査業務・詳細設計業務

浜田河川国道事務所　道路管理課
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業務名 業 種

項 目

項目・工種・種別・細別 規格 単位 数量(前回) 数量(今回) 数量増減 摘要

- 1 - 国土交通省  中国地方整備局

数量総括表
国道9号乙吉電線共同溝ＰＦＩ事業　調査業務・詳細設計業務 設計業務

道路設計

道路設計 式          1    

交差点照明施設設計 式          1    

交差点照明施設詳細設計 式          1    

交差点照明施設詳細設計 箇所          3    

地下構造物設計 式          1    

電線共同溝設計 式          1    

電線共同溝詳細設計 式          1    

電線共同溝詳細設計 (箇所)式 (1    )1 設計計画,現地踏査,設計条件の整理・

検討,平面・縦断線形設計,数量計算,

管路部設計,特殊部設計,地上機器部設

計,施工計画,関係機関との協議用資料

作成,照査,報告書作成,各部・仮設構

造物詳細設計

電線共同溝詳細設計 （橋梁添架部） (箇所)式 (1    )1 設計計画,現地踏査,設計条件の整理・

検討,平面・縦断線形設計,数量計算,

管路部設計,施工計画,関係機関との協

議用資料作成,照査,報告書作成,各部

・仮設構造物詳細設計,特殊設計・検

討・協議
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業務名 業 種

項 目

項目・工種・種別・細別 規格 単位 数量(前回) 数量(今回) 数量増減 摘要

- 2 - 国土交通省  中国地方整備局

数量総括表
国道9号乙吉電線共同溝ＰＦＩ事業　調査業務・詳細設計業務 設計業務

共通

共通 式          1    

共通（設計業務） 式          1    

打合せ等 式          1    

打合せ 式          1    

公開成果品作成 式          1    

公開成果品作成 業務          1    

直接経費 式          1    

直接経費 式          1    

旅費交通費 式          1    

旅費（率計上・宿泊無） 式          1    

電子成果品作成費 式          1    
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業務名 業 種

項 目

項目・工種・種別・細別 規格 単位 数量(前回) 数量(今回) 数量増減 摘要

- 3 - 国土交通省  中国地方整備局

数量総括表
国道9号乙吉電線共同溝ＰＦＩ事業　調査業務・詳細設計業務 設計業務

直接経費

電子成果品作成費 式          1    

直接原価（その他原価除く） 式          1    

その他原価 式          1    

一般管理費等 式          1    

業務価格 式          1    

消費税相当額 式          1    

業務委託料 式          1    
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- 1 - 国土交通省  中国地方整備局

数 量 総 括 表

業 務 名 国道9号乙吉電線共同溝ＰＦＩ事業　事前家屋調査

浜田河川国道事務所　道路管理課

別紙-1



業務名 業 種

項 目

項目・工種・種別・細別 規格 単位 数量(前回) 数量(今回) 数量増減 摘要

- 1 - 国土交通省  中国地方整備局

数量総括表
国道9号乙吉電線共同溝ＰＦＩ事業　事前家屋調査 用地調査業務

業務原価

業務原価 式          1    

直接人件費 式          1    

用地調査等打合せ協議 式          1    

打合せ協議　 業務着手時 業務          1    

打合せ協議　 中間打合せ 回          1    

打合せ協議　 成果物納入時 業務          1    

地盤変動調査 式          1    

事前調査 木造建物Ａ（70㎡以上130㎡未満） 棟          4    

事前調査 非木造建物イ（200㎡以上400㎡未満

）

棟         16    

直接経費　 式          1    

材料費等 式          1    
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業務名 業 種

項 目

項目・工種・種別・細別 規格 単位 数量(前回) 数量(今回) 数量増減 摘要

- 2 - 国土交通省  中国地方整備局

数量総括表
国道9号乙吉電線共同溝ＰＦＩ事業　事前家屋調査 用地調査業務

業務原価

材料費等 式          1    

旅費交通費　 式          1    

旅費交通費　 式          1    

直接原価（その他原価除く） 式          1    

その他原価 式          1    

一般管理費等 式          1    

業務価格 式          1    

消費税相当額 式          1    

業務委託料 式          1    
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- 1 - 国土交通省  中国地方整備局

数 量 総 括 表

業 務 名 国道9号乙吉電線共同溝ＰＦＩ事業　事後家屋調査

浜田河川国道事務所　道路管理課

別紙-1



業務名 業 種

項 目

項目・工種・種別・細別 規格 単位 数量(前回) 数量(今回) 数量増減 摘要

- 1 - 国土交通省  中国地方整備局

数量総括表
国道9号乙吉電線共同溝ＰＦＩ事業　事後家屋調査 用地調査業務

業務原価

業務原価 式          1    

直接人件費 式          1    

用地調査等打合せ協議 式          1    

打合せ協議　 業務着手時 業務          1    

打合せ協議　 中間打合せ 回          1    

打合せ協議　 成果物納入時 業務          1    

地盤変動調査 式          1    

事後調査 木造建物Ａ（70㎡以上130㎡未満） 棟          4    

事後調査 非木造建物イ（200㎡以上400㎡未満

）

棟         16    

直接経費　 式          1    

材料費等 式          1    
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業務名 業 種

項 目

項目・工種・種別・細別 規格 単位 数量(前回) 数量(今回) 数量増減 摘要

- 2 - 国土交通省  中国地方整備局

数量総括表
国道9号乙吉電線共同溝ＰＦＩ事業　事後家屋調査 用地調査業務

業務原価

材料費等 式          1    

旅費交通費　 式          1    

旅費交通費　 式          1    

直接原価（その他原価除く） 式          1    

その他原価 式          1    

一般管理費等 式          1    

業務価格 式          1    

消費税相当額 式          1    

業務委託料 式          1    
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- 1 - 国土交通省  中国地方整備局

数 量 総 括 表

業 務 名 国道9号乙吉電線共同溝ＰＦＩ事業　設計マネジメント

浜田河川国道事務所　道路管理課
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業務名 業 種

項 目

項目・工種・種別・細別 規格 単位 数量(前回) 数量(今回) 数量増減 摘要

- 1 - 国土交通省  中国地方整備局

数量総括表
国道9号乙吉電線共同溝ＰＦＩ事業　設計マネジメント 設計業務

調査・設計業務

調査・設計業務 式          1    

調整マネジメント 式          1    

設計マネジメント 式          1    

設計マネジメント 月         24    

直接原価（その他原価除く） 式          1    

その他原価 式          1    

一般管理費等 式          1    

業務価格 式          1    

消費税相当額 式          1    

業務委託料 式          1    
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- 1 - 国土交通省  中国地方整備局

数 量 総 括 表

業 務 名 国道9号乙吉電線共同溝ＰＦＩ事業　工事マネジメント

浜田河川国道事務所　道路管理課
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業務名 業 種

項 目

項目・工種・種別・細別 規格 単位 数量(前回) 数量(今回) 数量増減 摘要

- 1 - 国土交通省  中国地方整備局

数量総括表
国道9号乙吉電線共同溝ＰＦＩ事業　工事マネジメント 設計業務

工事業務

工事業務 式          1    

調整マネジメント 式          1    

工事マネジメント 式          1    

工事マネジメント 月         60    

直接原価（その他原価除く） 式          1    

その他原価 式          1    

一般管理費等 式          1    

業務価格 式          1    

消費税相当額 式          1    

業務委託料 式          1    

別紙-1



- 1 - 国土交通省  中国地方整備局

数 量 総 括 表

業 務 名 国道9号乙吉電線共同溝ＰＦＩ事業　工事監督業務

浜田河川国道事務所　道路管理課

別紙-1



業務名 業 種

項 目

項目・工種・種別・細別 規格 単位 数量(前回) 数量(今回) 数量増減 摘要

- 1 - 国土交通省  中国地方整備局

数量総括表
国道9号乙吉電線共同溝ＰＦＩ事業　工事監督業務 発注者支援業務等

工事監督支援業務

工事監督支援業務 式          1    

工事監督支援業務 式          1    

業務計画 式          1    

業務計画 業務          1    

工事管理 式          1    

工事管理 工事          1    

工事監督支援 式          1    

工事監督支援 月         60    

打合せ　 式          1    

打合せ協議　 式          1    

定例打合せ 式          1    

別紙-1



業務名 業 種

項 目

項目・工種・種別・細別 規格 単位 数量(前回) 数量(今回) 数量増減 摘要

- 2 - 国土交通省  中国地方整備局

数量総括表
国道9号乙吉電線共同溝ＰＦＩ事業　工事監督業務 発注者支援業務等

直接経費　

直接経費　 式          1    

旅費交通費　 式          1    

旅費交通費　 式          1    

旅費交通費　 式          1    

直接原価（その他原価除く） 式          1    

その他原価 式          1    

一般管理費等 式          1    

業務価格 式          1    

消費税相当額 式          1    

業務委託料 式          1    

別紙-1



- 1 - 国土交通省  中国地方整備局

数 量 総 括 表

業 務 名 国道9号乙吉電線共同溝ＰＦＩ事業　点検・台帳・管理・調整マネ

ジメント業務

浜田河川国道事務所　道路管理課

別紙-1



業務名 業 種

項 目

項目・工種・種別・細別 規格 単位 数量(前回) 数量(今回) 数量増減 摘要

- 1 - 国土交通省  中国地方整備局

数量総括表
国道9号乙吉電線共同溝ＰＦＩ事業　点検・台帳・管理・調整マネ

ジメント業務

設計業務

道路施設点検

道路施設点検 式          1    

電線共同溝点検 式          1    

計画準備　 式          1    

計画準備　 (km)式 (1.32 )1

定期点検　 式          1    

鉄蓋に関する点検 箇所        140    

定期点検　 式          1    

特殊部に関する点検 箇所        140    

信頼性の評価 式          1    

信頼性の評価 箇所        140    

点検調書の作成 式          1    

別紙-1



業務名 業 種

項 目

項目・工種・種別・細別 規格 単位 数量(前回) 数量(今回) 数量増減 摘要

- 2 - 国土交通省  中国地方整備局

数量総括表
国道9号乙吉電線共同溝ＰＦＩ事業　点検・台帳・管理・調整マネ

ジメント業務

設計業務

道路施設点検

点検調書の作成 箇所        140    

報告書作成　 式          1    

報告書作成　 式          1    

維持管理マネジメント 式          1    

調整マネジメント 式          1    

維持管理マネジメント 月        264    

共通 式          1    

共通（設計業務） 式          1    

打合せ等 式          1    

打合せ 式          1    

公開成果品作成 式          1    

別紙-1



業務名 業 種

項 目

項目・工種・種別・細別 規格 単位 数量(前回) 数量(今回) 数量増減 摘要

- 3 - 国土交通省  中国地方整備局

数量総括表
国道9号乙吉電線共同溝ＰＦＩ事業　点検・台帳・管理・調整マネ

ジメント業務

設計業務

共通

公開成果品作成 業務          1    

直接経費 式          1    

直接経費 式          1    

旅費交通費 式          1    

旅費（率計上・宿泊無） 式          1    

電子成果品作成費 式          1    

電子成果品作成費 式          1    

直接原価（その他原価除く） 式          1    

その他原価 式          1    

一般管理費等 式          1    

業務価格 式          1    

別紙-1



業務名 業 種

項 目

項目・工種・種別・細別 規格 単位 数量(前回) 数量(今回) 数量増減 摘要

- 4 - 国土交通省  中国地方整備局

数量総括表
国道9号乙吉電線共同溝ＰＦＩ事業　点検・台帳・管理・調整マネ

ジメント業務

設計業務

消費税相当額

消費税相当額 式          1    

業務委託料 式          1    

別紙-1



工 事 名

工   事   数   量   総   括   表

乙吉電線共同溝ＰＦＩ事業　試掘工事（調査・設計）

              国土交通省　中国地方整備局

          浜田河川国道事務所　道路管理課

- 1 -

別紙-1



工事名

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量（前回） 数量（今回） 数量増減 摘要

工事数量総括表

乙吉電線共同溝ＰＦＩ事業　試掘工事（調査・設計） ( 当    初 )

道路維持

式         1    

　仮設工

　 式         1    

　　試掘工 歩道試掘

式         1    

　　　舗装版切断 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版 15cm以下            

式         1    

　　　舗装版破砕 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版                     

式         1    

　　　殻運搬 舗装版破砕                       

式         1    

　　　殻処分 ｱｽﾌｧﾙﾄ殻                         

式         1    

　　　床掘り 土砂                             

式         1    

　　　積込(ﾙｰｽﾞ) 土砂 小規模(標準)                

式         1    

　　　土砂等運搬 土砂(岩塊･玉石混り土含む)        

式         1    

　　　整地 残土受入れ地での処理             

式         1    

              国土交通省　中国地方整備局- 1 -
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工事名

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量（前回） 数量（今回） 数量増減 摘要

工事数量総括表

乙吉電線共同溝ＰＦＩ事業　試掘工事（調査・設計） ( 当    初 )

　　　埋戻し 土砂 土砂                        

式         1    

　　　下層路盤(歩道部) ｸﾗｯｼｬﾗﾝ C-30 仕上り厚 100ｍｍ    

m2        20    

　　　表層(歩道部) 各種(2.20以上2.30t/m3未満) 再生密

粒度AC13（夜間） 舗装厚 40ｍｍ 1.

4m未満（1層当り平均仕上 m2        20    

　　交通管理工

　　 式         1    

　　　交通誘導警備員

　　　 式         1    

　　　交通誘導警備員

　　　 式         1    

直接工事費

式         1    

共通仮設費

式         1    

　共通仮設費（率計上）

　 式         1    

純工事費

式         1    

　現場管理費

　 式         1    

              国土交通省　中国地方整備局- 2 -
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工事名

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量（前回） 数量（今回） 数量増減 摘要

工事数量総括表

乙吉電線共同溝ＰＦＩ事業　試掘工事（調査・設計） ( 当    初 )

工事原価

式         1    

　一般管理費等

　 式         1    

工事価格

式         1    

消費税相当額

式         1    

工事費計

式         1    

              国土交通省　中国地方整備局- 3 -
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工 事 名

工   事   数   量   総   括   表

国道９号乙吉電線共同溝ＰＦＩ事業　補修業務

              国土交通省　中国地方整備局

          浜田河川国道事務所　道路管理課

- 1 -

別紙-1



工事名

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量（前回） 数量（今回） 数量増減 摘要

工事数量総括表

国道９号乙吉電線共同溝ＰＦＩ事業　補修業務 ( 当    初 )

道路維持

式         1    

　応急処理工

　 式         1    

　　応急処理作業工

　　 式         1    

　　　労務費 （夜間）

人        28    

　　　材料費

　　　 式         1    

　　　機械費

　　　 式         1    

　仮設工

　 式         1    

　　交通管理工

　　 式         1    

　　　交通誘導警備員

　　　 式         1    

　　　交通誘導警備員

　　　 式         1    

直接工事費

式         1    

              国土交通省　中国地方整備局- 1 -
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工事名

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量（前回） 数量（今回） 数量増減 摘要

工事数量総括表

国道９号乙吉電線共同溝ＰＦＩ事業　補修業務 ( 当    初 )

共通仮設費

式         1    

　共通仮設費

　 式         1    

　　現場環境改善費（率計上）

　　 式         1    

　共通仮設費（率計上）

　 式         1    

純工事費

式         1    

　現場管理費

　 式         1    

工事原価

式         1    

　一般管理費等

　 式         1    

工事価格

式         1    

消費税相当額

式         1    

工事費計

式         1    

              国土交通省　中国地方整備局- 2 -
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  当資料は、見積の参考資料であり、設計図書とはならない。
項目

適用単価 １．

交差点 １．
照明施設
詳細設計

２．
適用している。

電線共同溝 １．
詳細設計

・箇所数：１

２．

・箇所数：１
・特殊設計：３形式

打合せ １．

旅費交通費 １．

電子成果品
作成費

１．

また、本種別は歩掛見積の対象とする。
なお、特殊設計は、管路の橋梁添架についての設計を想定している。

　本業務において打合せ、関係機関協議、現地作業（現地踏査含む）にかか
る旅費交通費は率を用いた積算（宿泊、滞在を伴わない業務(区分：土木設計
業務)の場合）とする。
　なお、契約変更によって直接人件費の増減があった場合は変更後の直接人
件費に対し率を乗じた額により計上し、業務内容の変更によって率を用いな
い積算に変更する場合がある。

電子成果品作成費は、「概略設計、予備設計又は詳細設計」を見込んでい
る。

・市街地以外の延長：１０９ｍ

国道９号乙吉電線共同溝ＰＦＩ事業　見積参考資料【設計及び調査】

【調査業務・詳細設計業務】

・各部設計　特殊部：４
・各部設計　地上機器部：４
・各部設計　仮設構造物：４

【共通】
労務単価については令和５年度単価を採用している。

交差点照明施設詳細設計の歩掛は「電気通信施設設計業務積算基準」を

・編成人数：３人

・予備設計：あり
・市街地以外の延長：５６０ｍ
・延べ延長：１，１０３ｍ

・予備設計：なし

・打ち合わせ回数：２回

電線共同溝詳細設計（橋梁除く）おける条件は下記のとおり見込んでいる。

・各部設計　管路部：２

電線共同溝詳細設計（橋梁添架部）おける条件は下記のとおり見込んでい
る。・延べ延長：２１７ｍ

・１回当たりに要する時間（移動時間を含む）０．５日・人
打合せにおける条件は、下記のとおり見込んでいる。

適用

交差点照明施設詳細設計における条件は、下記のとおり見込んでいる。

・個別製作柱：１箇所

・一般柱：２箇所

・各部設計　管路部：４

1 / 3 ページ
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  当資料は、見積の参考資料であり、設計図書とはならない。
項目

国道９号乙吉電線共同溝ＰＦＩ事業　見積参考資料【設計及び調査】

適用

事前調査 １．

打合せ １．

適用歩掛 １．
を適用している。

事後調査 １．

打合せ １．

適用歩掛 １．
を適用している。

設計 １．
マネジメント

工事 １．
マネジメント

工事 １．
監督支援業務

打合せ ２．

事前調査に係る歩掛については「用地調査等業務費積算基準（R4.3）」

工事監督支援業務における条件は、下記のとおり見込んでいる。
・管理技術者の職階は、技師（Ａ）を見込んでいる。
・担当技術者は技師（Ｃ）を見込んでいる。
・担当技術者の延べ数量は、１，１７０人工

事前調査の区分は下記のとおり見込んでいる。
木造建物Ａ（ 70㎡以上130㎡未満）　　　　４棟
非木造建物イ（200㎡以上400㎡未満）　　１６棟

【調整マネジメント業務（工事段階）】

設計マネジメントにおける条件は、下記のとおり見込んでいる。

・編成人数：技師（Ａ）０．５人

【工事監理業務】

事後調査の区分は下記のとおり見込んでいる。
木造建物Ａ（ 70㎡以上130㎡未満）　　　　４棟
非木造建物イ（200㎡以上400㎡未満）　　１６棟

　の場所は益田国道維持出張所を予定し、定例打合せと兼ねる予定である。

・担当技術者の超過業務は、１人当たり１月３０時間を見込んでいる。

・打合せの場所は益田国道維持出張所を予定している。
・業務全体計画等に関する打合せ（業務着手時１回、業務完了時１回）

・１月当たり日数：１９．５日／月
・編成人数：技師（Ａ）０．５人・技術員０．５人

・１月当たり日数：１９．５日／月

打合せにおける条件は、下記のとおり見込んでいる。

・打ち合わせ回数（業務着手時）：１回

【調査業務（事後家屋調査）】

打合せにおける条件は、下記のとおり見込んでいる。

事前調査に係る歩掛については「用地調査等業務費積算基準（R4.3）」

・打ち合わせ回数（業務着手時）：１回
・打ち合わせ回数（成果品納入時）：１回

【調整マネジメント業務（設計段階）】

【調査業務（事前家屋調査）】

打合せにおける条件は、下記のとおり見込んでいる。

工事マネジメントにおける条件は、下記のとおり見込んでいる。

・編成人数：３人

・打ち合わせ回数（成果品納入時）：１回

・編成人数：３人
・１回当たりに要する時間（移動時間を含む）０．５日・人

・１回当たりに要する時間（移動時間を含む）０．５日・人

2 / 3 ページ
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  当資料は、見積の参考資料であり、設計図書とはならない。
項目

国道９号乙吉電線共同溝ＰＦＩ事業　見積参考資料【設計及び調査】

適用

１．

２．

３．

点検箇所数 １．

計画準備 １．

見積歩掛 １．

打合せ １．

維持管理 １．
マネジメント

調査

１．

２．

・鉄蓋に関する点検
・特殊部に関する点検
・信頼性の評価
・点検調書の作成
・報告書作成

・編成人数：３人
・打ち合わせ回数：７回

試掘調査における条件は、下記のとおり
別紙：見積参考資料　乙吉電線共同溝ＰＦＩ事業　調査業務（試掘調査）

維持管理マネジメントにおける条件は、下記のとおり見込んでいる。

打合せにおける条件は、下記のとおり見込んでいる。

【調査業務（試掘調査）】

・編成人数：技師（Ａ）０．５人

【点検業務・台帳作成・管理業務・調整マネジメント業務（維持管理段階）】

・計画準備

本業務における下記細別の歩掛については歩掛見積とする。

旅費交通費、業
務用自動車損
料、燃料費及び
運転手賃金等

本業務の当初契約では、旅費交通費以外の直接経費（積み上げ計上分）に該
当する項目はない。

　変更契約において計上する業務用事務室損料等は以下を標準とする。な
お、地域特性等により標準によりがたい場合は、調査職員と協議をするこ
と。
　①業務用事務室賃料（建物面積２５ｍ２／箇所）：１箇所

　本業務において打合せ、現地確認、段階確認、工場検査等への臨場にかか
る旅費交通費は率を用いた積算とする。
　なお、契約変更によって直接人件費の増減があった場合の旅費交通費にお
いては変更後の直接人件費に対し率を乗じた額により計上し、業務内容の変
更によって率を用いない積算に変更する場合がある。

・１月当たり日数：１９．５日／月

を見込んでいる。

計画準備の対象延長は１．３２ｋｍ見込んでいる。

点検の箇所数は下記の条件を想定している。
・特殊部　　　　　　　３５箇所
・点検期間（頻度）　　２２年間（５年／回）

・延べ点検箇所数　　１４０箇所
・点検回数　　　　　　　４回

試掘調査における施工時間帯は、夜間施工（20:00～6:00）【休憩1時間を】

・１回当たりに要する時間（移動時間を含む）０．５日・人

3 / 3 ページ
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工 事 名 乙吉電線共同溝ＰＦＩ事業　試掘工事（調査・設計）

見  積  参  考  資  料

              国土交通省　中国地方整備局

          浜田河川国道事務所　道路管理課

  この「見積参考資料」は入札参加者の適切かつ迅速な見積に資するための資料であり、契約書第１
条にいう設計図書ではない。従って「見積参考資料」は請負契約上の拘束力を生じるものではなく、
受注者は、施工条件、地質条件等を充分考慮して、仮設、施工方法、安全対策等、工事目的物を完成
するための一切の手段について受注者の責任において定めるものとする。
  なお、この「見積参考資料」の有効期間は、この工事の入札日までとする。

- 1 -
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間　接　費　名　称

主たる工種

積　算　条　件

補　正　項　目 条 件

工事名

見積参考資料（積算条件）

乙吉電線共同溝ＰＦＩ事業　試掘工事（調査・設計） (  当   初  ) 道路維持工事

共通仮設費（率計上） 施工地域補正

除雪工事補正

市街地（ＤＩＤ補正）（１）－１

補正無

現場管理費 施工地域補正

施工時期補正

熱中症補正

緊急工事補正

砂防・地滑り補正

市街地（ＤＩＤ補正）（１）－１

補正しない

補正しない

補正しない

補正しない

一般管理費等 財団法人等による補正

前払金割合による補正

契約保証に係る補正

補正しない

３５％を超えるもの・補正しない

発注者が金銭的保証を必要とする場合

その他 ＩＣＴ施工補正

週休２日の補正

補正しない

補正しない

              国土交通省　中国地方整備局- 1 -
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参   考   事   項

工事区分・工種・種別・細別・積算要素

工事名 工種区分

単位

規格

名称

単  位 数量の増減数量(前回） 数量(今回）

見積参考資料

乙吉電線共同溝ＰＦＩ事業　試掘工事（調査・設計） (  当   初  ) 道路維持工事

道路維持

式         1    

数量

　仮設工

式         1    

　　試掘工 歩道試掘

式         1    

　　　舗装版切断 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版 15c

m以下

m        80    

＜       1    m当り＞

舗装版切断 ｍ         1    

　　　舗装版破砕 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版

m2        20    

＜       1    m2当り＞

舗装版破砕  ｍ２         1    

　　　殻運搬 舗装版破砕

m3         1    

殻運搬  ｍ３         1    

　　　殻処分 ｱｽﾌｧﾙﾄ殻

m3         1    

処分費（ｍ３）  ｍ３         1    

　　　床掘り 土砂

m3        19    

＜       1    m3当り＞

床掘り  ｍ３         1    

　　　積込(ﾙｰｽﾞ) 土砂 小規模(標準

)

m3         2    

＜       1    m3当り＞

積込（ルーズ）  ｍ３         1    

　　　土砂等運搬 土砂(岩塊･玉石混

り土含む)

m3         2    

＜       1    m3当り＞

土砂等運搬  ｍ３         1    

              国土交通省　中国地方整備局- 1 -
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参   考   事   項

工事区分・工種・種別・細別・積算要素

工事名 工種区分

単位

規格

名称

単  位 数量の増減数量(前回） 数量(今回）

見積参考資料

乙吉電線共同溝ＰＦＩ事業　試掘工事（調査・設計） (  当   初  ) 道路維持工事

　　　整地 残土受入れ地での

処理

m3         2    

＜       1    m3当り＞

整地  ｍ３         1    

数量

　　　埋戻し 土砂 土砂

m3        17    

＜       1    m3当り＞

埋戻し  ｍ３         1    

　　　下層路盤(歩道部) ｸﾗｯｼｬﾗﾝ C-30 仕

上り厚 100ｍｍ

m2        20    

＜       1    m2当り＞

下層路盤（歩道部）  ｍ２         1    

　　　表層(歩道部) 各種(2.20以上2.3

0t/m3未満) 再生

密粒度AC13（夜間

） 舗装厚 40ｍｍ

 1.4m未満（1層当

り平均仕上 m2        20    

＜       1    m2当り＞

表層（歩道部）  ｍ２         1    

　　交通管理工

式         1    

　　　交通誘導警備員

人日        10    

＜       1    人日当り＞

交通誘導警備員Ａ 人日         1    

　　　交通誘導警備員

人日        10    

＜       1    人日当り＞

交通誘導警備員Ｂ 人日         1    

直接工事費

式         1    

共通仮設費

式         1    

              国土交通省　中国地方整備局- 2 -
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参   考   事   項

工事区分・工種・種別・細別・積算要素

工事名 工種区分

単位

規格

名称

単  位 数量の増減数量(前回） 数量(今回）

見積参考資料

乙吉電線共同溝ＰＦＩ事業　試掘工事（調査・設計） (  当   初  ) 道路維持工事

　共通仮設費（率計上）

式         1    

　施工地域補正=市街地（ＤＩＤ補正）（１）－１; 

　除雪工補正=補正無; ICT施工補正=しない; 週休２

　日の補正=しない

数量

純工事費

式         1    

　現場管理費

式         1    

　施工地域補正=市街地（ＤＩＤ補正）（１）－１; 

　緊急工事補正=しない; 砂防・地滑り工事補正=しな

　い; ICT施工補正=しない; 週休２日の補正=しない

工事原価

式         1    

　一般管理費等

式         1    

工事価格

式         1    

消費税相当額

式         1    

工事費計

式         1    

  建設技能労働者や交通誘導員等の現場労働者にかか

る経費として、労務費のほか各種経費（法定福利費の

事業者負担額、労務管理費、安全訓練等に要する費用

等）が必要であり、本積算ではこれらを現場管理費等

の一部として率計上している。

              国土交通省　中国地方整備局- 3 -
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単位 数量

事業区分

工事区分

工事名

凡　例

乙吉電線共同溝ＰＦＩ事業　試掘工事（調査・設計） 道路維持･修繕

道路維持

( 当  初 )

管理費区分 1 管理費区分 2 管理費区分 5 管理費区分 7 管理費区分 9

管理費区分 T

殻処分 ｱｽﾌｧﾙﾄ殻                

m3

        1    

  　　○     

管理費区分1  共通仮設費のみ非対象 管理費区分2  工場管理費・一般管理費の対象管理費区分5  一般管理費等対象 管理費区分7  間接労務費対象労務費

管理費区分9  率計算の非対象 管理費区分T  処分費等の対象にする     

      ○：該当する管理費区分が含まれている

    細別名称          規格

見積参考資料（管理費区分一覧表）

              国土交通省　中国地方整備局- 1 -
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工 事 名 国道９号乙吉電線共同溝ＰＦＩ事業　補修業務

見  積  参  考  資  料

              国土交通省　中国地方整備局

          浜田河川国道事務所　道路管理課

  この「見積参考資料」は入札参加者の適切かつ迅速な見積に資するための資料であり、契約書第１
条にいう設計図書ではない。従って「見積参考資料」は請負契約上の拘束力を生じるものではなく、
受注者は、施工条件、地質条件等を充分考慮して、仮設、施工方法、安全対策等、工事目的物を完成
するための一切の手段について受注者の責任において定めるものとする。
  なお、この「見積参考資料」の有効期間は、この工事の入札日までとする。

- 1 -
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間　接　費　名　称

主たる工種

積　算　条　件

補　正　項　目 条 件

工事名

見積参考資料（積算条件）

国道９号乙吉電線共同溝ＰＦＩ事業　補修業務 (  当   初  ) 道路維持工事

共通仮設費（率計上） 施工地域補正

除雪工事補正

市街地（ＤＩＤ補正）（１）－１

補正無

現場環境改善費（率計上） 市街地補正 市街地

現場管理費 施工地域補正

施工時期補正

熱中症補正

緊急工事補正

砂防・地滑り補正

市街地（ＤＩＤ補正）（１）－１

補正しない

補正しない

補正しない

補正しない

一般管理費等 財団法人等による補正

前払金割合による補正

契約保証に係る補正

補正しない

３５％を超えるもの・補正しない

発注者が金銭的保証を必要とする場合

その他 ＩＣＴ施工補正

週休２日の補正

補正しない

４週８休以上

              国土交通省　中国地方整備局- 1 -

別紙-2



参   考   事   項

工事区分・工種・種別・細別・積算要素

工事名 工種区分

単位

規格

名称

単  位 数量の増減数量(前回） 数量(今回）

見積参考資料

国道９号乙吉電線共同溝ＰＦＩ事業　補修業務 (  当   初  ) 道路維持工事

道路維持

式         1    

数量

　応急処理工

式         1    

　　応急処理作業工

式         1    

　　　労務費 （夜間）

人        28    

土木一般世話役

特殊作業員

普通作業員

人

人

人

        7    

        7    

       14    

　　　材料費

式         1    

蓋（材料費） 組        14    

　　　機械費

式         1    

バックホウ（クローラ）［標準・クレーン機能付き］

 排ガス型（第１次）　山積０．２８ｍ３　１．７ｔ

吊

ダンプトラック［オンロード・ディーゼル］ ２ｔ積

級

ダンプトラック［オンロード・ディーゼル］ タイヤ

時間

時間

時間

       56    

       56    

       56    

　仮設工

式         1    

　　交通管理工

式         1    

　　　交通誘導警備員

人日        14    

＜       1    人日当り＞

交通誘導警備員Ａ 人日         1    

              国土交通省　中国地方整備局- 1 -
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参   考   事   項

工事区分・工種・種別・細別・積算要素

工事名 工種区分

単位

規格

名称

単  位 数量の増減数量(前回） 数量(今回）

見積参考資料

国道９号乙吉電線共同溝ＰＦＩ事業　補修業務 (  当   初  ) 道路維持工事

　　　交通誘導警備員

人日        14    

＜       1    人日当り＞

交通誘導警備員Ｂ 人日         1    

数量

直接工事費

式         1    

共通仮設費

式         1    

　共通仮設費

式         1    

　　現場環境改善費（率計上）

式         1    

　市街地補正=市街地

　共通仮設費（率計上）

式         1    

　施工地域補正=市街地（ＤＩＤ補正）（１）－１; 

　除雪工補正=補正無; ICT施工補正=しない; 週休２

　日の補正=４週８休以上

純工事費

式         1    

　現場管理費

式         1    

　施工地域補正=市街地（ＤＩＤ補正）（１）－１; 

　緊急工事補正=しない; 砂防・地滑り工事補正=しな

　い; ICT施工補正=しない; 週休２日の補正=４週８

　休以上

工事原価

式         1    

　一般管理費等

式         1    

              国土交通省　中国地方整備局- 2 -
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参   考   事   項

工事区分・工種・種別・細別・積算要素

工事名 工種区分

単位

規格

名称

単  位 数量の増減数量(前回） 数量(今回）

見積参考資料

国道９号乙吉電線共同溝ＰＦＩ事業　補修業務 (  当   初  ) 道路維持工事

工事価格

式         1    

数量

消費税相当額

式         1    

工事費計

式         1    

  建設技能労働者や交通誘導員等の現場労働者にかか

る経費として、労務費のほか各種経費（法定福利費の

事業者負担額、労務管理費、安全訓練等に要する費用

等）が必要であり、本積算ではこれらを現場管理費等

の一部として率計上している。

              国土交通省　中国地方整備局- 3 -
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単位 数量

事業区分

工事区分

工事名

凡　例

＜データ無し＞

国道９号乙吉電線共同溝ＰＦＩ事業　補修業務 ( 当  初 )

      ○：該当する管理費区分が含まれている

    細別名称          規格

見積参考資料（管理費区分一覧表）＜データ無し＞

              国土交通省　中国地方整備局- 1 -
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工事特記仕様書 



工　 事　 特　 記　 仕　 様　 書

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業

第１条　　　本工事の施工に当っては、国土交通省制定「土木工事共通仕様書（案）（令和5年3月）」並びに中国地方整備局制定「土木工事共通仕様書

　　　　　　　（令和5年度版）」に基づき実施しなければならない。

第２条　　　土木工事共通仕様書に対する特記及び追加仕様事項は、下記のとおりとする。

編 章 節 条 見　　　出　　　し 項

1 1 1 1-1-1-2 用語の定義 13 １．図面

（ＩＣＴ活用工事における適用 　図面とは、入札に際して発注者が示した設計図、発注者から変更または追加された設計図、

について） 工事完成図、３次元モデルを復元可能なデータ（以下「３次元データ」という）等をいう。

　なお、設計図書に基づき監督職員が受注者に指示した図面及び受注者が提出し、監督職

員が書面により承諾した図面を含むものとする。

1 1 1 1-1-1-4 施工計画書 追加 　本工事の施工に当たり、設計図書の読み間違えや測量の間違いを防止するための体制を

施工計画書に記載するものとし、施工計画に従い履行するものとする。

1 1 1 1-1-1-5 コリンズ（CORINS）への登録 追加 　土木工事共通仕様書（令和5年3月版）1-1-1-5 コリンズ（CORINS）への登録に定める

（コリンズへの位置情報の入力） ｢登録のための確認のお願い｣を作成するにあたり、位置情報については以下のとおりとし、

工事場所および座標（緯度、経度）を記載するものとする。なお、座標は、世界測地系

（JGD2011）に準拠する。

　起点　島根県益田市乙吉町　緯度　３４°４１′０９″　経度１３１°５０′３４″

　終点　島根県益田市中吉田町　緯度　３４°４０′５７″　経度１３１°５０′１０″

1 1 1 1-1-1-5 コリンズ（CORINS）への登録 追加 　技術者の従事期間は、工期をもって登録するものとする。（工事以外を含まないことに留意す

るものとする。）

1 1 1 1-1-1-11 受発注者間の情報共有 追加 　受発注者間の設計思想の伝達及び情報共有を図るため、設計者、受注者、発注者が一堂

に会する会議を施工者が設計図書の照査を実施した後及びその他必要に応じて開催するも

のとする。なお、開催の詳細については別途通知する。

1 1 1 1-1-1-19 建設副産物 9 　受注者は、土砂を再生資源利用計画に記載した搬入元から搬入したときは、法令等に基づ

（受領書の交付） 追加 き、速やかに受領書を搬入元に交付しなければならない。（様式－１～２）

1 1 1 1-1-1-19 建設副産物 10 　受注者は、再生資源利用促進計画の作成に当たり、建設発生土を工事現場から搬出する

特 記 及 び 追 加 仕 様 事 項

- 1 -



編 章 節 条 見　　　出　　　し 項 特 記 及 び 追 加 仕 様 事 項

（再生資源利用促進計画を 追加 場合は、工事現場内の土地の掘削その他の形質の変更に関して発注者等が行った土壌汚染

作成する上での確認事項等） 対策法等の手続き状況や、搬出先が盛土規制法の許可地等であるなど適正であることについ

て、法令等に基づき確認しなければならない。（様式－３～４）

　また、確認結果は再生資源利用促進計画に添付するとともに、公衆の見やすい場所に掲げ

なければならない。

1 1 1 1-1-1-19 建設副産物 11 　受注者は、建設現場等から土砂搬出を他の者に委託しようとするときは、再生資源利用促進

（建設発生土の運搬を行う者 追加 計画に記載した事項（搬出先の名称及び所在地、搬出量）と前項の確認結果を、委託した搬

に対する通知） 出者に対して、法令等に基づいて通知しなければならない。（様式－３～４）

1 1 1 1-1-1-19 建設副産物 12 　受注者は、建設発生土を再生資源利用促進計画に記載した搬出先へ搬出したときは、法令

（建設発生土の搬出先に対す 追加 等に基づき、速やかに搬出先の管理者に受領書の交付を求め、受領書に記載された事項が

る受領書の交付請求等） 再生資源利用促進計画に記載した内容と一致することを確認するとともに、監督職員から請求

があった場合は、受領書の写しを提出しなければならない。（様式－１～２）

1 1 1 1-1-1-19 建設副産物 追加 　受注者は、工事の施工に伴い発生した廃プラスチックを再生処理施設または中間処理施設

へ搬出するものとする。

1 1 1 1-1-1-32 環境対策 9 　グリーン購入法に基づく特定調達品目について、使用箇所等が決定している品目は下記

（特定調達品目） 追加 のとおりとする。

アスファルト混合物 再生加熱アスファルト混合物

路盤材 再生骨材等

混合セメント 高炉セメント 鉄筋構造物

資材

仮舗装(A)(表層)

仮舗装(B)(表層)

舗装復旧(A)(下層路盤)

分類 品目名 使用箇所

（品目分類） （品目名）

切削オーバーレイ(A)（基層）

舗装復旧(C)(路盤)

仮舗装(A)(路盤)

舗装復旧(A)(上層路盤、基層)

構造物基礎

モルタル
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編 章 節 条 見　　　出　　　し 項 特 記 及 び 追 加 仕 様 事 項

  －  排出ガス対策型建設機械 「建設機械に関する技術

指針」による

 低騒音型建設機械 「建設工事に伴う騒音振動

対策技術指針」による

舗装 排水性舗装 車道舗装(A)

透水性舗装 歩道舗装(A)(B)

1 1 1 1-1-1-38 施工時間 追加  本工事の夜間施工における、交通規制時間は２１：００～６：００とする。

1 1 追加 通信等設備事故防止計画 　本工事は、情報ボックス（電線共同溝、道路管理用光ファイバーケーブル）の近接工事で

について あるため、施工計画書に通信等設備事故防止計画を定め発注者に提出すること。

　なお、通信等設備事故防止計画には下記事項を記載するものとする。

・設備事故防止管理者

・埋設箇所の確認方法

・近接部の工事施工方法（仮設計画含む）

・作業上の留意事項及び作業員への周知方法

・事故発生時の連絡体制及び即応対制

・その他必要な事項

　また、試掘が必要な場合、監督職員と協議し立会を求め実施すること。

1 追加 工期 　工期は、雨天・休日等９０５日（雨休率0.8）を見込み、設定している。なお、休日等には、日

曜日・祝日、夏季休暇及び年末年始休暇の他、作業期間内の全ての土曜日を含んでいる。

　工事打合せ簿の指示等により工期延期が生じた場合においても休日等には、日曜日･祝日、

夏季休暇及び年末年始休暇の他、作業期間内の全ての土曜日を含み協議を行う。

1 追加 工事工程の共有 　受注者は、現場着手前(準備期間内)に設計図書等を踏まえた工事工程表(クリティカルパス

を含む)を作成し、監督職員と共有すること。工程に影響のある事項がある場合は、その事項の

処理対応者（「発注者」又は「受注者」）を明確にすること。

　施工中に工事工程表に変更が生じた場合は適切に受発注者間で共有することとし、受注

者は工程の変更理由が以下の①～⑤に示すような受注者の責によらない場合は、工期の延

期が可能となる場合があるので協議すること。

目的物

建設

機械
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編 章 節 条 見　　　出　　　し 項 特 記 及 び 追 加 仕 様 事 項

　①受発注者間で協議した工事工程の条件に変更が生じた場合

　②著しい悪天候により作業不稼働日が多く発生した場合

　③工事中止や工事一部中止により全体工程に影響が生じた場合

　④資機材や労働需要のひっ迫により、全体工程に影響が生じた場合

　⑤その他特別な事象により全体工程に影響が生じた場合

　なお、工事工程の共有を円滑に実施するために、共有にあっては原則、情報共有システム

（ASP）の機能を活用するものとする。また、受注者が作成した工事工程については成果物と

して電子データで納品を受けるものとする。

1 追加 週休2日の試行 　本工事は、週休2日の試行対象工事（発注者指定型(現場閉所)）である。現場閉所の計画

を明記した施工計画書を工事着手日までに提出し、完成時に現場閉所状況（閉所実績が記

載された工程表（カレンダー等）等）を提出すること。

　各経費の補正は対象期間全体に対する週休2日の達成状況により決定するものとするが、

建設業の働き方改革を推進する観点から、受注者は１ヶ月ごとに4週8休以上の現場閉所が

達成できるよう努めること。

　【週休2日の考え方】

　週休2日とは、対象期間（工事着手日から工事完成日までの期間。なお、年末年始6日間、

夏季休暇3日間、工場製作のみを実施している期間、工事全体を一時中止している期間のほ

か、発注者があらかじめ対象外としている内容に該当する期間（受注者の責によらず現場作

業を余儀なくされる期間など）は含まない）において4週8休以上の現場閉所を行うことをいう。

　なお、受・発注者間において、工事工程を共有し、週休2日が確保されるよう工程管理を行う

こと。

　試行実施の中で、週休2日を導入するにあたっての問題点、課題等を抽出・整理することを

目的にアンケート調査等を実施する場合は協力をすること。

　受注者の責により、週休2日が実施出来ない場合は、必要に応じ、工事成績評定実施要領

に基づく点数を減ずる措置を行う。

1 追加 熱中症対策に資する現場 　本工事は、工事現場の熱中症対策に資する経費に関して、現場管理費の補正を行う試行

管理費補正の試行 工事である。

  受注者は、工事期間中における気温の計測方法及び計測結果の報告方法を明記した施工
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計画書を工事着手前に提出し、工事完成時に計測結果を提出すること。

　気温計測箇所及び結果は、施工現場から最寄りの気象庁の地上気象観測所の気温または

環境省が公表している観測地点の暑さ指数（以下、「WBGT」という）を用いることを標準とす

る。なお、WBGTを用いる場合は、WBGTが25℃以上となる日を真夏日と見なす。

　ただし、これによりがたい場合は、施工現場を代表する1地点で気象庁の気温計測方法に

準拠した方法により得られた計測結果を用いることも可とする。その計測に要する費用は受注

者の負担とするものとする。

1 3 3 1-3-3-1 一般事項 追加 １．超速硬コンクリートの配合は下記のとおりとする。

（超速硬コンクリート）

２．本工事に使用するコンクリートの練り混ぜは、JIS A 8603（強制練ミキサ）を使用すること。

　やむを得ず可傾式ミキサを使用する場合には、監督職員の承諾を得ること。

３．コンクリートの練り混ぜ後、硬化を開始したコンクリートは、使用してはならない。

４．材料の分離が認められたコンクリートは、使用してはならない。

５．施工場所が湿潤状態及び雨天時又は、気温5℃以下の時は、使用してはならない。

3 1 1 3-1-1-7 工事完成図書の納品 追加 　本工事は、道路工事完成図等作成の対象工事である。

3 1 1 3-1-1-7 工事完成図書の納品 追加 　完成図等の作成について

　受注者は、「道路工事完成図等作成要領(国土技術政策総合研究所資料、平成20年12

月)」に基づいて作成した電子データを、電子媒体で提出しなければならない。

　受注者は、本要領に基づき、国土技術政策総合研究所がホームページ上に無償で公開し

ている本要領に対応したチェックプログラムによるチェックを行い、エラーがないことを確認した

後､ウィルス対策を実施した上で出力資料を含む(別紙等での提出も可能)電子データを提出

しなければならない。

　道路工事完成図の作成にあたっては「CAD製図基準(平成29年3月版)」を適用することと

する｡

　提出資料（道路工事完成図等作成要領 p71 参照）

400 セメント量の セメント量の

(材令3時間) 0.5～2.0 0～1.4

粗骨材の最大 スランプ 呼び強度 単位セメント量 減水剤 凝結遅延剤 備考

寸法　mm cm N/mm2 kg/m3以上 (%)

20～25 12±3 24
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     【電子データ（CD等で提出）】

       ・完成平面図：SXF データ（拡張子 .P21）

       ・完成縦断図：SXF データ（拡張子 .P21）

       ・完成平面図：属性XML データ（拡張子 .saf）

         ※またはこれらを圧縮したデータ（拡張子 .P2Z）

     【出力資料】

       ・チェック結果記録

       ・完成平面図

       ・完成縦断図

       ・「完成平面図」チェック結果記録

       ・道路工事完成図等チェックプログラム結果ログ

3 1 1 3-1-1-7 工事完成図書の納品 追加 　道路工事完成図等の電子納品にあたっては、従来の道路工事完成図等チェックプログラ

ムに加え、完成平面図品質評価ツール（追加チェックプログラム）による品質チェックを行い

提出すること。

　①ツール及びマニュアル

　　・完成平面図品質評価ツール暫定版（ツール及びマニュアル） 

　　・完成平面図の位置ずれチェック方法(マニュアル) 

　　道路工事完成図等作成支援サイトよりダウンロード 

　　（http://nilim-cdrw.jp/dl_tool_quality.html）

　②チェックフロー   

　完成平面図の品質チェックの概要【別添1】、完成平面図チェック作業フロー図【別添2】

　③完成平面図品質評価ツールで検出されるエラーに関する内容   

　　・完成平面図品質評価ツールのＱ＆Ａ   

　　（http://nilim-cdrw.jp/qa_quality.html）

　　・Q&Aに掲載されていない項目はヘルプデスクに問合せ

　　（http://nilim-cdrw.jp/index_help.html）

3 1 1 3-1-1-7 道路施設基本データについて 追加 　作成対象となる道路施設は下記のとおりとする。   

区分 施設番号 施設名
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3 2 6 3-2-6-3 アスファルト舗装の材料 追加 　基層（中間層）において、改質アスファルトを使用する再生加熱アスファルト混合物の再生

骨材の配合率は10％以下とする。

3 2 6 3-2-6-3 アスファルト舗装の材料 追加   基層に使用する再生粗粒度Asポリマー改質Ⅰ型のマーシャル試験値に対する基準値は、

下記の条件を満足するものとし、監督職員に配合表を提出し承諾を得ること。

　　　　　　　　　　　　　　　　記

　アスファルト混合物の設計アスファルト量は、決定した骨材配合についてマーシャル試験

及びホイールトラッキング試験を行い決定する。なお、目標ＤＳ値は3,000回/mm以上とする。

3 2 6 3-2-6-3 アスファルト舗装の材料 追加   透水性アスファルト混合物は、ストレートアスファルトをバインダーに使用した開粒度アス

ファルト混合物(13)を標準とし、下記に示す規格に適合するものとする。但し、使用に当たっ

ては、監督職員の承諾を得ること。

１．透水性アスファルト混合物の基準値   

突き固め回数(回)

空隙率(％)

安定度(ｋＮ)

フロー値(1/100cm)

透水係数(cm/sec)

２．アスファルト混合物の種類と標準粒度範囲

4～

19mm

13.2mm 95～

項 目 突固め回数 安定度 フロー値

通 100

過 100   

仕上がり厚cm 5   

最大粒径mm 13

混合物の種類 透水性アスファルト

混合物

1×10-2 透水性アスファルト混合物透水試験(舗装調査・試験法便覧)

2.94以上 マーシャル安定度試験(舗装調査・試験法便覧)

20～40 マーシャル安定度試験(舗装調査・試験法便覧)

50 マーシャル安定度試験(舗装調査・試験法便覧)

12以上 マーシャル安定度試験(舗装調査・試験法便覧)

基準値 試験方法

道路構造 C050 舗装

空隙率 飽和度 

基準値 75回  4.9kN 20～40 3～7 65～85％

項　　　目
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4.75mm 20～

2.36mm 12～

600μm －

300μm 5～

150μm －

75μm 3～

3.5～

３．品質管理項目と基準値     

粒度(2.36mmﾌﾙｲ) ±12％以内基準粒度 舗装調査・試験法便覧

粒度(75μmﾌﾙｲ) ±5％以内基準粒度 舗装調査・試験法便覧

±0.9％以内 舗装調査・試験法便覧

温度 ﾌﾟﾗﾝﾄ:配合設計で決定した混合温度

締め固め度 基準密度の94％以上 舗装調査・試験法便覧

現場透水量 300ml/15sec以上 舗装調査・試験法便覧

４．フィルター層用材料

    適度な透水性を保有し、シルトや粘土などが少ない下記の粒度を満足する川砂・山砂・

　海砂・採砂及び再生砂等を使用する。

3 2 6 3-2-6-3 アスファルト舗装の材料 追加 　配合設計におけるホイールトラッキング試験は、「舗装調査・試験法便覧」により実施する

ものとし、試験基準は配合ごとに1回とする。ただし、同一配合の合材が100t未満のものは

適用除外とする。

3 2 6 3-2-6-9 排水性舗装工 追加 　表層に用いるポーラスアスファルト混合物の目標塑性変形輪数は、3,000回/mmとする。

10 12 5 10-12-5-2 管路工(管路部) 追加 　管路の布設終了後（埋設管では、埋戻し前または終了後、露出・添架配管ではケーブル

入線前）別添資料により管路試験を行うこと。試験の結果、不合格の時は手直しを実施する

こと。尚、工事完成後に試験表を提出すること。

項　目 規格値

75μmふるい通過量 6％以下

アスファルト量

項目 規格値

質 36   

量 25   

試験方法

アスファルト量％ 5.5   

率

％ 6   

百

分 13   
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追加 　電線共同溝の管路部に使用する管路材は、ＪＩＳ Ｃ ３６５３に示す管路材または別添「管路材

の性能規定」に示す性能と同等以上のものを使用するものとする。

追加 境界基準点の復元 　工事が完成した場合、既成の敷地台帳に基づき境界基準点を現地に復元すること。

追加 引き渡し前における成果物の 　発注者は引き渡し前においても、成果物の全部又は一部を受注者の承諾を得て使用する

使用 ことができる。

追加 ＩＣＴ活用工事について １．ＩＣＴ活用工事

（ＩＣＴ舗装工（舗装修繕）） 　　本工事は、国土交通省が提唱するi-Constructionに基づき、ＩＣＴの全面的活用を図るた

　め、受注者の提案・協議により、起工測量、設計図書の照査、施工、出来形管理、検査及

　び工事完成図や施工管理の記録及び関係書類について３次元データを活用するＩＣＴ活用

　工事（施工者希望Ⅱ型）の対象工事である。また、「３次元出来形管理等施工管理」での３次

　元データ活用を必須とし、その他の施工プロセス段階での活用を任意とする中国LightＩＣＴ

　活用工事としての活用もできるものとする。なお、中国地方整備局発注工事におけるＩＣＴ

　活用未経験企業においては、「３次元起工測量」のみの実施も可能とする。　　

２．定義

　（１）i-Constructionとは、ＩＣＴの全面的な活用、規格の標準化、施工時期の平準化等の施

　　策を建設現場に導入することによって、建設現場のプロセス全体の最適化を図る取り組み

　　である。本工事では、施工者の希望により、その実現に向けてＩＣＴを活用した工事（ＩＣＴ

　　活用工事）を実施するものとする。

　（２）ＩＣＴ活用工事とは、施工プロセスの下記段階において、ＩＣＴを全面的に活用する工事

　　である。また、次の①～⑤の全ての段階でＩＣＴ施工技術を活用することをＩＣＴ活用工事と

　　いう。

　　　対象は、切削オーバーレイ工事とする。

　　①３次元起工測量

　　②３次元設計データ作成

　　③ＩＣＴ建設機械による施工（選択）

　　④３次元出来形管理等の施工管理（選択）

　　⑤３次元データの納品

３．受注者は、ＩＣＴ活用施工を行う希望がある場合、契約後、施工計画書の提出（施工数量
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　や現場条件の変更による、変更施工計画書の提出を含む）までに発注者へICT活用工事

　計画書を添付のうえ提案・協議を行い、協議が整った場合に下記４～１０によりＩＣＴ活用

　施工を行うことができる。　

４．原則、本工事においては上記２．（２）①～⑤全ての段階でＩＣＴ施工技術を活用（③④は

　選択）することとし、切削オーバーレイ工について施工範囲の全てで適用するが、具体的な

　工事内容及び対象範囲を監督職員と協議するものとする。

５．ＩＣＴを用い、以下の施工を実施する。

　　①３次元起工測量

　　　受注者は、交通規制を削減し３次元測量データを取得するため、下記１）～４）から選択

　　（複数以上可）して測量を行うものとする。

　　　起工測量は、施工現場の環境条件を鑑みて、監督職員との協議により管理断面及び変

　　化点の計測または面的な計測による測量を選択出来るものとする。

　　　１）地上型レーザースキャナーを用いた起工測量

　　　２）ＴＳ（ノンプリズム方式）を用いた起工測量

　　　３）地上移動体搭載型レーザースキャナーを用いた起工測量

　　　４）その他の３次元計測技術を用いた起工測量

　　②３次元設計データ作成

　　　受注者は、設計図書や５．①で得られた測量データと、発注者が貸与する発注図デー

　　タを用いて、施工指示に用いる切削計画を作成する。また、３次元出来形管理を行う場合

　　は、３次元設計データを作成する。

　　③ＩＣＴ建設機械による施工（選択）

　　　５．②で作成した３次元設計データを用い、下記に示す施工管理システムを搭載した

　　建設機械を用いた施工、又は従来型建設機械による施工を選択し、実施する。

　　　切削指示値等に積極的に３次元設計データ等を活用するものとする。

　　　１）３次元位置を用いた施工管理システムを搭載した建設機械

　　　　施工中の路面切削機の作業装置位置及び切削深さ（高さ）をリアルタイムに計測・記

　　　録する機能を有するＩＣＴ建設機械を用い施工を行う。

　　　　切削深さの計測・記録方法として、外部計測機による切削装置計測の他、切削装置
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　　　に表示される指示値を取得する方法などがある。

　　④３次元出来形管理等の施工管理（選択）

　　　５．③で、施工管理システムを搭載した建設機械を用いた施工を選択した場合、下記

　　手法により施工管理を実施するものとし、従来型建設機械による施工を選択した場合は、

　　従来手法による施工管理を実施するものとし、一方を選択する。

　　　１）施工履歴データを用いた出来形管理

　　　２）地上写真測量を用いた出来形管理

　　　３）ＴＳ等光波方式を用いた出来形管理

　　⑤３次元データの納品

　　　５．①②④により確認された３次元施工管理データ等を、工事完成図書として電子納品

　　する。

６．上記５．①～⑤の施工を実施するために使用するＩＣＴ機器類は、受注者が調達すること。

　　また、施工に必要なＩＣＴ活用工事用データは、受注者が作成するものとする。使用するア

　プリケーション・ソフト、ファイル形式については、事前に監督職員と協議するものとする。

　　発注者は、３次元設計データの作成に必要となる詳細設計において作成したCADデータ

　を受注者に貸与する。また、ＩＣＴ活用工事を実施する上で有効と考えられる詳細設計等に

　おいて作成した成果品と関連工事の完成図書は、施工区間の前後を含め必要な範囲を積

　極的に受注者に貸与するものとする。

７．上記５．①～⑤で使用するＩＣＴ機器に入力した３次元設計データを監督職員に提出する

　こと。

８．土木工事施工管理基準（案）に基づく出来形管理が行われていない箇所で、出来形測量

　により形状が計測出来る場合は、出来形数量は出来形測量に基づき算出した結果とする。

９．受注者は、当該技術の施工にあたり活用効果等に関する調査を行うものとし、調査の実施

　及び調査票については別途指示するものとする。

１０．本特記仕様書に疑義を生じた場合または記載のない事項については、監督職員と協議

　するものとする。

追加 ＩＣＴ活用工事について １．ＩＣＴ活用工事

（ＩＣＴ作業土工（床掘） 　　本工事は、国土交通省が提唱するi-Constructionに基づき、ＩＣＴの全面的活用を図るた
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　め、受注者の提案・協議により、３次元設計データの作成、施工及び納品について３次元

　データの活用を必須とし３次元起工測量を任意とする中国ＬｉｇｈｔＩＣＴ（作業土工（床掘））活

　用工事（施工者希望Ⅱ型）の対象工事である。

２．定義

　（１）i-Constructionとは、ＩＣＴの全面的な活用、規格の標準化、施工時期の平準化等の施

　　策を建設現場に導入することによって、建設現場のプロセス全体の最適化を図る取り組み

　　である。本工事では、施工者の希望により、その実現に向けてＩＣＴを活用した工事（ＩＣＴ

　　活用工事）を実施するものとする。

　（２）中国ＬｉｇｈｔＩＣＴ（作業土工（床掘））活用工事とは、施工プロセスの下記段階において、

　　ＩＣＴを全面的に活用する工事であり、次の②③⑤の全ての段階でＩＣＴ施工技術を活用す

　　ることをいう。

　　　対象は、作業土工を含む全ての工事とする。

　　①３次元起工測量（任意）

　　②３次元設計データ作成（活用提案の場合は必須）

　　③ＩＣＴ建設機械による施工（活用提案の場合は必須）

　　④なし

　　⑤３次元データの納品（活用提案の場合は必須）

３．受注者は、中国ＬｉｇｈｔICT（作業土工（床掘））活用施工を行う希望がある場合、契約後、

　施工計画書の提出（施工数量や現場条件の変更による、変更施工計画書の提出を含む）

　までに発注者へ中国ＬｉｇｈｔＩＣＴ（作業土工（床掘））活用工事計画書を添付のうえ提案・協

　議を行い、協議が整った場合に下記４～８によりＩＣＴ活用施工を行うことができる。

　（以下、ICT活用施工を行う場合）

４．原則、現場条件によりＩＣＴによる施工が適当でない箇所を除く本工事の作業土工施工範

　囲の全てを対象とすることとし、ＩＣＴ活用施工の具体的な工事内容及び対象範囲を監督職

　員と協議するものとする。

５．ＩＣＴを用い、以下の施工を実施する。

　①３次元起工測量（任意）

　　　受注者は、３次元測量データを取得するため、下記１）～８）から選択（複数以上可）し
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　　て測量を行うものとする。

　　　起工測量にあたっては、標準的に面計測を実施するものとするが、現場条件により面的

　　計測が非効率となる場合及び、前工事での３次元納品データが活用出来る場合において

　　は、監督職員との協議により管理断面及び変化点の計測による測量が選択出来るものと

　　する。

　　　但し、ＩＣＴ土工等の起工測量データ等を活用することができる。

　　　１）空中写真測量（無人航空機）を用いた起工測量

　　　２）地上型レーザースキャナーを用いた起工測量

　　　３）ＴＳ等光波方式を用いた起工測量

　　　４）ＴＳ（ノンプリズム方式）を用いた起工測量

　　　５）ＲＴＫ－ＧＮＳＳを用いた起工測量

　　　６）無人航空機搭載型レーザースキャナーを用いた起工測量

　　　７）地上移動体搭載型レーザースキャナーを用いた起工測量

　　　８）その他の３次元計測技術を用いた起工測量

　②３次元設計データ作成

　　　受注者は、設計図書や５．①で得られたデータを用いて、３次元出来形管理を行うための

　　３次元設計データを作成する。

　③ＩＣＴ建設機械による施工

　　　５．②で作成した３次元設計データを用い、下記に示すＩＣＴ建設機械を作業に応じて選

　　択して施工を実施する。位置・標高をリアルタイムに取得するにあたっては、国土地理院の

　　電子基準点のほか、国土地理院に登録された民間等電子基準点を活用することができる。

　　　なお、位置情報サービス事業者が提供する位置情報サービスの利用においては、当該

　　サービスが国家座標に準拠し、かつ、作業規程の準則（ 平成２ ０ 年国土交通省告示第

　　４１３号）付録１測量機器検定基準２－６の性能における検定基準を満たすこと。

　　　１）３次元マシンコントロールまたは３次元マシンガイダンス建設機械

　　　　建設機械の作業装置の位置・標高をリアルタイムに取得し、施工用データとの差分に

　　　基づき建設機械の作業装置を自動制御する３次元マシンコントロール技術または、建設

　　　機械の作業装置の位置・標高をリアルタイムに取得し、施工用データとの差分を表示し、
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　　　建設機械の作業装置を誘導する３次元マシンガイダンス技術を用いて実施する。

　④３次元出来形管理等の施工管理

　　   該当無し

　⑤３次元データの納品

　　　５．②により作成した３次元施工管理データを、電子納品する。

６．上記５．①～⑤の施工を実施するために使用するＩＣＴ機器類は、受注者が調達すること。

　また、施工に必要なＩＣＴ活用工事用データは、受注者が作成するものとする。使用するア

　プリケーション・ソフト、ファイル形式については、事前に監督職員と協議するものとする。

　　発注者は、３次元設計データの作成に必要となる詳細設計において作成したＣＡＤデー

　タを受注者に貸与する。また、ＩＣＴ活用工事を実施する上で有効と考えられる詳細設計等

　において作成した成果品と関連工事の完成図書は、施工区間の前後を含め必要な範囲を

　積極的に受注者に貸与するものとする。

７．上記５．①～⑤で使用するＩＣＴ機器に入力した３次元設計データを監督職員に提出する

　こと。

８．受注者は、当該技術の施工にあたり、活用効果等に関する調査を行うものとし、調査の実

　施及び調査票については別途指示するものとする。

９．本特記仕様書に疑義を生じた場合または記載のない事項については、監督職員と協議

　するものとする。

追加 ＩＣＴ活用証明書の発行 　ＩＣＴ活用工事および中国Light ICT 活用工事において発行する活用証明書の発行対象

は、受注者、監理技術者等（主任技術者、監理技術者、特例監理技術者又は監理技術者

補佐をいう。）及び担当技術者等（※）とする。

　なお、１工事あたりの技術者への活用証明書の発行は、監理技術者等１名、担当技術者

等１名の最大２名までとする。

　担当技術者等の活用証明書発行は、ＩＣＴ活用工種に従事したことを確認できる書類（施工

計画書等）により主任監督員が認めるものに限る。

　活用証明書の発行を求める監理技術者等及び担当技術者等を監督職員に申し出、担当

技術者等の活用証明書発行を求める場合は、確認書類を監督職員に提出すること。

　※担当技術者等については、現場代理人若しくは担当技術者とする。
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追加 BIM/CIM適用工事について 　本工事は、BIM/CIM 適用工事（発注者指定型）である。

　以下に示す活用内容について、３次元モデルを作成し、活用する。詳細については、受発

注者間で協議し、１～３により実施する。

　受注者が希望する場合、発注者が示す活用内容以外の活用内容を提案することができる。

 え、作業スペース等を確認する。

 （例）本工事では、工事進捗に伴い変化する仮設

 及び建機等の作業スペース等を確認する。

 施工管理での活用  ３次元モデルとAR、レーザー測量等を組み合わせ

 （例）本工事では、建機の搬出入経路及び旋回

 範囲を確認する。

 施工ステップの確認  一連の施工工程のステップごとの３次元モデルで

 施工可能かどうかを確認する。

 （例）本工事では、交通規制を伴う部分の切り替

 かを確認する。

 （例）本工事では、建築限界及び構造物等と官民

 境界の位置を確認する。

 現場条件の確認  ３次元モデルに建機等を配置し、近接物の干渉

 等、施工に支障がないか確認する。

 現場作業員等への説明  詳細設計等で作成された３次元モデルを用いて、

 現場作業員等に工事の完成イメージ等を説明し、

 現場作業員等の理解促進を図る。

 重ね合わせによる確認  ３次元モデルに複数の情報を重ね合わせて表示

 することにより、位置関係にずれ、干渉等がない

 活用内容  活用内容の詳細

 施工計画の検討補助  詳細設計等で作成された３次元モデルを閲覧し、

 施工計画を検討する際の参考にする。

 ２次元図面の理解補助  詳細設計等で作成された３次元モデルを閲覧し、

 ２次元図面を理解する際の参考にする。
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（参考）３次元モデル作成の目安

１．BIM/CIM 実施計画書の作成

　３次元モデルの活用について、以下の内容を受発注者間で協議し、BIM/CIM 実施計画書

を作成する。内容に変更が生じた場合は、受発注者間で協議し、BIM/CIM 実施（変更）計画

書を作成する。

　また、作成したBIM/CIM 実施計画書（変更含む）に基づき、本工事を実施する。

　　１）３次元モデルの活用内容（実施内容、期待する効果等）

　　２）３次元モデルの作成仕様（作成範囲、詳細度、属性情報、別業務等で作成された

　　　３次元モデルの使用等）

　　３）３次元モデルの作成に用いるソフトウェア、オリジナルデータの種類

　　４）３次元モデルの作成担当者

　　５）３次元モデルの作成・活用に要する費用

２．BIM/CIM 実施報告書の作成

　BIM/CIM 実施計画書に基づく３次元モデルの活用について、以下の内容を記載した

BIM/CIM 実施報告書を作成する。

　　１）３次元モデルの活用概要（実施概要、期待する効果の結果等、期待した効果が十分に

　　　得られなかった場合の考察を含む）

　　２）作成・活用した３次元モデル（作成範囲、詳細度、属性情報、基準点の情報等）

　　３）後段階への引継事項（対応する無償ビューワーの種類、２次元図面との整合に関する

　　　情報、活用時の注意点等）

　　４）成果物

 規格、仕様等の情報

 （例）本工事では、舗装の出来形管理に活用する。

 詳細度  ２００又は３００程度 ※1

 ※1 構造形式がわかるモデル～主構造の形状がわかるモデル

 属性情報 ※2  オブジェクト分類名※3 のみ入力し、その他は任意とする。

 ※2 部材等の名称、  ※3 道路土構造物、橋梁等の分類の名称

 て、出来形の計測・管理等に活用する。
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　　５）その他（創意工夫内容、基準要領に関する改善提案・意見・要望、ソフトウェアへの

　　　技術開発提案事項等）

３．成果の納品

　BIM/CIM 実施計画書（変更含む）、BIM/CIM 実施報告書及び作成した３次元モデルを

納品する。

追加 遠隔地からの建設資材調達に １．変更対象項目   

かかる設計変更について 　次の資材については、以下の調達地域等から調達することを想定しているが、安定的な確

保を図るために、当該調達地域等以外から調達せざるを得ない場合には、事前に監督職員と

協議するものとする。また、購入費及び輸送費等に要した費用について、証明書類（実際の

取引伝票等）を監督職員に提出するものとし、その費用について設計変更とすることとする。

  表－1　　建設資材の購入・調達地域等  

  ※上表における用語の定義   

  ・ここでいう購入地域とは積算上設定している地区別単価区分を指す。   

  ・ここでいう調達地域とは積算上設定している運搬起点となる所在地を指す。

骨材            クラッシャラン(C-30) 益田地区

骨材            粒度調整砕石(M-40) 益田地区

アスファルト合材 再生密粒度As(13) 益田地区

アスファルト合材 再生As安定処理(30)

■仮設材        

仮設材          簡易土留 益田市

資　材　名 規　　格 調達地域等 

生コンクリート  24-12-25(20)(高炉) 益田地区

益田地区アスファルト合材 再生粗粒度As(20)

■資材          

骨材            再生クラッシャラン(RC-40) 益田地区

アスファルト合材 ポーラスAs(13) 益田地区

益田地区

アスファルト合材 再生粗粒度Asポリマー改質Ⅰ型(20)DS3000 益田地区

アスファルト合材 ポーラスAs(13)DS3000 益田地区

- 17 -



編 章 節 条 見　　　出　　　し 項 特 記 及 び 追 加 仕 様 事 項

  ・積算上、資材は現着単価を計上している。

　　輸送費用の増し分については、実際の取引きにおいても、現着単価が基本であることか

　ら、材料費に含んでも良い。なお、ひっ迫により購入・調達地域等以外からの購入費用（輸

　送費用）の増分について理由・実績等が確認できるものについて変更対象とする。

　・仮設材は、土木工事標準積算基準により運搬費用を積上により計上するものを対象とし

　ているが、任意仮設による契約であるため、積算上想定しているものを記載しているに過ぎ

　ず、指定するものではない。

　　なお、ひっ迫による所在地以外からの調達による、購入費用（賃料）や輸送費用の増分

　について理由・実績等が確認出来るものについて変更対象とする。

２．提出資料等      

　受注者は、遠隔地からの建設資材の調達等にかかる設計変更の対象となる品目等につい

て、下表の資料を提出するものとし、各段階において監督職員と協議・確認を受けるものとす

る。なお、下表の①～③については、提出資料を別途指示する様式1－1～3にてとりまとめて

提出するものとする。

   表－２　提出資料

   提出資料

①調達計画

（当初）  

様式1－1

②調達計画

（変更）  

様式1－2   

で、購入費・運搬費が増となる購入・調達条件で

①との変更点がわかるものおよび変更理由。   

購入・調達条件（金額や購入・調達地域等がわか

るもの。）                                 

※契約後遅滞なく提出（変更追加等の場合は変更

の都度提出）                               

・建設資材のひっ迫により、①によりがたい場合

・受注者が計画する建設資材の項目毎の購入・調

達条件と発注時期等（予定）がわかるもの     

・契約後に受注者がメーカー・商社や運送会社等

から入手した見積書で項目毎の当初計画額がわか

るもの（発注書・注文書・請書など計画段階での

- 18 -



編 章 節 条 見　　　出　　　し 項 特 記 及 び 追 加 仕 様 事 項

③調達計画

（実施）  

様式1－3   

３．設計変更

　設計変更については、最終精算変更時点において、表－2　提出資料に記載の証明書類

を監督職員に協議・確認を得たものについて行うものとする。

　なお、受注者の責めに帰すべき事由による増加費用については、設計変更の対象としない。

追加 労務及び資機材調達にかかる 　契約締結後、当該工種着手時点にいて、労務及び資機材の調達が難しいと判断される場合

適正な設計変更について は、遠方からの調達や工法変更等も含め設計変更協議の対象とする。ただし、受注者の責に

よ る着手時期の遅延等の場合を除く。

追加 地域外からの労働者確保に要 １．本工事は、「共通仮設費（率分）のうち営繕費」及び「現場管理費のうち労務管理費」の下

する間接費の設計変更につい 　記に示す費用（以下「実績変更対象費」という。）について、工事実施にあたって不足する

て 　技術者や技能者及び交通誘導員を広域的に確保せざるを得ない場合も考えられることか

　ら、契約締結後、労務者確保に要する方策に変更が生じ、土木工事標準積算基準書の

　金額相当では適正な工事の実施が困難になった場合は、実績変更対象費の支出実績を

　踏まえて最終精算変更時点で設計変更する対象工事である。

地域外からの労働者確保に要する間接費について実績変更の対象となる費用

営繕費 労働者送迎費、宿泊費、借上費                             

（宿泊費、借上費については労働者確保に係るものに限る。） 

労務管理費 募集及び解散に要する費用、賃金以外の食事、通勤等に要する費用

２．受注者から請負代金内訳書の提出があった後、発注者は工事費構成書にて共通仮設

　費及び現場管理費に対する実績変更対象費の割合を提示するものとする。

３．受注者は、当初契約締結後の単価合意を行う際に、２．で示された割合を参考にして労

　働者確保に関する計画書（任意様式）及び実績変更対象費に係る費用の内訳を記載した

　実施計画書（当初）（様式2－1）を作成し、監督職員に提出するものとする。

ないものは金額の適切性を証明する金額計算書な

ど）。                                     

※購入・調達の条件が変更の都度提出         

・②の結果で、建設資材の購入費・運搬費にかか

る支出実績を証明する書類（領収書、領収書の出

- 19 -



編 章 節 条 見　　　出　　　し 項 特 記 及 び 追 加 仕 様 事 項

４．最終精算変更時点において、実績変更対象費の支出実績を踏まえて設計変更する場

　合は、実施計画書（実施）（様式2－2）及び実績変更対象費に実際に支払った全ての証

　明書類（領収書、領収書の出ないものは金額の適切性を証明する金額計算書など。）を監

　督職員に提出し、設計変更の内容について協議するものとする。

５．受注者の責めによる工事工程の遅れ等、受注者の責めに帰すべき事由による増加費用

　については、設計変更の対象としない。

６．実績変更対象費の支出実績を踏まえて設計変更する場合、共通仮設費率分は、土木

　工事標準積算基準に基づく算出額から実施計画書（当初）（様式2－1）に記載された共

　通仮設費率分の合計額を差し引いた後、証明書類において確認された費用を調整額とし

　て加算して算出する。また、現場管理費は、土木工事標準積算基準に基づく算出額から

　実施計画書（当初）（様式2－1）に記載された現場管理費の合計額を差し引いた後、証

　明書類において確認された費用を調整額として加算して算出する。

　　なお、全ての証明書類の提出がない場合であっても、提出された証明書類をもって金額

　の変更を行うものとする。

７．受注者から提出された資料に虚偽の申告があった場合については、法的措置及び指名

　停止等の措置を行う場合がある。

８．疑義が生じた場合は、監督職員と協議するものとする。     

追加 生産性向上チャレンジ工事 １．試行の実施

　本工事は、受注者の発案による施工手順の工夫等の創意工夫による生産性向上の取組を

推進する「生産性向上チャレンジ」の試行対象工事である。

２．試行の内容

　工事契約後、受注者は、当該工事において、省人化等の生産性向上に資する取組を実施

することができる。

　本取組を実施する場合は、施工計画書に「生産性向上チャレンジ工事」の項目を設け、

①取組の内容、②期待される効果等を明記するものとし、完成検査までに実施内容及び効

果を報告するものとする。また、期待される効果等については、人員削減や作業時間削減等

の定量的な効果を記載できる場合は記載することとする。

３．工事成績評定
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編 章 節 条 見　　　出　　　し 項 特 記 及 び 追 加 仕 様 事 項

　施工計画書で位置づけられた「生産性向上チャレンジ工事」の取組の履行が確認できた

場合は加点を行うこととする。

４．本試行に係る費用については、原則、受注者負担によるものとする。

追加 資料の貸与 　本工事における過年度成果品の貸与については、「貸与資料ダウンロードシステム」を利用

する。

　利用にあたっては、別途、監督（調査）職員から通知するＩＤおよびパスワードによりログイン

し、利用登録を行う。

　なお、上記システムの利用が困難な場合は、監督（調査）職員との協議により、電子媒体等

で貸与を受けるものとする。

「以下余白」
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様式－１ 

令和●年●月●日 

（ 搬出元）  

●●●●●建設工事 

責任者(※) ●●●● 殿 

                  （ 受領先）  

■■■■■建設工事 

責任者(※) ■■■■ 

土砂受領書 

受領先の名称及び所在地： ■■■■■建設工事 

■■県■■市■■町■丁目■番地■地内 

受領した管理者の商号 ： ■■■■建設（ 株）  

搬出元の名称及び所在地： ●●●●●建設工事 

●●県●●市●●町●丁目●番地●地内 

土砂の搬入      ： 盛土利用等 第1 種建設発生土 ●●●●ｍ３ （ 地山量）  

一時堆積 第1 種建設発生土 ●●●ｍ３ （ 地山量）  

搬入が完了した日   ： 令和●年●月●日 

※ 建設業に属する事業を行う者の指定副産物に係る再生資源の利用の促進に関する判断の基準となるべき事

項を定める省令（ 平成３年建設省令第20号）第９条(管理体制の整備)により定める工事現場における責任者

(監理技術者など) 



様式－２ 

令和●年●月●日 

（ 搬出元）  

●●●ストックヤード（ 株）  

代表取締役 ●●●● 殿 

                                 （ 受領先）  

■■■■■建設工事 

責任者(※) ■■■■ 

土砂受領書 

受領先の名称及び所在地 ： ■■■■■建設工事 

■■県■■市■■町■丁目■番地■地内 

受領した管理者の商号名 ： ■■■■建設（ 株）  

搬入元の名称及び所在地 ： ●●●ストックヤード 

●●県●●市●●町●丁目●番地 

土砂の搬入量           ： 盛土利用等 第１種建設発生土 ●●●●ｍ３ （ 締固め量）  

一時堆積 第１種建設発生土 ●●●ｍ３ （ ほぐし土量）  

搬入が完了した日       ： 令和●年●月●日 

※ 建設業に属する事業を行う者の再生資源の利用に関する判断の基準となるべき事項を定める省令（ 平成３年

建設省令第19号） 第10条(管理体制の整備)により定める工事現場における責任者(監理技術者など) 



再生資源利用促進計画の作成に伴う確認結果票

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●工事

元請建設工事事業者等 （株）○○○○○○○○○○

作成・更新年月日 2023/5/30 工事責任者 ○○　○○

土砂の搬出に係わる土壌汚染対策法等の手続確認結果
結果
区分

②

①

建設発生土の搬出先確認結果
Ｎｏ 確認結果 詳細

1 公共施設用地等
分類：道路
管理機関名：国土交通省●●河川国道事務所

2 公共施設用地等
分類：河川
管理機関名：●●県●●●●●事務所

3 盛土許可等
盛土規制法第１２条許可
許可番号　●●県第000000号

4 盛土許可等
盛土規制法第２１条届出
令和●年●月●日届出（●●県）
国交省登録ストックヤード第0000000-000000号

5 盛土許可等
●●県●●●●●●●●に関する条例許可
許可番号0000000
国交省登録ストックヤード第0000000-000000号

6 他法令許可等
採石法第３３条の採取計画認可
登録番号●●県第0000000号

7 他工事利用等
分類：他工事利用
元請業者：●●●●建設（株）

8 別途理由
盛土規制法（宅造区域）：許可対象規模未満
土砂条例：許可等対象規模未満
土地所有者：同意確認済

9 別途理由
盛土規制法（特盛区域）：届出対象規模未満
土砂条例：該当なし
土地所有者：同意確認済

10 規制未指定
盛土規制法：宅造区域及び特盛区域未指定
土砂条例：該当なし
土地所有者：同意確認済

11 規制区域外
盛土規制法：宅造区域及び特盛区域外
土砂条例：該当なし
土地所有者：同意確認済

令和５年３月版

注）　結果区分が①の場合には、建設発生土ではなく汚染土としての取扱いとなる

●●●●●●●●ビル新築工事

■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■

●●●●ストックヤード

●●●●土質改良プラント

●●●●●採石場跡地

■■■■■■■■■■

工事名

●●●●●●道路改良工事

●●県●●●●仮置場

●●●●●土砂処分場

搬出先名称

工区等

工事区域

▲▲工区

確認結果

手続確認済
（区域指定地域に該当し、所管の都道府県等へ汚染土壌の区域外搬出に関する届出済）

手続確認済（搬出可能）

様式－３



（備　考）

【補足事項】

・フローのうち該当する箇所（Yes又はNo）を赤色に着色ください。

・本フローは確認結果票とともに記録・保存してください。
・詳細は「確認結果票作成に当たっての解説（土壌汚染対策法等の手続確認編）」を参照ください。

令和5年3月版

①届出済 ②搬出可能

結果
区分 確認結果

① 手続確認済
（区域指定地域に該当し、所管の都道府県等へ汚染土壌の区域外搬出に関する届出済）

届出の結果、土壌調査が必要と判断さ
れたか

No

届出が必要（必要に応
じて所管の都道府県等
へ問合せをすること）

Yes

No 土壌調査を実施した結果、土壌汚染対
策法又は都道府県等の土壌汚染に関す
る条例に基づく基準に適合していたか

Yes

本工事に関して、都道府県等へ土壌汚染対策法又
は都道府県等の土壌汚染に関する条例に基づき、
汚染土壌の区域外への搬出に関する届出を行って
いるか

Yes No

未届の場合、届出が必要（必要に応じて
所管の都道府県等へ問合せをすること）

Yes No

Yes No
Yes No

都道府県等の土壌汚染に関する条例
に基づき既に区域指定されている（区
域指定の手続中を含む）

都道府県等の土壌汚染に関する条例
で規定される規模以上の土地の形質の
変更を行う予定はあるか

No
Yes

土壌汚染対策法等手続の確認フロー（●●工区）

これまでに土壌汚染対策法等に関する手続が行われているか
（土壌汚染対策法第３条・第４条・第５条・第14条関係及び都道府県等の土壌汚染に関する条例）

Yes No

手続の結果、土壌汚染対策法に基づき既に区域指定されてい
る（区域指定の手続中を含む）

本工事に関して、
（１）一定規模（原則3,000m2、（２）を除く工場等における土地では900m2)以上
の土地の形質の変更を行う予定
又は
（２）工場等で土壌汚染の調査が猶予されている土地における900m2以上の
土地の形質の変更を行う予定はあるか

（土壌汚染対策法第６条第１項、第11条第１項） （（１）土壌汚染対策法第４条第１項、（２）同法第３条第７項）

様式－４



（備　考）

【補足事項】

・フローのうち該当する箇所（Yes又はNo）を赤色に着色ください。

・本フローは確認結果票とともに記録・保存してください。
・詳細は「確認結果票作成に当たっての解説（土壌汚染対策法等の手続確認編）」を参照ください。

令和5年3月版

①届出済 ②搬出可能

結果
区分 確認結果

② 手続確認済（搬出可能）

届出の結果、土壌調査が必要と判断さ
れたか

No

届出が必要（必要に応
じて所管の都道府県等
へ問合せをすること）

Yes

No 土壌調査を実施した結果、土壌汚染対
策法又は都道府県等の土壌汚染に関す
る条例に基づく基準に適合していたか

Yes

本工事に関して、都道府県等へ土壌汚染対策法又
は都道府県等の土壌汚染に関する条例に基づき、
汚染土壌の区域外への搬出に関する届出を行って
いるか

Yes No

未届の場合、届出が必要（必要に応じて
所管の都道府県等へ問合せをすること）

Yes No

Yes No
Yes No

都道府県等の土壌汚染に関する条例
に基づき既に区域指定されている（区
域指定の手続中を含む）

都道府県等の土壌汚染に関する条例
で規定される規模以上の土地の形質の
変更を行う予定はあるか

No
Yes

土壌汚染対策法等手続の確認フロー（●●工区）

これまでに土壌汚染対策法等に関する手続が行われているか
（土壌汚染対策法第３条・第４条・第５条・第14条関係及び都道府県等の土壌汚染に関する条例）

Yes No

手続の結果、土壌汚染対策法に基づき既に区域指定されてい
る（区域指定の手続中を含む）

本工事に関して、
（１）一定規模（原則3,000m2、（２）を除く工場等における土地では900m2)以上
の土地の形質の変更を行う予定
又は
（２）工場等で土壌汚染の調査が猶予されている土地における900m2以上の
土地の形質の変更を行う予定はあるか

（土壌汚染対策法第６条第１項、第11条第１項） （（１）土壌汚染対策法第４条第１項、（２）同法第３条第７項）

様式－４



完成平面図の品質チェックの概要
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完成平面図品質評価ツール ・位置ずれチェックの目的

現状、完成平面図の品質は「道路工事1)
完成図等チェックプログ ラム 」によりVer.2.4
最低限のチェック（地物同士の重なり等）
を実施（参照 右図緑枠）

「完成平面図品質評価ツール 」により2)
今まで目視で確認していたチェ ック
（距離標の高さ属性等）の自動化が
可能（参照 右図赤枠）

仕様書が求める完成平面図の品質を確保

国土交通省内の全国会議（道路情報管理官会議 年 月 日）2014 9 30 において、完成平
面図の品質確保のために 、完成平面図品質評価ツール の試行が決定。

2

仕様書が求める品質

1)道路工事完成図等
チェックプログ ラム Ver.2.4で
満たされる品質

3)目視確認
目視確認
(現状)

2)完成平面図品質
評価ツール で
満たされる品質

完成平面図の品質

目視確認（位置ずれチェック等）3)



完成平面図品質評価ツール ・位置ずれチェックの概要

■ ダウンロード
http://nilim-cdrw.jp/dl_tool_quality.html ■完成平面図品質評価ツールのQ&A

http://nilim-cdrw.jp/qa_quality.html

完成平面図品質評価ツール ：今まで目視確認で行っていた完成平面図の■
品質チェックの一部を自動的に行うツール

完成平面図の位置ずれチェッ ク方法：完成平面図が実際の位置（座標）と■
ずれがないか を確認する方法を示したマニ ュアル

3

⇒ Q&Aに掲載されていない項目はヘルプデスクにお問い合わせく ださい
http://nilim-cdrw.jp/index_help.html



データのチェッ クか ら登録までの流れ

受注者（施工業者等）

発注者（監督職員）

登録担当（技術事務所等）

電子成果品、出力資料

電子成果品、出力資料

電子成果品、出力
資料に不備があっ
た場合は受注者に
差し戻し

登録エラーの場
合は発注者に差
し戻し

自動化済

完成平面図データ 道路施設基本データ

赤字：

今回の事務連絡によ
る追加箇所（既存の
流れと異なる箇所）

「道路平面図等管理システム 」へ の登録

目視によるチェック（位置ずれ等）※

電子成果品のチェックおよびシステムへの登録

「道路工事完成図等チェックプログ ラム Ver.2.4」によるチェッ ク ※

「完成平面図品質評価ツール 」によるチェッ ク ※

「電子納品チェックシステム 」によるチェッ ク

電子成果品、出力資料のチェック

電子成果品、出力資料のチェック

※ 各チェックは各図面および工事単位で行う

4

①
②

(� )

(� )

(� )

③



道路工事完成図等チェックプログ ラム に加えて完成平面図品質評価Ver.2.4
ツール の チェ ッ ク結果にエラーがないことを確認

完成平面図品質評価ツール によるチェック結果ログの イメージ

チェック結果出力フォル ダ に格納されたチェ ッ ク結果ログ
にエラーがないことを確認
下記合格例） 処理対象の図面のみが表示されて、エラーの表記がない

① 完成平面図品質評価ツールによるチェ ック

5



完成平面図
公共測量成果検査支援ツール

※ 国土地理院で公開完成平面図

完成平面図
（ＳＸＦ形式）

KMLファ イル
（KML形式）

完成平面図か ら車道部レイヤの み
抽出し、KMLファ イル へ変換

地理院地図との
重ね合わせ

位置ずれが
ないことを確認

○ 位置ずれなし⇒ 合格

× 位置ずれあり⇒ 要修正

地理院地図 地理院地図

② 目視によるチェッ ク（位置ずれチェック等）

6

完成平面図か ら抽出・変換した車道部レイヤ と地理院地図とを重ね合わせ、
位置ずれがないことを確認



③ 電子成果品、出力資料のチェッ ク及びシステム登録

資料リスト

ⅰ ⅱ ⅲ（ ）受注者 （ ）発注者 （ ）登録担当

チェック チェック
登録担当
へ送付

チェック 登録

電子成果品
CD- R，DVD

完成平面図（ データ），SXF
完成縦断図（ データ），SXF
道路施設基本データ，

工事管理ファイル ，

図面管理ファイル ，

その他管理ファイル

● ● ● ●

出力資料

道路工事完成図等チェックプログ ラム

チェック結果記録 様式１( ) ● ●

道路工事完成図等チェックプログ ラム

｢完成平面図｣チェック結果記録 様式２( ) ● ●

道路工事完成図等チェックプログ ラム

結果ログ
● ● ● ●

完成平面図品質評価ツール 結果ログ ● ● ● ●

完成平面図 ● ●

完成縦断図 ● ●

赤字が今回の事務連絡による追加箇所
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サポート体制

ヘルプデスク （道路工事完成図等作成支援サイト併設）
各種問合せをヘルプデスク質問送信フォームか ら送信
回答は３日以内（土日を除く）にメール で返信
＆ は順次更新Q A

8



完成平面図 チェ ッ ク作業フロー図

チェッ ク作業フロー 修正作業フロー

：デー タ：作業

：判断 ：文書

：作業の流れ

完成平面図データ

道路工事完成図等

チェ ッ クプログ ラム

【エラー 】（E*****）あ り【確認】（W*****）あ り
検出箇所の

目視確認

誤りあり
修正

完成平面図品質評価ツール

（追加チェ ッ クプログ ラム ）

修正

検出箇所の

目視確認

誤りあり

誤りなし

修正

目視等による

チェ ッ ク

修正

誤りあり

誤りなし

修正

完成平面図データ

道路工事完成図等作成

チェ ッ クプログ ラム

完成平面図品質評価ツール

（追加チェ ッ クプログ ラム ）

紙媒体へ の出力 完成平面図

提出

完成縦断図

チ ェ ッ ク結果記録

（様式１）

「完成平面図」

チ ェ ッ ク結果記録

（様式２）

完成縦断図データ 紙媒体へ の出力

チェ ッ ク結果の記入

エラー図面

ヘル プデスクへ の

問合せ （※ ）

マ ニ ュ アル の 参照（※ ）

Q&Aの参照（※ ）

【エ ラー 】・【確認】ともに ０件

エラー （E*****）あ りエラー （W*****）あ り

エラー ０件

誤りなし

※ ：「基準類・マニ ュアル等」を参照

電子成果品一

式

電子成果品一

式

電子成果品

結果ログ

結果ログ

「道路工事完成図等作成要領（第２版）」 P.69表20
「完成平面図の位置ずれチ ェ ッ ク方法」

別添2



基準類・マニ ュ アル等

資料リスト 概要 URL

製図基準（案）　平成 年 月CAD 20 5 公共工事における標準的な 製図に関する基準を定めたものCAD http:/ / www.cals- ed.go.jp/ cri_point /

道路工事完成図等作成要領（第 版） 平成 年 月2  20 12 完成平面図や道路施設基本データの作成方法、チェ ッ ク方法を記載したもの
（チ ェ ッ ク結果記録様式を含む ）

道路基盤地図情報交換属性セッ ト（案）　平成 年 月20 8 開発者を対象とした、道路基盤地図情報に変換可能な完成平面図を作成する （ まCAD SXF Ver.3.x Ver.3.0
たは ） ソフトの仕様書Ver.3.1 CAD

道路基盤地図情報製品仕様書（案） 平成 年 月　平成 年 月改訂 20 8 24 3 利用者を対象とした、道路基盤地図情報その もの の定義や作成例を表すデータ仕様書及びGIS XML
を記載したものSchema

地理情報標準プロファ イル （ ） （平成 年 月）JPGIS  Ver.2.1 21 5 地理情報規格群の中か ら、地理空間情報の概念スキーマを記述し符号化するために必要となる基本的
な要素を抽出し、体系化したもの

http:/ / www.gsi.go.jp/ GIS/ jpgis- downloads.html

地理空間データ製品仕様書作成マニ ュアル （平成 年 月） JPGIS Ver.2.1 21 7 地理情報標準プロファ イル （ に準拠した地理空間データを整備する際に必要となる、地理空間デーJPGIS
タ製品仕様書の書き方についてま とめ たもの

http:/ / psgsv2.gsi.go.jp/ koukyou/ download/ ps_manual.pdf

道路工事完成図等チェ ッ クプログ ラム 利用マニ ュ アル Ver2.4 
（プログ ラム に同梱）

道路工事完成図等作成要領に準拠した完成平面図データおよび道路施設基本データの チェ ッ クを行うた
めの チェ ッ クプログ ラム につ いて、検出されるエラー とそ の対処方法を記したもの
（エ ラーの内容・対処法につ いては巻末資料１・巻末資料２を参照）

完成平面図品質評価ツール （追加チェッ クプログ ラム ）の エ ラー内容
（ツール に同梱）

完成平面図品質評価ツール （追加チェッ クプログ ラム ）に つ いて、検出されるエラー内容を説明したもの

完成平面図の位置ずれチェ ッ ク方法 完成平面図が実際の位置（座標）とずれがないか確認する方法を示したマニ ュ アル

完成平面図の作成に関するQ&A 完成平面図の作成に関する質問・回答をま とめ たもの http:/ / www.nilim- cdrw.jp/ qa_pv.html

チェ ッ クプログ ラム に関するQ&A チェ ッ クプログ ラム の利用方法に関する質問・回答をまとめ たもの http:/ / www.nilim- cdrw.jp/ qa_cp.html

完成平面図品質評価ツール に関するQ&A 完成平面図品質評価ツール で検出されるエラー内容と対処法についての質問・回答をまとめ たもの http:/ / www.nilim- cdrw.jp/ qa_quality.html

ヘル プデスク 道路工事完成図等作成要領関連の ヘル プデスク
道路工事完成図等作成要領に関連した質問を受け付けているヘル プデスク
（ 時間メール にて受付）24 http:/ / www.nilim- cdrw.jp/ index_help.html

Q&A

マニ ュ アル http:/ / www.nilim- cdrw.jp/ dl_tool_quality.html

基準類
http:/ / www.nilim- cdrw.jp/ dl_std.html



別添

電線共同溝管路試験要領（ 案）



管路試験

 管路の布設が終了したら、埋設管路では埋戻し前か終了後に、露出、添架配管ではケーブル入線前

に、必ず管路が完全に接続され、良好に布設されているか否かを試験し、試験の結果、不合格の時は、

手直しを実施する。

 なお、工事完成時には試験表を提出するものとする。

【 道路管理用】

（ １）  試験項目

管路の試験と種類と適用範囲について表２．２－１１に示す。

表 ２．２－１１  試験の適用表

    管種・ 管径

試験内容

管 路 及 び 地 下 配 線 管 路

鋼管

100A
鋼管

80A 
鋼管

65A 
鋼管

50A 
VE管

82 
VE管

70 
VE管

50 
FEP
80 

FEP
50 

通 過 試 験 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

気 圧 試 験 △ △ × × × × × × ×

○ ： 実施する ，  △： 省略しても良い，  ×： 実施しない

ア 通過試験

  引き通し線に毛ブラシ、雑巾の順に清掃用品を取付け、管路内の清掃を行った後、マンドリルま

たはテストケーブルを用いて行う試験。

イ 気圧試験

  通過試験を行った後、管路内に圧搾空気を送り込み、空気が漏洩するか否かを試験し、管路の水

密性を調べる試験。なお、この試験はφ５０mm以下の管路には適用しない。



（ ２）  試験方法

ア 通過試験

  中間試験と最終試験があり、中間試験は管の布設途中において管路を縦断、平面的に曲

げた場合、その状況を勘案の上、必要に応じて実施する。

  最終試験は１管路区間の布設、埋戻し後（ コンクリート打設の場合はコンクリート打設

前） に実施し、中間試験を実施したものを必ず実施する。

  以下に最終試験を実施する場合の試験方法につき述べるが、中間試験もこれに準ずるも

のとする。

① 試験材料及び器具

 ａ  マンドリル

   マンドリルは、直線管路の通過試験の際に使用する木製の棒で、両端に引き通し線が

容易に取付けられる構造となっている。材質は容易に摩擦されない堅材（ ケヤキ、クスノキ

等） で、寸法・ 形状は表２．２－１２及び図２．２－５５のとおりである。

表 ２．２－１２  マンドリルの規格表  （ mm）

管     種 Ｌ       φ

５０ＡまたはＶＥ５４ ３００    ４０

６５ＡまたはＶＥ７０ ３００    ５０

８０ＡまたはＶＥ８２ ３００    ７０



 ｂ  テストケーブル

     短区間の配管で、マンドリルによる通過試験が不能の場合に使用するもので、管内径に適

合するケーブルをケーブルグリップにより巻きつけツイストレスを経由して引き通し試験

をする。これに使用するケーブルは外被にキズが少ないものを用い、管内部のキズを発見で

きるものでなければならない。

     形状・ 寸法は図２．２－５６及び表２．２－１３のとおりである。



表 ２．２－１３  テストケーブルの規格

用 途 管   種 使用ケーブル

通信用

５０Ａ又はＶＥ５４ ４０φ

６５Ａ又はＶＥ７０ ５０φ

８０Ａ又はＶＥ８２ ６０φ

照明用

５０Ａ又はＶＥ５４

以上の管

 導体断面積が２２ｍ㎡以上の

ビニールシースケーブルで、そ

の仕上がり外径は管内径の６７

％以上のもの

  ｃ  引き通し線

    通過試験の際に清掃用具及びマンドリル等に管路内を通過させるための引線であり、一般に

は、φ４．０～４．５ｍｍの鉄線、ワイヤーロープ等を使用する。

  ｄ  線とおし材料及び器具

    管路内に引通し線を通すために使用する材料及び器具で、短区間では竹材細径のビニ

   －ルパイプ、又は銅線による。

    長い区間は線とおし器具を用い、圧搾空気を利用して行う。

    （ 図 ２．２－５７参照）

  ｅ  試験表の提出

    管路がマンドリルで通過したか、テストケーブルで通過したかの試験表を提出する。



   ｅ  清掃用具

     毛ブラシ、雑巾等があり、管の内面を十分清掃できるものでなければならない。



【 通信ケーブル（ ＮＴ Ｔ仕様） 用】

（ １）  試験項目

  ＮＴ Ｔの通信ケーブルを布設する公称φ７５ｍｍＰＶ管の試験項目は、「 管路通過性能試験」、

 「 管路接続性能試験」 とする。

 ア 管路通過性能試験

   下図のマンドレルがスムーズに通過すること。

通線後、下図のように毛ブラシ、ウエス（ 雑巾を 40cm 間隔で2箇所）の順に取付け、管路内を清掃

すること。ウエスの大きさは表２．２－１４に示す。

4. 0mm鉄線

ウエス毛ブラシ ウエス

図－１　毛ブラシ、ウエス（ 雑巾） の取付け

表　2. 2－14　通過性能確認ウエス

管　径

φ７５ ２３ｃ ｍ以上

ウエスの最小外周長

       イ 管路接続性能試験

・ 管路接続性能試験方法

  管路内空気圧を 0.0490Mpa(0.5kgf/ｃ ㎡)とし、３分間放置して圧力低下が

0.00196Mpa(0.02kgf/ｃ ㎡)以下であること。

※１ kgf/c㎡＝0.0980665Mpa 

・ 管路接続性能試験の目的

  管路が正常に接続され、水密性を保持しているかどうか確認するため。

  水密性が保持されていない場合、地下水の流入に伴い土砂が管路内に堆積し、

  ケーブルの布設に支障を生じる。また、ケーブル布設済管路に土砂が堆積した

  場合、ケーブル更改時の撤去が困難となることが予想される。



【 電力ケーブル（ 中国電力仕様） 用】

 ケーブルを入れる管路は、事前に清掃と導通試験を行わなければならない。

（ １）  試験器具

 ａ  管路導通試験棒（ ボビン）

   管路導通試験棒（ ボビン） は原則として、太さ（ 管路内径－10mm） ×長さ（ 600mm）

  ものを使用する。

   ただし、曲率半径が小さい場合や管路接続箇所を屈曲させている場合は、下表に示した

  試験棒長さ以下のものを使用する。（ この場合も試験棒太さは管路内径－10mm とする）

曲率 接続部
半径 角   度 管路 200mm 管路 150mm 管路 100mm 管路  80mm 管路 75mm 管路  65mm

0.0 33.4 33.1 32.8 32.7 32.6 32.6
0.5 32.4 32.1 31.7 31.6 31.6 31.5
1.0 31.4 31.0 30.7 30.6 30.5 30.5

1.3 1.5 30.4 30.1 29.7 29.6 29.5 29.4
2.0 29.5 29.1 28.7 28.6 28.6 28.5
2.5 28.6 28.2 27.8 27.7 27.6 27.5
3.0 27.8 27.4 27.0 26.8 26.7 26.6
0.0 63.8 63.7 63.5 63.5 63.5 63.4
0.5 59.7 59.5 59.4 59.3 59.3 59.2
1.0 55.9 55.7 55.5 55.4 55.4 55.3

5 1.5 52.3 52.1 51.9 51.8 51.8 51.8
2.0 49.1 48.8 48.6 48.5 48.5 48.4
2.5 46.1 45.8 45.6 45.5 45.4 45.4
3.0 43.3 43.1 42.8 42.7 42.6 42.6
0.0 69.8 69.7 69.5 69.5 69.5 69.4
0.5 64.9 64.7 64.5 64.5 64.5 64.4
1.0 60.3 60.1 59.9 59.9 59.8 59.8

6 1.5 56.1 55.9 55.7 55.6 55.6 55.6
2.0 52.3 52.1 51.9 51.8 51.7 51.7
2.5 48.8 48.6 48.3 48.2 48.2 48.2
3.0 45.7 45.4 45.1 45.0 45.0 45.0
0.0 89.9 89.8 89.6 89.6 89.6 89.6
0.5 81.6 81.5 81.4 81.3 81.3 81.3
1.0 74.3 74.1 74.0 73.9 73.9 73.9

10 1.5 67.7 67.5 67.3 67.3 67.3 67.2
2.0 61.8 61.7 61.5 61.4 61.4 61.3
2.5 56.7 56.5 56.3 56.2 56.2 56.1
3.0 52.2 51.9 51.7 51.6 51.6 51.5
0.0 109.9 109.8 109.7 109.7 109.7 109.6
0.5 97.7 97.6 97.4 97.4 97.4 97.4
1.0 87.0 86.8 86.7 86.6 86.6 86.6

15 1.5 77.7 77.5 77.4 77.3 77.3 77.3
2.0 69.7 69.5 69.4 69.3 69.3 69.3
2.5 62.9 62.7 62.5 62.4 62.4 62.4
3.0 57.0 56.8 56.6 56.5 56.5 56.5

試　　験　　棒　　長　　さ　　(cm)



（ 参考）  試験棒長さの算定式

    ｌ  ： 導通可能試験棒長さ

    ｄ  ： 試験棒外径

    Ｒ ： 曲管の曲率半径

    ｄ １ ： 管内径

    α ： 接続部屈曲角度

曲率 接続部
半径 角   度 管路 200mm 管路 150mm 管路 100mm 管路  80mm 管路 75mm 管路  65mm

0.0 126.8 126.7 126.6 126.6 126.6 126.6
0.5 110.6 110.5 110.4 110.4 110.4 110.3
1.0 96.8 96.7 96.5 96.5 96.5 96.4

20 1.5 85.1 84.9 84.8 84.7 84.7 84.7
2.0 75.3 75.1 75.0 74.9 74.9 74.8
2.5 67.1 66.9 66.7 66.7 66.6 66.6
3.0 60.2 60.0 59.9 59.8 59.8 59.7
0.0 141.7 141.6 141.5 141.5 141.5 141.5
0.5 121.6 121.5 121.4 121.4 121.4 121.4
1.0 104.8 104.7 104.6 104.5 104.5 104.5

25 1.5 90.9 90.8 90.6 90.6 90.6 90.5
2.0 79.5 79.3 79.2 79.1 79.1 79.1
2.5 70.2 70.0 69.8 69.8 69.7 69.7
3.0 62.5 62.3 62.1 62.1 62.1 62.0
0.0 155.2 155.1 155.0 155.0 155.0 155.0
0.5 131.3 131.2 131.4 131.1 131.0 131.0
1.0 111.6 111.5 111.4 111.3 111.3 111.3

30 1.5 95.6 95.5 95.4 95.3 95.3 95.3
2.0 82.8 82.7 82.5 82.5 82.5 82.4
2.5 72.5 72.4 72.2 72.2 72.1 72.1
3.0 64.2 64.1 63.9 63.8 63.8 63.7

試　　験　　棒　　長　　さ　　(cm)











遠隔地からの建設資材調達に係る実施計画書（当初） 様式１－１

合計額 材料費 輸送費

記載例

骨材 C-40 ○○地区 △地区 H25.○中旬 m3 1,000 00,000 00,000 - 資料○参照

土砂 購入土 ○○地区 △地区 H25.△初旬 m3 1,200 00,000 00,000 - 資料△参照

アスファルト合材 密粒度As（２０） ○○地区 △地区 H25.◆初旬 ｔ 3,000 **,000 **,000 - 資料◆参照

生コンクリート 18-8-40BB ○○地区 △地区 H25.△初旬 m3 500 **,*** **,*** - 資料△参照

仮設材（鋼矢板） Ⅳ型 □□市 △市 H25.□初旬 ｔ 30.0 00,000 - 00,000 資料□参照

計 000,000 000,000 000,000

【留意事項】

・特記事項に記載の建設資材の調達地域等について、受注者が調達地域（当初：予定）を記載する。当該資料は記載事項に関する基礎資料（見積等の確認資料）の総括表として使用するものとし、受注者において、工事打合簿（提出）にて提出する。

　（当該資料は当初契約段階において受注者の任意に設定する購入・調達条件であり、ひっ迫による変更が生じた際の基礎資料となるもの。）

・工程進捗において調達時期を数回行う場合は、調達時期毎に記載内容をまとめるものとする。

備考
建 設 資 材 等
名 称

調 達 等 時 期
（ 予 定 ： 受 注 者 ）

単
位

調 達 等
予 定
数 量

規 格
調 達 地 域 等
（ 発 注 者 ）

調 達 地 域 等
（ 予 定 ： 受 注 者 ）

調達等金額（予定）



遠隔地からの建設資材調達に係る実施計画書（変更） 様式１－２

差 額 合計額 材料費 輸送費 材料費 輸送費
（予定） （変更） （当初） （当初） （変更） （変更）

記載例

骨材 C-40 ○○地区 △地区 H25.○中旬 m3 1,000 500 00,000 00,000 00,000 - *0,000 -

当初購入先において、建設資材等の
ひっ迫による入荷遅延から、当初計画
が守れず、やむを得ず在庫を持つ購
入先に変更する事となり材料費に増し
分費用が発生したため。（※変更理由
等は資料等参照）

資料－１（変更）参照

土砂 購入土 ○○地区 △地区 H25.△初旬 m3 1,200 1700 00,000 00,000 00,000 - *0,000 - 同上 同上

アスファルト合材 密粒度As（２０） ○○地区 △地区 H25.◆初旬 ｔ 3,000 4500 - - **,000 - **,000 - 変更なし

生コンクリート 18-8-40BB ○○地区 △地区 H25.△初旬 m3 500 600 - - **,*** - **,*** - 変更なし

仮設材（鋼矢板） Ⅳ型 □□市 △市 H25.□初旬 ｔ 30.0 28.5 - - - 00,000 - 00,000 変更なし

000,000 000,000 000,000 000,000 000,000 000,000

【留意事項】

・発注者は当該計画（変更）の妥当性など資料を確認のうえ、工事打合簿（承諾）にて「当該計画（変更）について承諾するので、納入後に実施に関して支払関係資料の提出を行うこと」などと回答を行う。

・受注者において、調達時期を数回行う場合は、調達時期毎に記載するものとする。変更が無いものについても記載するものとする。

建設資材
等

名 称

調 達 地 域 等
（当初：受注者）

調 達 地 域 等
（変更：受注者）

調 達 等 時 期
（ 変 更 予 定 ）

単
位

調達等
予定数
量

（当初）

調達等
予定数
量

（変更）

変 更 理 由 備 考

計

規 格
調 達 等 金 額 （ 予 定 ）

・受注者が建設資材のひっ迫により調達地域を変更せざるを得ない場合に、購入・調達条件の当初・変更を記載する。当該資料は記載事項に関する基礎資料（見積等の確認資料）の総括表として使用するものとし、受注者において、工事打合簿（協議）にて提出するものとする。



遠隔地からの建設資材調達に係る実施計画書（実施） 様式１－３

差 額 合 計 材 料 輸 送 材 料 輸 送
（予定） （実施） （当初） （当初） （実施） （実施）

記載例

骨材 C-40 ○○地区 △地区 H25.○中旬 m3 1,000 600 00,000 00,000 00,000 - *0,000 -

当初購入先において、建設資材等のひっ迫
による入荷遅延から、当初計画が守れず、や
むを得ず在庫を持つ購入先に変更する事とな
り材料費に増し分費用が発生したため。（※
変更理由等は資料等参照）

資料－１（実施）参照

土砂 購入土 ○○地区 △地区 H25.△初旬 m3 1,200 1,650 00,000 00,000 00,000 - *0,000 - 同上 同上

アスファルト合材 密粒度As（２０） ○○地区 △地区 H25.◆初旬 ｔ 3,000 4,300 - - **,000 - **,000 - 変更なし

生コンクリート 18-8-40BB ○○地区 △地区 H25.△初旬 m3 500 650 - - **,*** - **,*** - 変更なし

仮設材（鋼矢板） Ⅳ型 □□市 △市 H25.□初旬 ｔ 30.0 28.0 - - - 00,000 - 00,000 変更なし

000,000 000,000 000,000 000,000 000,000 000,000
【留意事項】

・発注者は当該計画（実施）の妥当性など資料を確認のうえ、工事打合簿（通知）にて「当該計画（実施）について承諾し、変更対象とする。」などと回答を行う。
・受注者において、調達時期を数回行う場合は、調達時期毎に記載するものとする。

調 達
等
予 定
数 量

調 達
等
予 定
数 量

調 達 等 金 額 （ 予 定 ）
変 更 理 由 備 考

計

建設資材等
名 称

単
位

規 格
調 達 地 域 等
（当初：受注者）

調 達 地 域 等
（変更：受注者）

調 達 等 時 期
（ 変 更予 定 ）

・受注者が建設資材のひっ迫に伴い購入・調達条件の変更に伴う費用の当初・実施の支払額を記載し、記載事項に関する基礎資料（支払状況がわかる確認資料）の総括表として使用し、受注者において、工事打合簿（協議）にて提出するものとする。



費　用 内　　容 計上額

借上費 現場事務所、試験室、労働者宿舎、倉庫、材料保管場所等の敷
地借上げに要する地代及びこれらの建物を建築する代わりに貸
しビル、マンション、民家等を長期借上げする場合に要する費用

宿泊費 労働者が、旅館、ホテル等に宿泊する場合に要する費用

労働者
送迎費

労働者をマイクロバス等で日々当該現場に送迎輸送（水上輸送
を含む）をするために要する費用（運転手賃金、車両損料、燃料
費等含む）

募集及び
開催に
要する費用

労働者の赴任手当、労働者の帰省旅費、労働者の帰省手当

賃金以外の
食事、通勤等
に要する費用

労働者の食事補助、交通費の支給

様式２－１　　

合　　計

実績変更対象費に関する実施計画書（当初）

費　目

営繕費

労　 務
管理費

共
通
仮
設
費

現
場
管
理
費

小　　計

小　　計



費　用 内　　容
当 初
計上額

変 更
計上額

差 額

借上費 現場事務所、試験室、労働者宿舎、倉
庫、材料保管場所等の敷地借上げに要
する地代及びこれらの建物を建築する代
わりに貸しビル、マンション、民家等を長
期借上げする場合に要する費用

宿泊費 労働者が、旅館、ホテル等に宿泊する場
合に要する費用

労働者
送迎費

労働者をマイクロバス等で日々当該現場
に送迎輸送（水上輸送を含む）をするた
めに要する費用（運転手賃金、車両損
料、燃料費等含む）

募集及び
開催に
要する費用

労働者の赴任手当、労働者の帰省旅
費、労働者の帰省手当

賃金以外の
食事、通勤等
に要する費用

労働者の食事補助、交通費の支給

現
場
管
理
費

労　 務
管理費

小　　計

合　　計

様式２－２
実績変更対象費に関する実施計画書（実施）

費　目

共
通
仮
設
費

営繕費

小　　計



工事数量総括表 



工 事 名

工   事   数   量   総   括   表

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業(上り起点側)

              国土交通省　中国地方整備局

          浜田河川国道事務所　道路管理課

- 1 -



工事名

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量（前回） 数量（今回） 数量増減 摘要

工事数量総括表

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業(上り起点側) ( 当    初 )

電線共同溝

式         1    

　開削土工

　 式         1    

　　掘削工

　　(夜間)

　　 式         1    

　　　開削掘削 土砂

m3       550    

　　　開削掘削(二次掘削) 土砂 特殊部沈下埋設型

m3        60    

　　埋戻し工

　　(夜間)

　　 式         1    

　　　埋戻し・締固め 土砂

m3       280    

　　　埋戻し・締固め 中埋砂

m3       150    

　　残土処理工

　　 式         1    

　電線共同溝工

　 式         1    

　　管路工(管路部)

　　(夜間)

　　 式         1    

              国土交通省　中国地方整備局- 1 -



工事名

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量（前回） 数量（今回） 数量増減 摘要

工事数量総括表

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業(上り起点側) ( 当    初 )

　　　埋設管路 角型FEPφ130

m        22    

　　　埋設管路 角型FEPφ100

m       294    

　　　埋設管路 角型FEPφ75

m       465    

　　　埋設管路 HIVPφ100

m       316    

　　　埋設管路 VPφ200

m       136    

　　　埋設管路 VPφ150

m       192    

　　　埋設管路 PVφ50

m       211    

　　　埋設管路 VEφ70

m       150    

　　　埋設管路

　　　(曲管(R10))

HIVPφ100

m       162    

　　　埋設管路

　　　(曲管(R10))

VPφ200

m        34    

　　　埋設管路

　　　(EB曲管(R10))

VPφ150

m        51    

              国土交通省　中国地方整備局- 2 -



工事名

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量（前回） 数量（今回） 数量増減 摘要

工事数量総括表

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業(上り起点側) ( 当    初 )

　　　埋設管路

　　　(曲管(R10))

PVφ50

m       212    

　　　埋設管路

　　　(曲管(R10))

VEφ70

m        91    

　　　埋設管路

　　　(曲管(R6))

HIVPφ100

m        12    

　　　埋設管路

　　　(EB曲管(R6))

VPφ150

m         9    

　　　埋設管路

　　　(曲管(R6))

PVφ50

m        23    

　　　埋設管路

　　　(曲管(R6))

VEφ70

m         9    

　　　中間継手 角型FEPφ130用

個         2    

　　　中間継手 角型FEPφ100用

個         6    

　　　中間継手 角型FEPφ75用

個        14    

　　　中間継手 HIVPφ100用

個         6    

　　　中間継手 VPφ200用

個         4    

              国土交通省　中国地方整備局- 3 -



工事名

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量（前回） 数量（今回） 数量増減 摘要

工事数量総括表

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業(上り起点側) ( 当    初 )

　　　中間継手 VPφ150用

個         5    

　　　中間継手 PVφ50用

個        11    

　　　中間継手 VEφ70用

個         6    

　　　防水栓 VPφ150用

個         2    

　　　鞘管固定管

　　　(起点側)

VPφ200用 ﾎﾞﾙﾄ固定

個         4    

　　　鞘管固定管

　　　(終点側)

VPφ200用 ﾎﾞﾙﾄ固定

個         4    

　　　埋設標示ｼｰﾄ W300 2倍

m       607    

　　　敷砂

　　　 m3        16    

　　　ｺﾝｸﾘｰﾄ 超速硬ｺﾝｸﾘｰﾄ

m3         2    

　　　型枠

　　　 式         1    

　　　ｾﾗﾐｯｸ防護板 W100 t=7mm

m        21    

              国土交通省　中国地方整備局- 4 -



工事名

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量（前回） 数量（今回） 数量増減 摘要

工事数量総括表

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業(上り起点側) ( 当    初 )

　　　ｴｷｽﾊﾟﾝﾄﾞﾒﾀﾙ XG14 2枚重ね

m2        11    

　　　鋼板防護 SS400 t=16mm

m2         4    

　　管路布設工

　　(夜間)

　　 式         1    

　　　管路受台 φ100-150P HIVP用

個       687    

　　　管路受台 φ200-300P VP用

個       184    

　　　管路受台 φ150-220P VP用

個       138    

　　　管路受台 φ50-95P PV用

個       548    

　　　管路受台 φ70-130P VE用

個       560    

　　ﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾎﾞｯｸｽ工(特殊部)

　　(夜間)

　　 式         1    

　　　ﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾎﾞｯｸｽ

　　　(MN2)

内幅 1.35ｍ 内高 1.8ｍ RC-40

個         1    

　　　ﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾎﾞｯｸｽ

　　　(MN1-1)

内幅 1.35ｍ/2.15ｍ 内高 1.8ｍ RC-

40

個         1    
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工事名

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量（前回） 数量（今回） 数量増減 摘要

工事数量総括表

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業(上り起点側) ( 当    初 )

　　　ﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾎﾞｯｸｽ

　　　(MN1)

内幅 1.35ｍ/2.15ｍ 内高 1.8ｍ RC-

40

個         1    

　　　ﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾎﾞｯｸｽ

　　　(AN1)

内幅 1.2ｍ 内高 1.5ｍ RC-40

個         1    

　　　ﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾎﾞｯｸｽ

　　　(TN2)

内幅 1ｍ 内高 1.5ｍ RC-40

個         1    

　　　ﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾎﾞｯｸｽ

　　　(TN1)

内幅 0.5ｍ 内高 1.05ｍ RC-40

個         1    

　　　ﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾎﾞｯｸｽ

　　　(TN3)

内幅 0.5ｍ 内高 1.05ｍ RC-40

個         1    

　舗装工

　 式         1    

　　切削ｵｰﾊﾞｰﾚｲ工

　　(夜間)

　　 式         1    

　　　切削ｵｰﾊﾞｰﾚｲ

　　　(切削ｵｰﾊﾞｰﾚｲ(A))

7cmを超え12cm以下 一層 段差すりつ

け無 再生粗粒度Asポリマー改質Ⅰ型

(20)DS3000 m2       735    

　　　殻運搬(路面切削) As切削屑

m3        74    

　　　殻処分 As切削屑

m3        74    

　　排水性舗装工

　　(車道舗装(A))(夜間)

　　 式         1    
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工事名

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量（前回） 数量（今回） 数量増減 摘要

工事数量総括表

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業(上り起点側) ( 当    初 )

　　　排水性舗装・表層（車道・路肩部） ﾎﾟｰﾗｽAs(13)DS3000 2.4m以上 舗装厚

 50ｍｍ

m2       841    

　　透水性舗装工

　　(歩道舗装(A))(夜間)

　　 式         1    

　　　表層 ﾎﾟｰﾗｽAs(13) 2.4m以上 舗装厚 40ｍ

ｍ

m2       502    

　　透水性舗装工

　　(歩道舗装(B))(夜間)

　　 式         1    

　　　表層 ﾎﾟｰﾗｽAs(13) 2.4m以上 舗装厚 50ｍ

ｍ

m2       258    

　　ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工

　　(舗装復旧(A))(夜間)

　　 式         1    

　　　下層路盤(車道・路肩部) 再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ RC-40 仕上り厚 200ｍ

ｍ

m2       106    

　　　上層路盤(車道・路肩部) 粒度調整砕石 M-40 仕上り厚 150ｍ

ｍ

m2       106    

　　　上層路盤(車道・路肩部) 再生As安定処理(30) 仕上り厚 80ｍ

ｍ

m2       106    

　　　基層(車道・路肩部) 再生粗粒度Asポリマー改質Ⅰ型(20)D

S3000 舗装厚 50ｍｍ 1.4m未満

m2       106    

　　透水性舗装工

　　(舗装復旧(B))(夜間)

　　 式         1    

              国土交通省　中国地方整備局- 7 -



工事名

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量（前回） 数量（今回） 数量増減 摘要

工事数量総括表

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業(上り起点側) ( 当    初 )

　　　ﾌｨﾙﾀｰ層 砂 仕上り厚 50ｍｍ

m2       234    

　　　下層路盤(歩道部)

　　　(路盤)

ｸﾗｯｼｬﾗﾝ C-30 仕上り厚 100ｍｍ

m2       234    

　　透水性舗装工

　　(舗装復旧(C))(夜間)

　　 式         1    

　　　ﾌｨﾙﾀｰ層 砂 仕上り厚 50ｍｍ

m2        80    

　　　下層路盤(歩道部)

　　　(路盤)

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ RC-40 仕上り厚 150ｍ

ｍ

m2        80    

　区画線工

　 式         1    

　　区画線工

　　(夜間)

　　 式         1    

　　　溶融式区画線 溶融式手動 実線 15cm 白色 厚1.5mm

 排水性舗装有

m       220    

　排水構造物工

　 式         1    

　　排水性舗装用路肩排水工

　　(夜間)

　　 式         1    

　　　導水管(A)

　　　 m       220    
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工事名

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量（前回） 数量（今回） 数量増減 摘要

工事数量総括表

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業(上り起点側) ( 当    初 )

　構造物撤去工

　 式         1    

　　構造物取壊し工

　　(夜間)

　　 式         1    

　　　舗装版切断 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版 15cm以下

m       660    

　　　舗装版切断 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版 15cmを超え30cm以下

m       180    

　　　舗装版破砕 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版 舗装版厚 15cm以下

m2       767    

　　　舗装版破砕 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版 舗装版厚 15cmを超え3

5cm以下

m2       106    

　　運搬処理工

　　 式         1    

　　　殻運搬

　　　(夜間)

ｱｽﾌｧﾙﾄ殻

m3        52    

　　　殻処分

　　　(夜間)

ｱｽﾌｧﾙﾄ殻

m3        52    

　仮設工

　 式         1    

　　作業土工

　　(夜間)

　　 式         1    
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工事名

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量（前回） 数量（今回） 数量増減 摘要

工事数量総括表

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業(上り起点側) ( 当    初 )

　　残土処理工

　　 式         1    

　　固結工

　　(夜間)

　　 式         1    

　　土留･仮締切工

　　(夜間)

　　 式         1    

　　仮舗装工

　　(仮舗装(A))(夜間)

　　 式         1    

　　仮舗装工

　　(仮舗装(B))(夜間)

　　 式         1    

　　構造物取壊し工

　　(夜間)

　　 式         1    

　　運搬処理工

　　 式         1    

　　交通管理工

　　 式         1    

直接工事費

式         1    

共通仮設費

式         1    

　共通仮設費

　 式         1    
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工事名

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量（前回） 数量（今回） 数量増減 摘要

工事数量総括表

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業(上り起点側) ( 当    初 )

　　運搬費

　　 式         1    

　　　建設機械運搬費

　　　 式         1    

　　　仮設材運搬費

　　　 式         1    

　　技術管理費

　　 式         1    

　　　道路施設基本ﾃﾞｰﾀ作成費

　　　 式         1    

　　　道路工事完成図作成費

　　　 式         1    

　　現場環境改善費（率計上）

　　 式         1    

　共通仮設費（率計上）

　 式         1    

純工事費

式         1    

　現場管理費

　 式         1    

工事原価

式         1    
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工事名

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量（前回） 数量（今回） 数量増減 摘要

工事数量総括表

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業(上り起点側) ( 当    初 )

　一般管理費等

　 式         1    

工事価格

式         1    

消費税相当額

式         1    

工事費計

式         1    
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工 事 名

工   事   数   量   総   括   表

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業(下り起点側)

              国土交通省　中国地方整備局

          浜田河川国道事務所　道路管理課

- 1 -



工事名

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量（前回） 数量（今回） 数量増減 摘要

工事数量総括表

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業(下り起点側) ( 当    初 )

電線共同溝

式         1    

　開削土工

　 式         1    

　　掘削工

　　(夜間)

　　 式         1    

　　　開削掘削 土砂

m3       610    

　　　開削掘削(二次掘削) 土砂 特殊部沈下埋設型

m3        70    

　　埋戻し工

　　(夜間)

　　 式         1    

　　　埋戻し・締固め 土砂

m3       300    

　　　埋戻し・締固め 中埋砂

m3       160    

　　残土処理工

　　 式         1    

　電線共同溝工

　 式         1    

　　管路工(管路部)

　　(夜間)

　　 式         1    
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工事名

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量（前回） 数量（今回） 数量増減 摘要

工事数量総括表

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業(下り起点側) ( 当    初 )

　　　埋設管路 角型FEPφ130

m       356    

　　　埋設管路 角型FEPφ100

m       353    

　　　埋設管路 角型FEPφ75

m       607    

　　　埋設管路 HIVPφ125

m        82    

　　　埋設管路 HIVPφ100

m        79    

　　　埋設管路 VPφ200

m       123    

　　　埋設管路 VPφ150

m       139    

　　　埋設管路 PVφ50

m       159    

　　　埋設管路 VEφ70

m        45    

　　　埋設管路

　　　(曲管(R10))

HIVPφ125

m        83    

　　　埋設管路

　　　(曲管(R10))

HIVPφ100

m        84    
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工事名

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量（前回） 数量（今回） 数量増減 摘要

工事数量総括表

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業(下り起点側) ( 当    初 )

　　　埋設管路

　　　(曲管(R10))

VPφ200

m        62    

　　　埋設管路

　　　(EB曲管(R10))

VPφ150

m        73    

　　　埋設管路

　　　(曲管(R10))

PVφ50

m       256    

　　　埋設管路

　　　(曲管(R10))

VEφ70

m        73    

　　　埋設管路

　　　(曲管(R6))

VPφ200

m         7    

　　　埋設管路

　　　(EB曲管(R6))

VPφ150

m         7    

　　　中間継手 角型FEPφ130用

個         6    

　　　中間継手 角型FEPφ100用

個        10    

　　　中間継手 角型FEPφ75用

個        12    

　　　中間継手 HIVPφ125用

個         4    

　　　中間継手 HIVPφ100用

個         6    
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工事名

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量（前回） 数量（今回） 数量増減 摘要

工事数量総括表

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業(下り起点側) ( 当    初 )

　　　中間継手 VPφ200用

個         4    

　　　中間継手 VPφ150用

個         4    

　　　中間継手 PVφ50用

個        14    

　　　中間継手 VEφ70用

個         4    

　　　防水栓 VPφ150用

個         2    

　　　鞘管固定管

　　　(起点側)

VPφ200用 ﾎﾞﾙﾄ固定

個         4    

　　　鞘管固定管

　　　(終点側)

VPφ200用 ﾎﾞﾙﾄ固定

個         4    

　　　埋設標示ｼｰﾄ W300 2倍

m       580    

　　　敷砂

　　　 m3        16    

　　　ｺﾝｸﾘｰﾄ 超速硬ｺﾝｸﾘｰﾄ

m3         2    

　　　型枠

　　　 式         1    
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工事名

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量（前回） 数量（今回） 数量増減 摘要

工事数量総括表

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業(下り起点側) ( 当    初 )

　　　ｾﾗﾐｯｸ防護板 W100 t=7mm

m        15    

　　　ｴｷｽﾊﾟﾝﾄﾞﾒﾀﾙ XG14 2枚重ね

m2        11    

　　　鋼板防護 SS400 t=16mm

m2         7    

　　管路布設工

　　(夜間)

　　 式         1    

　　　管路受台 φ125-250P HIVP用

個       274    

　　　管路受台 φ100-150P HIVP用

個       273    

　　　管路受台 φ200-300P VP用

個       245    

　　　管路受台 φ150-220P VP用

個       136    

　　　管路受台 φ50-95P PV用

個       569    

　　　管路受台 φ70-130P VE用

個       323    

　　ﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾎﾞｯｸｽ工(特殊部)

　　(夜間)

　　 式         1    
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工事名

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量（前回） 数量（今回） 数量増減 摘要

工事数量総括表

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業(下り起点側) ( 当    初 )

　　　ﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾎﾞｯｸｽ

　　　(MS2)

内幅 1.35ｍ 内高 1.8ｍ RC-40

個         1    

　　　ﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾎﾞｯｸｽ

　　　(MS3)

内幅 1.35ｍ 内高 1.8ｍ RC-40

個         1    

　　　ﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾎﾞｯｸｽ

　　　(MS1)

内幅 1.35ｍ/2.15ｍ 内高 1.8ｍ RC-

40

個         1    

　　　ﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾎﾞｯｸｽ

　　　(MS1-1)

内幅 1.35ｍ/2.15ｍ 内高 1.8ｍ RC-

40

個         1    

　　　ﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾎﾞｯｸｽ

　　　(AS1)

内幅 1.2ｍ 内高 1.5ｍ RC-40

個         1    

　　　ﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾎﾞｯｸｽ

　　　(TS2)

内幅 1ｍ 内高 1.5ｍ RC-40

個         1    

　　　ﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾎﾞｯｸｽ

　　　(TS1)

内幅 0.5ｍ 内高 1.05ｍ RC-40

個         1    

　　　ﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾎﾞｯｸｽ

　　　(BS1-1)

内幅 0.6ｍ 内高 0.475ｍ RC-40

個         1    

　　　ﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾎﾞｯｸｽ

　　　(BS1)

内幅 0.6ｍ 内高 0.475ｍ RC-40

個         1    

　　　ﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾎﾞｯｸｽ

　　　(BS2)

内幅 0.6ｍ 内高 0.475ｍ RC-40

個         1    

　舗装工

　 式         1    
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工事名

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量（前回） 数量（今回） 数量増減 摘要

工事数量総括表

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業(下り起点側) ( 当    初 )

　　切削ｵｰﾊﾞｰﾚｲ工

　　(夜間)

　　 式         1    

　　　切削ｵｰﾊﾞｰﾚｲ

　　　(切削ｵｰﾊﾞｰﾚｲ(A))

7cmを超え12cm以下 一層 段差すりつ

け無 再生粗粒度Asポリマー改質Ⅰ型

(20)DS3000 m2     1,010    

　　　殻運搬(路面切削) As切削屑

m3       102    

　　　殻処分 As切削屑

m3       102    

　　排水性舗装工

　　(車道舗装(A))(夜間)

　　 式         1    

　　　排水性舗装・表層（車道・路肩部） ﾎﾟｰﾗｽAs(13)DS3000 2.4m以上 舗装厚

 50ｍｍ

m2     1,130    

　　透水性舗装工

　　(歩道舗装(A))(夜間)

　　 式         1    

　　　表層 ﾎﾟｰﾗｽAs(13) 2.4m以上 舗装厚 40ｍ

ｍ

m2       329    

　　透水性舗装工

　　(歩道舗装(B))(夜間)

　　 式         1    

　　　表層 ﾎﾟｰﾗｽAs(13) 2.4m以上 舗装厚 50ｍ

ｍ

m2       264    

　　ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工

　　(舗装復旧(A))(夜間)

　　 式         1    
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工事名

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量（前回） 数量（今回） 数量増減 摘要

工事数量総括表

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業(下り起点側) ( 当    初 )

　　　下層路盤(車道・路肩部) 再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ RC-40 仕上り厚 200ｍ

ｍ

m2       113    

　　　上層路盤(車道・路肩部) 粒度調整砕石 M-40 仕上り厚 150ｍ

ｍ

m2       113    

　　　上層路盤(車道・路肩部) 再生As安定処理(30) 仕上り厚 80ｍ

ｍ

m2       113    

　　　基層(車道・路肩部) 再生粗粒度Asポリマー改質Ⅰ型(20)D

S3000 舗装厚 50ｍｍ 1.4m未満

m2       113    

　　透水性舗装工

　　(舗装復旧(B))(夜間)

　　 式         1    

　　　ﾌｨﾙﾀｰ層 砂 仕上り厚 50ｍｍ

m2       237    

　　　下層路盤(歩道部)

　　　(路盤)

ｸﾗｯｼｬﾗﾝ C-30 仕上り厚 100ｍｍ

m2       237    

　　透水性舗装工

　　(舗装復旧(C))(夜間)

　　 式         1    

　　　ﾌｨﾙﾀｰ層 砂 仕上り厚 50ｍｍ

m2        80    

　　　下層路盤(歩道部)

　　　(路盤)

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ RC-40 仕上り厚 150ｍ

ｍ

m2        80    

　区画線工

　 式         1    
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工事名

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量（前回） 数量（今回） 数量増減 摘要

工事数量総括表

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業(下り起点側) ( 当    初 )

　　区画線工

　　(夜間)

　　 式         1    

　　　溶融式区画線 溶融式手動 実線 15cm 白色 厚1.5mm

 排水性舗装有

m       220    

　排水構造物工

　 式         1    

　　排水性舗装用路肩排水工

　　(夜間)

　　 式         1    

　　　導水管(A)

　　　 m       220    

　構造物撤去工

　 式         1    

　　構造物取壊し工

　　(夜間)

　　 式         1    

　　　舗装版切断 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版 15cm以下

m       610    

　　　舗装版切断 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版 15cmを超え30cm以下

m       190    

　　　舗装版破砕 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版 舗装版厚 15cm以下

m2       610    

　　　舗装版破砕 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版 舗装版厚 15cmを超え3

5cm以下

m2       113    
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工事名

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量（前回） 数量（今回） 数量増減 摘要

工事数量総括表

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業(下り起点側) ( 当    初 )

　　運搬処理工

　　 式         1    

　　　殻運搬

　　　(夜間)

ｱｽﾌｧﾙﾄ殻

m3        47    

　　　殻処分

　　　(夜間)

ｱｽﾌｧﾙﾄ殻

m3        47    

　仮設工

　 式         1    

　　作業土工

　　(夜間)

　　 式         1    

　　残土処理工

　　 式         1    

　　固結工

　　(夜間)

　　 式         1    

　　土留･仮締切工

　　(夜間)

　　 式         1    

　　仮舗装工

　　(仮舗装(A))(夜間)

　　 式         1    

　　仮舗装工

　　(仮舗装(B))(夜間)

　　 式         1    

　　構造物取壊し工

　　(夜間)

　　 式         1    
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工事名

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量（前回） 数量（今回） 数量増減 摘要

工事数量総括表

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業(下り起点側) ( 当    初 )

　　運搬処理工

　　 式         1    

　　交通管理工

　　 式         1    

直接工事費

式         1    

共通仮設費

式         1    

　共通仮設費

　 式         1    

　　運搬費

　　 式         1    

　　　建設機械運搬費

　　　 式         1    

　　　仮設材運搬費

　　　 式         1    

　　技術管理費

　　 式         1    

　　　道路施設基本ﾃﾞｰﾀ作成費

　　　 式         1    

　　　道路工事完成図作成費

　　　 式         1    

              国土交通省　中国地方整備局- 11 -



工事名

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量（前回） 数量（今回） 数量増減 摘要

工事数量総括表

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業(下り起点側) ( 当    初 )

　　現場環境改善費（率計上）

　　 式         1    

　共通仮設費（率計上）

　 式         1    

純工事費

式         1    

　現場管理費

　 式         1    

工事原価

式         1    

　一般管理費等

　 式         1    

工事価格

式         1    

消費税相当額

式         1    

工事費計

式         1    
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工 事 名

工   事   数   量   総   括   表

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業(上り終点側)

              国土交通省　中国地方整備局

          浜田河川国道事務所　道路管理課

- 1 -



工事名

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量（前回） 数量（今回） 数量増減 摘要

工事数量総括表

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業(上り終点側) ( 当    初 )

電線共同溝

式         1    

　開削土工

　 式         1    

　　掘削工

　　(夜間)

　　 式         1    

　　　開削掘削 土砂

m3       560    

　　　開削掘削(二次掘削) 土砂 特殊部沈下埋設型

m3        50    

　　埋戻し工

　　(夜間)

　　 式         1    

　　　埋戻し・締固め 土砂

m3       290    

　　　埋戻し・締固め 中埋砂

m3       150    

　　残土処理工

　　 式         1    

　電線共同溝工

　 式         1    

　　管路工(管路部)

　　(夜間)

　　 式         1    
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工事名

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量（前回） 数量（今回） 数量増減 摘要

工事数量総括表

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業(上り終点側) ( 当    初 )

　　　埋設管路 角型FEPφ130

m        22    

　　　埋設管路 角型FEPφ100

m       634    

　　　埋設管路 角型FEPφ75

m       587    

　　　埋設管路 HIVPφ100

m        48    

　　　埋設管路 VPφ200

m       113    

　　　埋設管路 VPφ150

m       150    

　　　埋設管路 PVφ50

m       135    

　　　埋設管路 VEφ70

m       110    

　　　埋設管路

　　　(曲管(R10))

HIVPφ100

m        55    

　　　埋設管路

　　　(曲管(R10))

VPφ200

m        55    

　　　埋設管路

　　　(EB曲管(R10))

VPφ150

m        74    
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工事名

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量（前回） 数量（今回） 数量増減 摘要

工事数量総括表

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業(上り終点側) ( 当    初 )

　　　埋設管路

　　　(曲管(R10))

PVφ50

m       202    

　　　埋設管路

　　　(曲管(R10))

VEφ70

m        81    

　　　埋設管路

　　　(曲管(R6))

HIVPφ100

m        35    

　　　埋設管路

　　　(EB曲管(R6))

VPφ150

m         4    

　　　埋設管路

　　　(曲管(R6))

PVφ50

m        80    

　　　埋設管路

　　　(曲管(R6))

VEφ70

m        32    

　　　中間継手 角型FEPφ130用

個         2    

　　　中間継手 角型FEPφ100用

個         8    

　　　中間継手 角型FEPφ75用

個        21    

　　　中間継手 HIVPφ100用

個         6    

　　　中間継手 VPφ200用

個         4    
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工事名

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量（前回） 数量（今回） 数量増減 摘要

工事数量総括表

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業(上り終点側) ( 当    初 )

　　　中間継手 VPφ150用

個         5    

　　　中間継手 PVφ50用

個        11    

　　　中間継手 VEφ70用

個         6    

　　　防水栓 VPφ150用

個         2    

　　　鞘管固定管

　　　(起点側)

VPφ200用 ﾎﾞﾙﾄ固定

個         4    

　　　鞘管固定管

　　　(終点側)

VPφ200用 ﾎﾞﾙﾄ固定

個         4    

　　　埋設標示ｼｰﾄ W300 2倍

m       618    

　　　敷砂

　　　 m3        15    

　　　ｺﾝｸﾘｰﾄ 超速硬ｺﾝｸﾘｰﾄ

m3         2    

　　　型枠

　　　 式         1    

　　　ｾﾗﾐｯｸ防護板 W100 t=7mm

m        14    
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工事名

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量（前回） 数量（今回） 数量増減 摘要

工事数量総括表

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業(上り終点側) ( 当    初 )

　　　ｴｷｽﾊﾟﾝﾄﾞﾒﾀﾙ XG14 2枚重ね

m2         8    

　　　鋼板防護 SS400 t=16mm

m2         3    

　　管路布設工

　　(夜間)

　　 式         1    

　　　管路受台 φ100-150P HIVP用

個       260    

　　　管路受台 φ200-300P VP用

個       209    

　　　管路受台 φ150-220P VP用

個       138    

　　　管路受台 φ50-95P PV用

個       580    

　　　管路受台 φ70-130P VE用

個       559    

　　ﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾎﾞｯｸｽ工(特殊部)

　　(夜間)

　　 式         1    

　　　ﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾎﾞｯｸｽ

　　　(MN3)

内幅 1.35ｍ 内高 1.8ｍ RC-40

個         1    

　　　ﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾎﾞｯｸｽ

　　　(MN5)

内幅 1.35ｍ 内高 1.8ｍ RC-40

個         1    
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工事名

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量（前回） 数量（今回） 数量増減 摘要

工事数量総括表

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業(上り終点側) ( 当    初 )

　　　ﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾎﾞｯｸｽ

　　　(MN4)

内幅 1.35ｍ/2.15ｍ 内高 1.8ｍ RC-

40

個         1    

　　　ﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾎﾞｯｸｽ

　　　(AN2)

内幅 1.2ｍ 内高 1.5ｍ RC-40

個         1    

　　　ﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾎﾞｯｸｽ

　　　(TN5)

内幅 1ｍ 内高 1.5ｍ RC-40

個         1    

　　　ﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾎﾞｯｸｽ

　　　(TN4)

内幅 0.5ｍ 内高 1.05ｍ RC-40

個         1    

　　　ﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾎﾞｯｸｽ

　　　(TN6)

内幅 0.5ｍ 内高 1.05ｍ RC-40

個         1    

　　　ﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾎﾞｯｸｽ

　　　(BN1(2連))

内幅 0.6ｍ 内高 0.475ｍ RC-40

個         1    

　舗装工

　 式         1    

　　切削ｵｰﾊﾞｰﾚｲ工

　　(夜間)

　　 式         1    

　　　切削ｵｰﾊﾞｰﾚｲ

　　　(切削ｵｰﾊﾞｰﾚｲ(A))

7cmを超え12cm以下 一層 段差すりつ

け無 再生粗粒度Asポリマー改質Ⅰ型

(20)DS3000 m2     1,140    

　　　殻運搬(路面切削) As切削屑

m3       114    

　　　殻処分 As切削屑

m3       114    
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工事名

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量（前回） 数量（今回） 数量増減 摘要

工事数量総括表

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業(上り終点側) ( 当    初 )

　　排水性舗装工

　　(車道舗装(A))(夜間)

　　 式         1    

　　　排水性舗装・表層（車道・路肩部） ﾎﾟｰﾗｽAs(13)DS3000 2.4m以上 舗装厚

 50ｍｍ

m2     1,250    

　　透水性舗装工

　　(歩道舗装(A))(夜間)

　　 式         1    

　　　表層 ﾎﾟｰﾗｽAs(13) 2.4m以上 舗装厚 40ｍ

ｍ

m2       335    

　　透水性舗装工

　　(歩道舗装(B))(夜間)

　　 式         1    

　　　表層 ﾎﾟｰﾗｽAs(13) 2.4m以上 舗装厚 50ｍ

ｍ

m2       269    

　　ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工

　　(舗装復旧(A))(夜間)

　　 式         1    

　　　下層路盤(車道・路肩部) 再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ RC-40 仕上り厚 200ｍ

ｍ

m2       110    

　　　上層路盤(車道・路肩部) 粒度調整砕石 M-40 仕上り厚 150ｍ

ｍ

m2       110    

　　　上層路盤(車道・路肩部) 再生As安定処理(30) 仕上り厚 80ｍ

ｍ

m2       110    

　　　基層(車道・路肩部) 再生粗粒度Asポリマー改質Ⅰ型(20)D

S3000 舗装厚 50ｍｍ 1.4m未満

m2       110    
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工事名

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量（前回） 数量（今回） 数量増減 摘要

工事数量総括表

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業(上り終点側) ( 当    初 )

　　透水性舗装工

　　(舗装復旧(B))(夜間)

　　 式         1    

　　　ﾌｨﾙﾀｰ層 砂 仕上り厚 50ｍｍ

m2       227    

　　　下層路盤(歩道部)

　　　(路盤)

ｸﾗｯｼｬﾗﾝ C-30 仕上り厚 100ｍｍ

m2       227    

　　透水性舗装工

　　(舗装復旧(C))(夜間)

　　 式         1    

　　　ﾌｨﾙﾀｰ層 砂 仕上り厚 50ｍｍ

m2        55    

　　　下層路盤(歩道部)

　　　(路盤)

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ RC-40 仕上り厚 150ｍ

ｍ

m2        55    

　区画線工

　 式         1    

　　区画線工

　　(夜間)

　　 式         1    

　　　溶融式区画線 溶融式手動 実線 15cm 白色 厚1.5mm

 排水性舗装有

m       250    

　排水構造物工

　 式         1    

　　排水性舗装用路肩排水工

　　(夜間)

　　 式         1    
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工事名

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量（前回） 数量（今回） 数量増減 摘要

工事数量総括表

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業(上り終点側) ( 当    初 )

　　　導水管(A)

　　　 m       251    

　構造物撤去工

　 式         1    

　　構造物取壊し工

　　(夜間)

　　 式         1    

　　　舗装版切断 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版 15cm以下

m       530    

　　　舗装版切断 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版 15cmを超え30cm以下

m       200    

　　　舗装版破砕 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版 舗装版厚 15cm以下

m2       626    

　　　舗装版破砕 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版 舗装版厚 15cmを超え3

5cm以下

m2       111    

　　運搬処理工

　　 式         1    

　　　殻運搬

　　　(夜間)

ｱｽﾌｧﾙﾄ殻

m3        48    

　　　殻処分

　　　(夜間)

ｱｽﾌｧﾙﾄ殻

m3        48    

　仮設工

　 式         1    
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工事名

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量（前回） 数量（今回） 数量増減 摘要

工事数量総括表

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業(上り終点側) ( 当    初 )

　　作業土工

　　(夜間)

　　 式         1    

　　残土処理工

　　 式         1    

　　固結工

　　(夜間)

　　 式         1    

　　土留･仮締切工

　　(夜間)

　　 式         1    

　　仮舗装工

　　(仮舗装(A))(夜間)

　　 式         1    

　　仮舗装工

　　(仮舗装(B))(夜間)

　　 式         1    

　　構造物取壊し工

　　(夜間)

　　 式         1    

　　運搬処理工

　　 式         1    

　　交通管理工

　　 式         1    

直接工事費

式         1    

共通仮設費

式         1    
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工事名

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量（前回） 数量（今回） 数量増減 摘要

工事数量総括表

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業(上り終点側) ( 当    初 )

　共通仮設費

　 式         1    

　　運搬費

　　 式         1    

　　　建設機械運搬費

　　　 式         1    

　　　仮設材運搬費

　　　 式         1    

　　技術管理費

　　 式         1    

　　　道路施設基本ﾃﾞｰﾀ作成費

　　　 式         1    

　　　道路工事完成図作成費

　　　 式         1    

　　現場環境改善費（率計上）

　　 式         1    

　共通仮設費（率計上）

　 式         1    

純工事費

式         1    

　現場管理費

　 式         1    
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工事名

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量（前回） 数量（今回） 数量増減 摘要

工事数量総括表

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業(上り終点側) ( 当    初 )

工事原価

式         1    

　一般管理費等

　 式         1    

工事価格

式         1    

消費税相当額

式         1    

工事費計

式         1    

              国土交通省　中国地方整備局- 12 -



工 事 名

工   事   数   量   総   括   表

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業(下り終点側)

              国土交通省　中国地方整備局

          浜田河川国道事務所　道路管理課

- 1 -



工事名

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量（前回） 数量（今回） 数量増減 摘要

工事数量総括表

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業(下り終点側) ( 当    初 )

電線共同溝

式         1    

　開削土工

　 式         1    

　　掘削工

　　(夜間)

　　 式         1    

　　　開削掘削 土砂

m3       550    

　　　開削掘削(二次掘削) 土砂 特殊部沈下埋設型

m3        50    

　　埋戻し工

　　(夜間)

　　 式         1    

　　　埋戻し・締固め 土砂

m3       260    

　　　埋戻し・締固め 中埋砂

m3       160    

　　残土処理工

　　 式         1    

　電線共同溝工

　 式         1    

　　管路工(管路部)

　　(夜間)

　　 式         1    
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工事名

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量（前回） 数量（今回） 数量増減 摘要

工事数量総括表

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業(下り終点側) ( 当    初 )

　　　埋設管路 角型FEPφ100

m       406    

　　　埋設管路 角型FEPφ75

m       564    

　　　埋設管路 HIVPφ125

m       103    

　　　埋設管路 HIVPφ100

m        91    

　　　埋設管路 VPφ250

m        67    

　　　埋設管路 VPφ200

m        25    

　　　埋設管路 VPφ150

m       133    

　　　埋設管路 PVφ50

m       185    

　　　埋設管路 VEφ70

m        53    

　　　埋設管路

　　　(曲管(R10))

HIVPφ125

m        98    

　　　埋設管路

　　　(曲管(R10))

HIVPφ100

m        94    

              国土交通省　中国地方整備局- 2 -



工事名

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量（前回） 数量（今回） 数量増減 摘要

工事数量総括表

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業(下り終点側) ( 当    初 )

　　　埋設管路

　　　(曲管(R10))

VPφ250

m        62    

　　　埋設管路

　　　(曲管(R10))

VPφ200

m        22    

　　　埋設管路

　　　(EB曲管(R10))

VPφ150

m        84    

　　　埋設管路

　　　(曲管(R10))

PVφ50

m       163    

　　　埋設管路

　　　(曲管(R10))

VEφ70

m        46    

　　　埋設管路

　　　(曲管(R6))

HIVPφ125

m        20    

　　　埋設管路

　　　(曲管(R6))

HIVPφ100

m        35    

　　　埋設管路

　　　(曲管(R6))

PVφ50

m        71    

　　　埋設管路

　　　(曲管(R6))

VEφ70

m        20    

　　　中間継手 角型FEPφ100用

個         9    

　　　中間継手 角型FEPφ75用

個        12    
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工事名

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量（前回） 数量（今回） 数量増減 摘要

工事数量総括表

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業(下り終点側) ( 当    初 )

　　　中間継手 HIVPφ125用

個         4    

　　　中間継手 HIVPφ100用

個         6    

　　　中間継手 VPφ250用

個         3    

　　　中間継手 VPφ200用

個         1    

　　　中間継手 VPφ150用

個         4    

　　　中間継手 PVφ50用

個        14    

　　　中間継手 VEφ70用

個         4    

　　　防水栓 VPφ150用

個         2    

　　　鞘管固定管

　　　(起点側)

VPφ250用 ﾎﾞﾙﾄ固定

個         3    

　　　鞘管固定管

　　　(終点側)

VPφ250用 ﾎﾞﾙﾄ固定

個         3    

　　　鞘管固定管

　　　(起点側)

VPφ200用 ﾎﾞﾙﾄ固定

個         1    
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工事名

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量（前回） 数量（今回） 数量増減 摘要

工事数量総括表

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業(下り終点側) ( 当    初 )

　　　鞘管固定管

　　　(終点側)

VPφ200用 ﾎﾞﾙﾄ固定

個         1    

　　　埋設標示ｼｰﾄ W300 2倍

m       541    

　　　敷砂

　　　 m3        14    

　　　ｺﾝｸﾘｰﾄ 超速硬ｺﾝｸﾘｰﾄ

m3         3    

　　　型枠

　　　 式         1    

　　　ｾﾗﾐｯｸ防護板 W100 t=7mm

m        31    

　　　ｴｷｽﾊﾟﾝﾄﾞﾒﾀﾙ XG14 2枚重ね

m2        14    

　　　鋼板防護 SS400 t=16mm

m2         8    

　　管路布設工

　　(夜間)

　　 式         1    

　　　管路受台 φ125-250P HIVP用

個       367    

　　　管路受台 φ100-150P HIVP用

個       377    
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工事名

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量（前回） 数量（今回） 数量増減 摘要

工事数量総括表

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業(下り終点側) ( 当    初 )

　　　管路受台 φ250-325P VP用

個       184    

　　　管路受台 φ200-300P VP用

個        65    

　　　管路受台 φ150-220P VP用

個       138    

　　　管路受台 φ50-95P PV用

個       554    

　　　管路受台 φ70-130P VE用

個       313    

　　ﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾎﾞｯｸｽ工(特殊部)

　　(夜間)

　　 式         1    

　　　ﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾎﾞｯｸｽ

　　　(MS4)

内幅 1.35ｍ 内高 1.8ｍ RC-40

個         1    

　　　ﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾎﾞｯｸｽ

　　　(MS6)

内幅 1.35ｍ 内高 1.8ｍ RC-40

個         1    

　　　ﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾎﾞｯｸｽ

　　　(MS5)

内幅 1.35ｍ/2.15ｍ 内高 1.8ｍ RC-

40

個         1    

　　　ﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾎﾞｯｸｽ

　　　(AS2)

内幅 1.2ｍ 内高 1.5ｍ RC-40

個         1    

　　　ﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾎﾞｯｸｽ

　　　(AS3)

内幅 1.2ｍ 内高 1.5ｍ RC-40

個         1    
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工事名

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量（前回） 数量（今回） 数量増減 摘要

工事数量総括表

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業(下り終点側) ( 当    初 )

　　　ﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾎﾞｯｸｽ

　　　(TS3)

内幅 1ｍ 内高 1.5ｍ RC-40

個         1    

　　　ﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾎﾞｯｸｽ

　　　(TS4)

内幅 0.5ｍ 内高 1.05ｍ RC-40

個         1    

　　　ﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾎﾞｯｸｽ

　　　(TS5)

内幅 0.5ｍ 内高 1.05ｍ RC-40

個         1    

　　　ﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾎﾞｯｸｽ

　　　(BS3)

内幅 0.6ｍ 内高 0.475ｍ RC-40

個         1    

　舗装工

　 式         1    

　　切削ｵｰﾊﾞｰﾚｲ工

　　(夜間)

　　 式         1    

　　　切削ｵｰﾊﾞｰﾚｲ

　　　(切削ｵｰﾊﾞｰﾚｲ(A))

7cmを超え12cm以下 一層 段差すりつ

け無 再生粗粒度Asポリマー改質Ⅰ型

(20)DS3000 m2     1,150    

　　　殻運搬(路面切削) As切削屑

m3       115    

　　　殻処分 As切削屑

m3       115    

　　排水性舗装工

　　(車道舗装(A))(夜間)

　　 式         1    

　　　排水性舗装・表層（車道・路肩部） ﾎﾟｰﾗｽAs(13)DS3000 2.4m以上 舗装厚

 50ｍｍ

m2     1,280    
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工事名

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量（前回） 数量（今回） 数量増減 摘要

工事数量総括表

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業(下り終点側) ( 当    初 )

　　透水性舗装工

　　(歩道舗装(A))(夜間)

　　 式         1    

　　　表層 ﾎﾟｰﾗｽAs(13) 2.4m以上 舗装厚 40ｍ

ｍ

m2       350    

　　透水性舗装工

　　(歩道舗装(B))(夜間)

　　 式         1    

　　　表層 ﾎﾟｰﾗｽAs(13) 2.4m以上 舗装厚 50ｍ

ｍ

m2       235    

　　ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工

　　(舗装復旧(A))(夜間)

　　 式         1    

　　　下層路盤(車道・路肩部) 再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ RC-40 仕上り厚 200ｍ

ｍ

m2       126    

　　　上層路盤(車道・路肩部) 粒度調整砕石 M-40 仕上り厚 150ｍ

ｍ

m2       126    

　　　上層路盤(車道・路肩部) 再生As安定処理(30) 仕上り厚 80ｍ

ｍ

m2       126    

　　　基層(車道・路肩部) 再生粗粒度Asポリマー改質Ⅰ型(20)D

S3000 舗装厚 50ｍｍ 1.4m未満

m2       126    

　　透水性舗装工

　　(舗装復旧(B))(夜間)

　　 式         1    

　　　ﾌｨﾙﾀｰ層 砂 仕上り厚 50ｍｍ

m2       213    
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工事名

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量（前回） 数量（今回） 数量増減 摘要

工事数量総括表

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業(下り終点側) ( 当    初 )

　　　下層路盤(歩道部)

　　　(路盤)

ｸﾗｯｼｬﾗﾝ C-30 仕上り厚 100ｍｍ

m2       213    

　　透水性舗装工

　　(舗装復旧(C))(夜間)

　　 式         1    

　　　ﾌｨﾙﾀｰ層 砂 仕上り厚 50ｍｍ

m2        54    

　　　下層路盤(歩道部)

　　　(路盤)

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ RC-40 仕上り厚 150ｍ

ｍ

m2        54    

　区画線工

　 式         1    

　　区画線工

　　(夜間)

　　 式         1    

　　　溶融式区画線 溶融式手動 実線 15cm 白色 厚1.5mm

 排水性舗装有

m       250    

　　　溶融式区画線 溶融式手動 実線 30cm 黄色 厚1.5mm

 排水性舗装有

m       110    

　排水構造物工

　 式         1    

　　排水性舗装用路肩排水工

　　(夜間)

　　 式         1    

　　　導水管(A)

　　　 m       251    
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工事名

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量（前回） 数量（今回） 数量増減 摘要

工事数量総括表

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業(下り終点側) ( 当    初 )

　構造物撤去工

　 式         1    

　　構造物取壊し工

　　(夜間)

　　 式         1    

　　　舗装版切断 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版 15cm以下

m       560    

　　　舗装版切断 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版 15cmを超え30cm以下

m       240    

　　　舗装版破砕 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版 舗装版厚 15cm以下

m2       596    

　　　舗装版破砕 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版 舗装版厚 15cmを超え3

5cm以下

m2       127    

　　運搬処理工

　　 式         1    

　　　殻運搬

　　　(夜間)

ｱｽﾌｧﾙﾄ殻

m3        49    

　　　殻処分

　　　(夜間)

ｱｽﾌｧﾙﾄ殻

m3        49    

　仮設工

　 式         1    

　　作業土工

　　(夜間)

　　 式         1    
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工事名

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量（前回） 数量（今回） 数量増減 摘要

工事数量総括表

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業(下り終点側) ( 当    初 )

　　残土処理工

　　 式         1    

　　固結工

　　(夜間)

　　 式         1    

　　土留･仮締切工

　　(夜間)

　　 式         1    

　　仮舗装工

　　(仮舗装(A))(夜間)

　　 式         1    

　　仮舗装工

　　(仮舗装(B))(夜間)

　　 式         1    

　　構造物取壊し工

　　(夜間)

　　 式         1    

　　運搬処理工

　　 式         1    

　　交通管理工

　　 式         1    

直接工事費

式         1    

共通仮設費

式         1    

　共通仮設費

　 式         1    
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工事名

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量（前回） 数量（今回） 数量増減 摘要

工事数量総括表

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業(下り終点側) ( 当    初 )

　　運搬費

　　 式         1    

　　　建設機械運搬費

　　　 式         1    

　　　仮設材運搬費

　　　 式         1    

　　技術管理費

　　 式         1    

　　　道路施設基本ﾃﾞｰﾀ作成費

　　　 式         1    

　　　道路工事完成図作成費

　　　 式         1    

　　現場環境改善費（率計上）

　　 式         1    

　共通仮設費（率計上）

　 式         1    

純工事費

式         1    

　現場管理費

　 式         1    

工事原価

式         1    
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工事名

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量（前回） 数量（今回） 数量増減 摘要

工事数量総括表

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業(下り終点側) ( 当    初 )

　一般管理費等

　 式         1    

工事価格

式         1    

消費税相当額

式         1    

工事費計

式         1    
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工 事 名

工   事   数   量   総   括   表

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業(橋梁部)

              国土交通省　中国地方整備局

          浜田河川国道事務所　道路管理課

- 1 -



工事名

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量（前回） 数量（今回） 数量増減 摘要

工事数量総括表

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業(橋梁部) ( 当    初 )

電線共同溝

式         1    

　電線共同溝工

　 式         1    

　　橋梁添架工

　　(夜間)

　　 式         1    

　　　1号添架

　　　 m       108    

　　　2号添架

　　　 m       109    

　　　異種管継手 HIVPφ125-SGPφ125

個         4    

　　　異種管継手 HIVPφ100-SGPφ100

個        10    

　　　異種管継手 VEφ70-SGPφ80

個         8    

　　　異種管継手 PVφ50-SGPφ50

個        24    

　　橋台ｺｱ削孔工

　　(夜間)

　　 式         1    

　　　ｺﾝｸﾘｰﾄ削孔 穿孔径φ120 削孔長 L=0.5m

孔         6    
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工事名

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量（前回） 数量（今回） 数量増減 摘要

工事数量総括表

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業(橋梁部) ( 当    初 )

　　　ｺﾝｸﾘｰﾄ削孔 穿孔径φ100 削孔長 L=0.5m

孔         4    

　　　ｺﾝｸﾘｰﾄ削孔 穿孔径φ75 削孔長 L=0.5m

孔        10    

　　　ﾓﾙﾀﾙ充填 高炉

m3         0.01 

　仮設工

　 式         1    

　　交通管理工

　　 式         1    

直接工事費

式         1    

共通仮設費

式         1    

　共通仮設費

　 式         1    

　　現場環境改善費（率計上）

　　 式         1    

　共通仮設費（率計上）

　 式         1    

純工事費

式         1    
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工事名

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量（前回） 数量（今回） 数量増減 摘要

工事数量総括表

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業(橋梁部) ( 当    初 )

　現場管理費

　 式         1    

工事原価

式         1    

　一般管理費等

　 式         1    

工事価格

式         1    

消費税相当額

式         1    

工事費計

式         1    
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契約図 



国道９号乙吉電線共同溝PFI事業工事名

図面名

縮尺

作成年月日

会社名

事業者名

図面番号

位置図

1:50,000

 浜田河川国道事務所 

43 葉之内 1

特記なきものは契約図面の50%縮小

位置図

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業　L=660m
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情報Bφ300 DP:0.97～1.01 情報Bφ300 DP:1.01～0.50

NO.3-6

AT.1

新設電柱

Eh φ100×1

ENφ 75×1

連系管路

EH φ125×1

EM φ125×1

日赤(分)

連系管路

EH φ125×2

EM φ125×1

EN φ 75×1

T  φ 50×3

E E

E

AT.2

E×2

信号　Pφ75×1
照明　Eφ80×1

信号　Pφ75×1　

（横断管路）
信号　Pφ75×1
照明　Eφ80×1

信号　Pφ75×1
照明　Eφ80×1
引込　Tφ50×1

信号　Pφ75×1　

（横断管路）
信号　Pφ75×1
照明　Eφ80×1

信号　Pφ75×1
照明　Eφ80×1

信号　Pφ75×1　

（横断管路）
信号　Pφ75×1
照明　Eφ80×1

信号　Pφ75×1
照明　Eφ80×1

信号　Pφ75×1　

496k900

（駐）

番号無

（空）

（駐）

既設電柱

新設電柱

既設電柱

制御器
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.
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.
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4

EN
O
.
-1

EN
O.

5

EN
O.

6

EN
O.

-2

EN
O.

-3

11.4

KO1

管台布設工 車道舗装(A) 舗装復旧(B)

管路受台(φ125-250P HIVP用) N= 640 個 表層(ポーラスAs(13)DS3000 t=5cm) A= 4,500 m2 フィルター層(砂 t=5cm) A= 910 m2

管路受台(φ100-150P HIVP用) N= 1,596 個 歩道舗装(A) 路盤(C-30 t=10cm) A= 910 m2

管路受台(φ250-325P VP用) N= 184 個 表層(ポーラスAs(13) t=4cm) A= 1,520 m2 舗装復旧(C)

管路受台(φ200-300P VP用) N= 703 個 歩道舗装(B) フィルター層(砂 t=5cm) A= 269 m2

管路受台(φ150-220P VP用) N= 548 個 表層(ポーラスAs(13) t=5cm) A= 1,030 m2 路盤(RC-40 t=15cm) A= 269 m2

管路受台(φ50-95P PV用) N= 2,251 個 舗装復旧(A)

管路受台(φ70-130P VE用) N= 1,755 個 下層路盤(RC-40 t=20cm) A= 455 m2

切削オーバーレイ工 上層路盤(M-40 t=15cm) A= 455 m2

切削オーバーレイ(A) A= 4,050 m2 上層路盤(再生As安定処理(30) t=8cm) A= 455 m2

(平均切削深さ Mt=10.0cm 基層:再生粗粒度Asポリマー改質Ⅰ型(20)DS3000 t=5cm)

区画線工

溶融式区画線(実線 W=15cm 白色 厚1.5mm 排水性舗装用) L= 942.0 m

溶融式区画線(実線 W=30cm 黄色 厚1.5mm 排水性舗装用) L= 110.0 m

導水管(A)　L=220.0m

導水管(A)　L=220.0m

基層(再生粗粒度Asポリマー改質Ⅰ型(20)DS3000 t=5cm) A= 455 m2
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図面番号1:250
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事業者名

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業

浜田河川国道事務所
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国道９号乙吉電線共同溝PFI事業

浜田河川国道事務所

43 葉之内 3

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業　　L=660m
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事業者名

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業

浜田河川国道事務所

43 葉之内 4

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業　　L=660m
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事業者名

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業

浜田河川国道事務所

43 葉之内 5

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業　　L=660m
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国道９号乙吉電線共同溝PFI事業

浜田河川国道事務所

43 葉之内 6
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1

1
.
2
2

0
.
8
3

6
.
4
9

7
.
5
4

W
N
O.
-
3

0
.
0
0
0

0
.
0
0
0

7
.
2
4

Wφ
30
0
DP
:1
.7
0Wφ

20
0
DP
:0
.7
2

Dφ

連系管路

電通交差

ELと通信交差

ELと電力交差

MS4

4.5

MS5

4.5

10R(管崩し)

3.8

10R(管崩し)

3.8

鋼板防護

2.4

TS3

2.2

KS1(通)

48.7

V10R

6.7 5.2

5.2

KS1単管1(電)

97.0

Co防護

8.7

鋼板防護

0.9

3.3

3.3

H10R

4.9

KS1単管2(通)

14.1

V10R

2.8 6.4

H10R

6.5

KS1単管2(電)

14.1

V10R

5.3 2.3

鋼板防護
0.9

16.6

16.6

H10R

12.5 10.4

H10R

12.5 12.8

V10R

5.3

V10R

5.3

V10R

3.9

V10R

3.9

V10R

5.1

鋼板防護(EL)

4.5

6R(管崩し)

10.2

V10R

6.7

6R(管崩し)

10.2

FA

12.4

地
中
止
め

FA

19.8

地
中
止
め

V10R

5.1

11.6

11.9

Co防護(EL)

6.6

KS1単管1(通)

46.2

BS3

1.2

EL単管1

8.3

0.5

6.8

H6R

7.8

H6R

6.3

0.5

EL単管1

土被り

地盤高

追加距離

単距離

測点

DL=-5.00

0.00

10.00

1:250

1
:
5
0

5.00

(乙吉町交差点～中吉田町交差点)下り線

管路縦断図(7)

H=1:250
V=1: 50

工事名

図面名

作成年月日

縮尺

会社名

事業者名

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業

管路縦断図(7)

図面番号

浜田河川国道事務所

43 葉之内 13

注) 管路延長はm単位とする。
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＋
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7
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3
8
.2
7
4

1
4
0
.0
0
0

1
6
0
.0
0
0

5
.
8
0
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3
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.
9
9
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.
4
4
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.
0
5
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.
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0

1
.
3
9
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.
0
0
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.
5
0
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.
5
0

0
.
5
0

3
.
6
2

2
0
.0
0
0

2
0
.0
0
0

2
0
.0
0
0

7
.
2
1
3

1
2
.7
8
7

W
N
O
.6

W
N
O
.7

W
N
O
.8

S
P
.1

W
N
O
.9

1
8
0
.0
0
0

2
0
0
.0
0
0

2
2
0
.0
0
0

2
2
7
.2
1
3

2
4
0
.0
0
0

0
.
8
3

3
.
8
0

3
.
7
2

3
.
6
4

0
.
8
3

0
.
5
0

0
.
5
0

0
.
8
3

Wφ100支障

DP:1.21

Wφ
30
0
DP
:1
.7
0

Wφ
10
0
DP
:不

明Dφ150(通信のみ)

DP:1.16

KSA1

連系管路

電通交差 電通交差

AS2

1.8

0.5

H10R

19.8

KS2(通)

48.4

KS2(電)

60.4

22.2

V10R

5.9 0.5

TS5

2.0

KS2(通)

44.6

H10R

9.9

H10R

9.0

H10R

8.7

AS3

1.8

KS2(電)

68.8

TS4

2.0

KS2(通)

44.0

20.7

0.5 16.315.1

KS2(電)

7.3

V10R

4.5 2.3

V10R

4.5

V10R

2.6

H10R

9.9

V10R

3.7

V10R

4.7

2.621.1

17.6

V10R

3.2

MS6

4.5

土被り

地盤高

追加距離

単距離

測点

DL=-5.00

0.00

10.00

1:250

1
:
5
0

5.00

(乙吉町交差点～中吉田町交差点)下り線

管路縦断図(8)

H=1:250
V=1: 50

工事名

図面名

作成年月日

縮尺

会社名

事業者名

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業

管路縦断図(8)

図面番号

浜田河川国道事務所

43 葉之内 14

注) 管路延長はm単位とする。



DL=-5.00

0.00

10.00

1:250

1
:
5
0

5.00

土被り

地盤高

追加距離

単距離

測点

1
.
3
6

0
.
0
0
0

0
.
0
0
0

1
.
3
8

1
1
.4
0
0

1
1
.4
0
0

0
.
0
0
0

0
.
0
0
0

0
.
0
0
0

0
.
0
0
0

0
.
8
4

1
.
2
1

1
1
.6
0
0

1
1
.6
0
0

1
4
.4
0
0

1
4
.4
0
0

1
.
5
6

1
.
4
6

Dφ
15
0
DP
:1
.2
0

Wφ
10
0
DP
:1
.2
1

支
障情

報
Bφ

30
0
DP
:0
.8
0

（
有
無
不
明
）

情
報
Bφ

30
0
DP
:0
.5
8

Wφ
10
0
DP
:1
.5
9

支
障

0.5

KO1

11.4

H10R

8.8 2.1

MS1

2.15

MN1

2.15

MS5

2.15

MN4

2.15

KO2

11.6

KO3

14.4

MS6

1.35

MN5

1.35

0.5

H10R

9.0 2.1

(乙吉町交差点～中吉田町交差点)横断部

管路縦断図(9)

H=1:250
V=1: 50

工事名

図面名

作成年月日

縮尺

会社名

事業者名

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業

管路縦断図(9)

図面番号

浜田河川国道事務所

43 葉之内 15



ENO.2付近

AS
AS

AS

管路部

管路部

2940 4120 6780 3460

2320 620 1460 2000

舗装復旧(C)

歩道舗装(B)

舗装復旧(C)

歩道舗装(B)

切削オーバーレイ(A) 切削オーバーレイ(A)

車道舗装(A) 車道舗装(A)

土砂

標準断面図

工事名

作成年月日

会社名

縮尺

図面名

図面番号1:50

標準断面図

事業者名

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業

浜田河川国道事務所

43 葉之内 16

(溶剤型 実線 加熱式 W=15cm 白色)
ペイント式画線

(溶剤型 実線 加熱式 W=15cm 白色)
ペイント式画線



KS1

KN1

KS1

T EN

T
R2

RS

T

T EN

KS2

R2
RS

CA

CA

ボディ管内の条数

TM
TM

KN1

KS2

T

T

EN

TM

民地側 車道側

民地側車道側

民地側 車道側

1
0
0

中埋砂

5
0

歩
道
部
舗
装

2
0
0

150

7
0

共用

FA

Eh

1
0
0

150

7
0

中埋砂
共用
FA

BD2

200 200

5
0

2
0
0

連
系

・
引

込
管

ス
ペ

ー
ス

EL Eh

1
0
0

中埋砂

5
0

歩
道
部
舗
装

200 200

2
0
0

150

7
0

BD2

共用
FA

EH
KS

KS

RE

ELEh

敷砂

敷砂

敷砂

BD1

7
4
8

200 570 200

970

EM2

6
9
8

連
系
・
引

込
管

ス
ペ
ー
ス

569

969

KS

KS

RE

連
系
・
引

込
管

ス
ペ
ー
ス

EM2 KS

KS

RE

6
9
8

車
道
部
舗
装

車
道
部
舗
装

歩
道
部
舗
装

車
道
部
舗
装

565

965

SUφ50 φ58

NTT T1

通信メンテナンス管

条数一覧表

管 種 別記号事 業 者 外　径区分

電力 中国電力 角型FEPφ130 □162

共通FA VPφ150 φ165通信

VPφ250 φ267通信ボディー管

電力メンテナンス管

FA

EM1

EM2

SUφ50 φ58

SUφ50 φ58

SUφ50 φ58

SUφ50 φ58エネルギア・コミュニケーションズ

NTT

SUφ50 φ58

R2

R1

T

EN

BD1

BD2 VPφ200 φ216

ひとまろビジョン CA

EH

EL

Eh

EC1

道路管理者

SUφ50 φ58RS

T2

T3

エネルギア・コミュニケーションズ EN1

通信メンテナンス管

ひとまろビジョン

公安用

RE

KS

道路管理者照明用

CA1

TM2

TM

角型FEPφ100 □125

角型FEPφ100 □125

角型FEPφ100 □125

角型FEPφ130 □162

角型FEPφ 75 □ 99

角型FEPφ 75 □ 99

角型FEPφ 75 □ 99

角型FEPφ 75 □ 99

角型FEPφ 75 □ 99

 PV φ 75 φ 96

 PV φ 50 φ 60

R2

R1

RS 角型FEPφ 75 □ 99

角型FEPφ 75 □ 99

角型FEPφ 75 □ 99道路管理者

VP φ150 φ165

MC1 角型FEPφ 75 □ 99

1

1

1

1

1

1

1

2

KS1

1

1

1

-

-

-

2

1

-

-

-

-

-

-

-

-

1

1

1

2

1

2

1

KN1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

1

KS2

2

1

1

1

1

-

-

-

-

50

50

50

EM1

埋設表示シート(W300 2倍)

EL

埋設表示シート(W300 2倍)

埋設表示シート(W300 2倍)

角型FEPφ 75 □ 99

管路条数

KN1管崩し

民地側車道側

1
0
0

中埋砂

共用

FA

BD2

200 200

5
0

2
0
0

連
系

・
引

込
管

ス
ペ

ー
ス

敷砂

KS

KS

RE

2
9
7

歩
道
部
舗
装

車
道
部
舗
装

924

1324

50

埋設表示シート(W300 2倍)

1

1

2

(1)

2

1

KN1管崩

(1)

1

1

(1)

TN1～TN2

EM2

EL Eh

※電力管はHIVP管

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

- -

-

-

-

-

-

-

- - -

工事名

作成年月日

会社名

縮尺

図面名

図面番号1:10

標準管路断面図(1)

事業者名

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業

浜田河川国道事務所
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標準管路断面図(1)

SUφ50

SUφ50

SUφ50

φ50

さや管径と条数

4
φ200mm

ボディ管径

4

さや管

合計条数

ボディ管とさや管の組合せ一覧表

6 6

8φ250mm 8

注）1.埋設表示シートについて、アスファルト舗装版(表層、基層、再生As安定処理) + 10cmより深い位置に設置すること。

2.管路と埋設表示シートの距離が20cm以上の場合、埋設表示シートのみ設置すること。

3.管路と埋設表示シートの距離が20cm未満の場合、埋設表示シート + 表示鋲を設置すること。

4.( )はHIVP管



KN1単管CO

TN2～TN3管崩し

TS2～MS2管崩し

TN4～MN4管崩し

50 50

1469

1369

2
5
5

5
0

1
5
5

5
0

民地側 車道側

KSKS ELEh
EM1 EH

コンクリート

エキスパンドメタル

(XG14 2枚重ね)

セラミック防護板

50

1060

50960

2
5
5

5
0

1
5
5

5
0

車道側

EM2EL Eh
KS KS EN2TM3

北　側

※電力管はHIVP管、通信管はPV管、KSはVE管

※電力管はHIVP管、通信管はPV管、KSはVE管

管路条数

NTT T1

管路の種別及び径

管 種 別記号事 業 者 外　径区分

電力 中国電力

共通FA VPφ150 φ165通信

電力メンテナンス管

FA

EM1

EM2

EH

EL

Eh

EC1

T2

T3

エネルギア・コミュニケーションズ EN2

通信メンテナンス管

ひとまろビジョン

公安用

RE

KS

道路管理者照明用

CA1

TM3

φ 96

φ 60

R2

R1

RS

道路管理者

VP φ150 φ165

MC1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

KS1単管1

2

1

KS1単管CO

1

1

1

1

2

1

1

1

1

2

1

2

1

2

T3

T3

T3T3

R2 RS

EN2

RE

11

TM3

RE

KN1単管1

EM2

EL Eh

KS

KS

EN2TM3

RE

150

7
0

共用

FA

T3T3

200 579 200

979

1
0
0

2
0
0

連
系
・

引
込

管

ス
ペ

ー
ス

歩
道
部
舗
装

車
道
部
舗
装

埋設表示シート(W300 2倍)

5
0

5
6
3

敷砂

中埋砂

KS1単管1

民地側 車道側

KS

ELEh

EM1 EH
EN2

R2 RS

RE

5
0

200

1244

844

埋設表示シート(W300 2倍)

T3

T3

200
1
0
0

2
0
0

連
系
・
引

込
管

ス
ペ
ー
ス

歩
道
部
舗
装

車
道
部
舗
装

5
6
3

敷砂

中埋砂

TS3～MS5管崩し

KS1単管CO

TM3

TS2～MS2 ※浅層埋設区間除く

TS3～MS5 ※浅層埋設区間除く

150以上

7
0

共用

FA

TN2～TN3 ※浅層埋設区間除く

TN4～MN4 ※浅層埋設区間除く

KN1単管1

1

1

1

―

2

1

1

2

1

KN1単管CO

HIVPφ125 φ143

HIVPφ100 φ114

HIVPφ100 φ114

HIVPφ100 φ114

HIVPφ125

PVφ 75 φ 96

φ143

1 1

φ 60PV φ50

φ 60PV φ50

φ 60PV φ50

φ 60PV φ50

φ 60PV φ50

φ 76VE φ70

φ 60PV φ50

φ 60PV φ50

φ 60PV φ50

PV φ50

PV φ75

KS

(超速硬コンクリート)

(W100 t=7mm)

セラミック防護板

(W100 t=7mm)

エキスパンドメタル

(XG14 2枚重ね)
コンクリート

(超速硬コンクリート)

工事名

作成年月日

会社名

縮尺

図面名

図面番号1:10

標準管路断面図(2)

事業者名

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業

浜田河川国道事務所
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標準管路断面図(2)

- - - -

- -

- -

- -

-

- - - -

- - - -

- - - -

- - - -

- - - -

- -

- -

注）1.埋設表示シートについて、アスファルト舗装版(表層、基層、再生As安定処理) + 10cmより深い位置に設置すること。

2.管路と埋設表示シートの距離が20cm以上の場合、埋設表示シートのみ設置すること。

3.管路と埋設表示シートの距離が20cm未満の場合、埋設表示シート + 表示鋲を設置すること。



KS1単管2

NTT T1

条数一覧表

管 種 別記号事 業 者 外　径区分

電力 中国電力 HIVPφ125 φ143

通信

電力メンテナンス管 EM1

EM2

EH

EL

Eh

EC1

T2

T3

エネルギア・コミュニケーションズ EN2

通信メンテナンス管

ひとまろビジョン

公安用

RE

KS

道路管理者照明用

CA1

TM3

HIVPφ100 φ114

HIVPφ100 φ114

HIVPφ100 φ114

HIVPφ125

PVφ 75 φ 96

φ 96

φ 60

R2

R1

RS

道路管理者

VP φ150 φ165

MC1

1

1

1

1

1

2

KS1単管2

1

1

1

2

1

MS3～MS4

民地側 車道側

KS

KS

EL

Eh

EM1

EH

TM3

R2 RS

EN2

RE

5
0

200

1144

744

埋設表示シート(W300 2倍)

1
0
0

KN1単管2

民地側車道側

5
0

2
0
0

連
系
・
引

込
管

ス
ペ
ー
ス

584

歩
道
部
舗
装

車
道
部
舗
装

2
8
2

200

985

埋設表示シート(W300 2倍)

MN2～MN3
PV φ75

PV φ50

管路条数

φ143

KS

KS

EN2

RE

T3

EM2

敷砂

中埋砂

T3

TM3

T3

T3

200

φ 60PV φ50

φ 60PV φ50

φ 60PV φ50

φ 60PV φ50

φ 60PV φ50

φ 60PV φ50

φ 76VE φ70

φ 60PV φ50

φ 60PV φ50

1

1

2

1

1

KN1単管2

2

1

1

1
0
0

2
0
0

連
系
・
引

込
管

ス
ペ
ー
ス

歩
道
部
舗
装

車
道
部
舗
装

4
4
7

敷砂

中埋砂

Eh

EL

200

工事名

作成年月日

会社名

縮尺

図面名

図面番号1:10

標準管路断面図(3)

事業者名

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業

浜田河川国道事務所

43 葉之内 19

標準管路断面図(3)
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注）1.埋設表示シートについて、アスファルト舗装版(表層、基層、再生As安定処理) + 10cmより深い位置に設置すること。

2.管路と埋設表示シートの距離が20cm以上の場合、埋設表示シートのみ設置すること。

3.管路と埋設表示シートの距離が20cm未満の場合、埋設表示シート + 表示鋲を設置すること。



埋設表示シート(W300 2倍)
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200540

SUφ50 φ58

NTT T1

通信メンテナンス管

条数一覧表

管 種 別記号事 業 者 外　径区分

電力 中国電力 角型FEPφ130 □162

共通ＦＡ VPφ150 φ165通信

VPφ250 φ267通信ボディー管

電力メンテナンス管

FA

EM1

EM2

SUφ50 φ58

SUφ50 φ58

SUφ50 φ58

SUφ50 φ58エネルギア・コミュニケーションズ

NTT

SUφ50 φ58

R2

R1

T

EN

BD1

BD2 VPφ200 φ216

ひとまろビジョン CA

EH

EL

Eh

EC1

道路管理者

SUφ50 φ58RS

T2

T3

エネルギア・コミュニケーションズ EN1

通信メンテナンス管

ひとまろビジョン

公安用

RE

KS

道路管理者照明用

CA1

TM2

TM

角型FEPφ100 □125

角型FEPφ100 □125

角型FEPφ100 □125

角型FEPφ130 □162

角型FEPφ 75 □ 99

角型FEPφ 75 □ 99

角型FEPφ 75 □ 99
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埋設表示シート(W300 2倍)

TM2
11

TM2

TM2

工事名

作成年月日

会社名

縮尺

図面名

図面番号1:10

標準管路断面図(4)

事業者名

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業

浜田河川国道事務所

43 葉之内 20

標準管路断面図(4)

注）1.埋設表示シートについて、アスファルト舗装版(表層、基層、再生As安定処理) + 10cmより深い位置に設置すること。

2.管路と埋設表示シートの距離が20cm以上の場合、埋設表示シートのみ設置すること。

3.管路と埋設表示シートの距離が20cm未満の場合、埋設表示シート + 表示鋲を設置すること。
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支間長　26400300
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支間長　26400 300 70

M
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法　枠

A1 P1
P2

P3 A2

至 浜田

S=1:200側面図

平面図 S=1:200

0.675 52 @ 2.00 = 104.000 0.675

L=107.7m

0.675 52 @ 2.00 = 104.000 0.675

L=108.9m

1号添架

2号添架

1号添架

2号添架
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1号添架

橋梁一般図

工事名

作成年月日

会社名

縮尺

図面名

図面番号図示

橋梁一般図

事業者名

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業

浜田河川国道事務所

43 葉之内 21

益田新大橋

※橋長や支間長等については参考値であり、詳細設計及び施工については現地調査によること。



KS1単管2添架

EN2

RSR2

TM3T3

RE

EM1

EH

6
0
0

700

1
2
0
0

490

Eh

KS

EL

KS

T3

NTT T1

管路の種別及び径（橋梁部）

管 種 別記号事 業 者 外　径区分

電力 中国電力 SGPφ125

通信

電力メンテナンス管 EM1

EM2

EH

EL

Eh

EC1

T2

T3

エネルギア・コミュニケーションズ EN2

通信メンテナンス管

益田市(ひとまろビジョン)

公安用

RE

KS

道路管理者照明用

CA1

TM3

SGPφ100

SGPφ100

SGPφ 80

φ 60.5

R2

R1

RS

道路管理者

MC1

1

1

1

1

1

2

KS1単管2

1

1

1

-

2

1

SGPφ 50

管路条数

1

1

2

1

1

KN1単管2

2

1

1

φ 60.5SGPφ 50

φ 60.5SGPφ 50

φ 60.5SGPφ 50

φ 60.5SGPφ 50

φ 60.5SGPφ 50

φ 60.5SGPφ 50

φ 60.5SGPφ 50

φ 60.5SGPφ 50

φ139.8

φ114.3

φ 89.1

SGPφ125

SGPφ100

φ139.8

φ114.3

φ114.3

SGPφ 80 φ 89.1

1
4
3
0

KN1単管2添架

（SUS304）
(M16×100)

1号添架 2号添架

Eh
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RE

KS

KS T3

EN2

TM3

T3

290

3
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0
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0

700

1
0
0
0

　φ100用　足長用　N=1
Uボルト用プレート

　φ100用　N=2

　φ125用　N=1、足長用　N=1
Uボルト用プレート

　φ125用　N=1

　φ80用　足長用　N=1
Uボルト用プレート

　φ80用　N=2

　φ50用　N=2、足長用　N=4
Uボルト用プレート

　φ50用　N=5

　4×150×150

　4×120×120

　4×150×210

　4×150×150

　4×150×210

　4×120×120

　φ100用　N=2、足長用　N=1

Uボルト用プレート
　φ100用　N=1

　φ80用　足長用　N=1

Uボルト用プレート
　φ80用　N=2

　φ50用　足長用　N=3
Uボルト用プレート

　φ50用　N=5

（SUS304）

数量表

名　　称 規　　格

L-90×90×7　SUS304

SUS304　150×150×4

SUS304　120×120×4

SUS304　150×210×4

φ50用、M10　SUS304

φ50用、M10、足長用　SUS304

φ80用、M10　SUS304

φ80用、M10、足長用　SUS304

φ100用、M10　SUS304

φ100用、M10、足長用　SUS304

φ125用、M10　SUS304

φ125用、M10、足長用　SUS304

φ50用　SUS304

φ80用　SUS304

φ100用　SUS304

φ125用　SUS304

M10用

M16×100

単位

ｍ

kg

枚

枚

枚

kg

組

組

組

組

組

組

組

組

枚

枚

枚

枚

組

本

数　量

3.690

35.387

1

2

1

2.663

2

4

-

1

-

1

1

1

5

2

2

1

20

3

1箇所当り

備　　考

9.59kg/m

31.7kg/m2

ボルトナット含む

ボルトナット含む

ボルトナット含む

ボルトナット含む

ボルトナット含む

ボルトナット含む

数量表

名　　称

等辺山形鋼

補強板

Uボルト

Uボルト用プレート

プレート用ボルト・ナット

規　　格

L-90×90×7　SUS304

SUS304　150×150×4

SUS304　120×120×4

SUS304　150×210×4

M10用

単位

ｍ

kg

枚

枚

枚

kg

組

組

組

組

組

組

組

組

枚

枚

枚

枚

組

本

数　量

4.820

46.224

2

2

2

4.343

-

3

-

1

2

1

-

-

5

2

1

-

16

4

1箇所当り

備　　考

9.59kg/m

31.7kg/m2

ボルトナット含む

ボルトナット含む

ボルトナット含む

ボルトナット含む

7×110×30 φ50用　SUS304

φ80用　SUS304

φ100用　SUS304

φ125用　SUS304

φ50用、M10　SUS304

φ50用、M10、足長用　SUS304

φ80用、M10　SUS304

φ80用、M10、足長用　SUS304

φ100用、M10　SUS304

φ100用、M10、足長用　SUS304

φ125用、M10　SUS304

φ125用、M10、足長用　SUS304

7×140×30

7×170×30

7×190×30

7×110×30

7×140×30

7×170×30

-

-

-

-

- -

- -

- -

- -

- -

- -

- -

-

-

等辺山形鋼

補強板

Uボルト

Uボルト用プレート

プレート用ボルト・ナット

コンクリートアンカー

Uボルト（SUS304）

L-90×90×7

Uボルト（SUS304）

補強版（SUS304）

Uボルト（SUS304）

補強版（SUS304）

Uボルト（SUS304）

補強版（SUS304）

コンクリートアンカー

Uボルト（SUS304）

Uボルト（SUS304）

L-90×90×7

補強版（SUS304）

Uボルト（SUS304）

補強版（SUS304）

補強版（SUS304）

(M16×100)
コンクリートアンカー

M16×100コンクリートアンカー

注）添架金物の溶接部は突合わせ溶接、又はすみ肉溶接の全周溶接とする。

橋梁添架管路部標準断面図

工事名

作成年月日

会社名

縮尺

図面名

図面番号1:10

橋梁添架管路部標準断面図

事業者名

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業

浜田河川国道事務所

43 葉之内 22

益田新大橋



特殊部 首高

H=300

H=600MN2

MS2,MS3,MS4,MS6,MN3

民地側

車道側

A

A

車道側民地側

平面図

民地側 側面図

構 造 図

車道側 側面図

A-A断面図
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調整ブロック(500×960用)
鉄蓋(T-25 i=0.4 500×960 シリンダー錠付)

プレキャストボックス
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集水釜構造図

梯子,立金物寸法表
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4-φ25

A

A

A

A

ケーブル引込フック

接地線取付けボルト

A部詳細 S=1:5

A部詳細 S=1:5

1
3

5

5

4
0

3

3

ベルマウス、
付属金物含む

化粧用鉄蓋

ベルマウス、
付属金物含む

化粧用鉄蓋

ベルマウス、
付属金物含む

化粧用鉄蓋

配筋図

詳細図

水溜桝

梯子構造図電力用立金物構造図

SS400 HDZT77

通信用立金物構造図

鉄筋コンクリート箱形断面

頂版・底版i=0.4衝撃係数

T-25活荷重
設計荷重

設計条件

設計基準強度　σck=40N/mm2

Ka=0.500土圧係数

地下水位

-地下水位以下

地下水位以上
土の単位重量

B=1350×H=1800×L=4500内空寸法（幅×高さ×長さ）

-

γs  =19.0KN/m3

コンクリート

SD345 D13～D22

コンクリート(下床版) 設計基準強度　σck=24N/mm2

SD345 D16鉄筋　(下床版)

鉄筋

構造形式

使用材料

(MN2,MN3,MN5,MS2,MS3,MS4,MS6)

S=1:50

S型マンホール

(2号)
コンクリート

レジンコンクリート箱形断面

設計基準強度　σbk=20.6MPaレジンコンクリート

S=1:20S=1:20S=1:20 S=1:20

S=1:8

S=1:10

工事名

作成年月日

会社名

縮尺

図面名

図面番号図示

特殊部構造図(1)

事業者名

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業

浜田河川国道事務所

43 葉之内 23

特殊部構造図(1)

基礎材

(RC-40)

1
2
0

下床版配筋図

3
3
0

7
0

4
0
0

D16

S1 D16

水膨張ゴム

D16T1 F1

S=1:20

鉄筋質量表

符号 径 単位質量 長さ 1本当り質量 本数 質量 形状

S1 D16 1.560 1.290 2.01 30 60

S2 D16 1.560 0.360 0.56 6 3

T1 D16 1.560 4.400 6.86 4 27

T2 D16 1.560 2.200 3.43 2 7

T3 D16 1.560 1.600 2.50 2 5

F1 D16 1.560 1.000 1.56 8 12

鉄筋合計 114 kg

S1 D16

S2 D16

F1  D16T1  D16T2  D16

T3 D16

S2 D16

(SD345)

S=1:50

差筋 D16 1.560 0.650 1.01 52 53

差筋 D16 1.560 0.420 0.66 6 4

差筋合計 57 kg

D16 171 kg

合計 171 kg
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1
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0
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0
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0

1
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5
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0=
1
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1
4
5

4500

34440066

1008@150=1200
4@75=300

4@150=600
4@75=300

12@150=1800100

数量表(MN3,MS2,MS3,MS4,MS6)

数量表(MN2)

プレキャストボックス 1

数　量名　　称 規　　　格

調整ブロック

B1350×H1800×L4500

1

鉄　蓋 T-25 i=0.4 500×960 シリンダー錠付

単位

個

組

基

500×960用 H=300

m3コンクリート

 0.114鉄　筋 SD345 D16 t

備　考

1

 6.075基礎材 RC-40 t=10cm m2

2号

 0.057差　筋 SD345 D16 t

1箇所当り

プレキャストボックス 1

数　量名　　称 規　　　格

調整ブロック

B1350×H1800×L4500

1

鉄　蓋 T-25 i=0.4 500×960 シリンダー錠付

単位

個

組

基

500×960用 H=600

 1.823m3コンクリート

 0.114鉄　筋 SD345 D16 t

備　考

1

 6.075基礎材 RC-40 t=10cm m2

2号

 0.057差　筋 SD345 D16 t

1箇所当り

数量表(MN5)

プレキャストボックス 1

数　量名　　称 規　　　格

調整ブロック

B1350×H1800×L4500

1

鉄　蓋 T-25 i=0.4 500×960 シリンダー錠付

単位

個

組

基

500×960用 H=800

m3コンクリート

 0.114鉄　筋 SD345 D16 t

備　考

1

 6.075基礎材 RC-40 t=10cm m2

2号

 0.057差　筋 SD345 D16 t

1箇所当り

 1.823

 1.823



鉄筋コンクリート箱形断面

頂版・底版i=0.4衝撃係数

T-25活荷重
設計荷重

設計条件

設計基準強度　σck=40N/mm2

Ka=0.500土圧係数

地下水位

-地下水位以下

地下水位以上
土の単位重量

B=1350/2150×H=1800×L=4500内空寸法（幅×高さ×長さ）

-

γs  =19.0KN/m3

コンクリート

SD345 D13～D22

コンクリート(下床版) 設計基準強度　σck=24N/mm2

SD345 D16鉄筋　(下床版)

鉄筋

構造形式

使用材料

960

民地側

車道側

A-A断面図

構 造 図

民地側 側面図

平面図

車道側 側面図

鉄 蓋 首部配置図

4500

4500

1
8
0
0

2
1
5
0

H

A

A

(2号)

民地側車道側

コンクリート

(MN1-1,MN4,MS1)

4500

1
8
0
0

1350

1
2
0

960

1
2
0

5
0

960×500

特殊部 首高

H=600

H=700MN4

MS1,MN1-1
L型マンホール

1770 960 1770

4
2
5

5
0
0

4
2
5

1
3
5
0

工事名

作成年月日

会社名

縮尺

図面名

図面番号図示

特殊部構造図(2)

事業者名

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業

浜田河川国道事務所

43 葉之内 24

特殊部構造図(2)

基礎材
(RC-40)

3
3
0

7
0

4
0
0

D16

S1 D16

水膨張ゴム

D16T1 F1

鉄筋質量表

符号 径 単位質量 長さ 1本当り質量 本数 質量 形状

S1 D16 1.560 1.270 1.98 13 26

S2 D16 1.560 1.335 2.08 4 8

S3 D16 1.560 0.340 0.53 6 3

S4 D16 1.560 1.550 2.42 1 2

S5 D16 1.560 1.750 2.73 1 3

S6 D16 1.560 1.950 3.04 1 3

S7 D16 1.560 2.070 3.23 13 42

T1 D16 1.560 4.410 6.88 4 28

T2 D16 1.560 1.620 2.53 2 5

T3 D16 1.560 2.190 3.42 3 10

T4 D16 1.560 1.890 2.95 1 3

T5 D16 1.560 1.740 2.71 1 3

T6 D16 1.560 1.590 2.48 1 2

F1 D16 1.560 1.000 1.56 8 12

鉄筋合計 150 kg

S1D16

S3D16

S3D16

S4D16
S5D16
S6D16
S7D16

T1D16

T2D16

T3D16T4D16
T5D16

T6D16

F1D16

S2D16

1
3
5
0

1
2
7
0

1
3
5

5
@
20
0
=
1
0
0
0

1
3
5

4500

4410

12090

2
1
5
0

2
0
7
0

1
3
5

9
@
20
0
=
1
8
0
0

1
3
5

(SD345)

差筋 D16 1.560 0.650 1.01 46 46

差筋 D16 1.560 0.420 0.66 6 4

差筋合計 50 kg

D16 200 kg

合計 200 kg

8@150=1200=300
4@75

=600
4@150

=600
4@150

=450
6@75

=600
8@75

=450
3@150

4
0

4644

4
0

4
0

4
0

下床版配筋図

S=1:20

S=1:50

集水釜

調整ブロック(500×960用)
鉄蓋(T-25 i=0.4 500×960 シリンダー錠付)

1
8
0
0

1
0
0

H

ベルマウス、
付属金物含む

化粧用鉄蓋

ベルマウス、
付属金物含む

化粧用鉄蓋

数量表(MS1,MN1-1)

プレキャストボックス 1

数　量名　　称 規　　　格

調整ブロック

B1350/2150×H1800×L4500

1

鉄　蓋 T-25 i=0.4 500×960 シリンダー錠付

単位

個

組

基

500×960用 H=600

m3コンクリート

 0.150鉄　筋 SD345 D16 t

備　考

1

 7.355基礎材 RC-40 t=10cm m2

2号

 0.050差　筋 SD345 D16 t

1箇所当り

 2.207

数量表(MN4)

プレキャストボックス 1

数　量名　　称 規　　　格

調整ブロック 1

鉄　蓋 T-25 i=0.4 500×960 シリンダー錠付

単位

個

組

基

500×960用 H=700

m3コンクリート

鉄　筋 SD345 D16 t

備　考

1

基礎材 RC-40 t=10cm m2

2号

差　筋 SD345 D16 t

1箇所当り

B1350/2150×H1800×L4500

 0.150

 7.355

 0.050

 2.207

プレキャストボックス

(B1350/2150×H1800×L4500)

5
0
0

配筋図

詳細図

1
9
0

3
2

250 250mmピッチ 100mm以上

L
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φ
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φ318.5
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φ
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4
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5
0
0

6

20
32×6FB

2インチソケット2インチプラグ

φ60穴

蓋 t=6mm

つめ4ヶ所

集水釜

集水釜構造図

梯子,立金物寸法表

梯子長さL(mm) 立金物長さL(mm)内空高さ(mm)
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4-φ25

A

A

A

A

ケーブル引込フック

接地線取付けボルト

A部詳細 S=1:5

A部詳細 S=1:5

1
3

5

5

4
0

3

3

水溜桝

梯子構造図電力用立金物構造図 通信用立金物構造図 S=1:20S=1:20S=1:20 S=1:20

S=1:8

S=1:10

S=1:50

SS400 HDZT77

SS400 HDZT77SS400 HDZT77

SS400 HDZT77

SS400 HDZT77 SS400 HDZT77



鉄筋コンクリート箱形断面

頂版・底版i=0.4衝撃係数

T-25活荷重
設計荷重

設計条件

設計基準強度　σck=40N/mm2

Ka=0.500土圧係数

地下水位

-地下水位以下

地下水位以上
土の単位重量

B=1350/2150×H=1800×L=4500内空寸法（幅×高さ×長さ）

-

γs  =19.0KN/m3

コンクリート

SD345 D13～D22

コンクリート(下床版) 設計基準強度　σck=24N/mm2

SD345 D16鉄筋(下床版)

鉄筋

構造形式

使用材料

960×500

960
960

1
2
0

5
0

1
2
0

1350

4500

4500

4500

1
8
0
0

1
8
0
0

2
1
5
0

A

A

民地側 車道側

民地側

車道側

A-A断面図

構 造 図

民地側 側面図

平面図

車道側 側面図

鉄 蓋 首部配置図

H

特殊部 首高

H=700

H=600MN1

MS1-1,MS5

1770 960 1770

4
2
5

5
0
0

4
2
5

1
3
5
0

(MN1,MS1-1,MS5)

L型マンホール

(2号)

コンクリート

S=1:50

工事名

作成年月日

会社名

縮尺

図面名

図面番号図示

特殊部構造図(3)

事業者名

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業

浜田河川国道事務所

43 葉之内 25

特殊部構造図(3)

基礎材
(RC-40)

3
3
0

7
0

4
0
0

D16

S1 D16

水膨張ゴム

D16T1 F1

鉄筋質量表

符号 径 単位質量 長さ 1本当り質量 本数 質量 形状

S1 D16 1.560 1.270 1.98 13 26

S2 D16 1.560 1.335 2.08 4 8

S3 D16 1.560 0.340 0.53 6 3

S4 D16 1.560 1.550 2.42 1 2

S5 D16 1.560 1.750 2.73 1 3

S6 D16 1.560 1.950 3.04 1 3

S7 D16 1.560 2.070 3.23 13 42

T1 D16 1.560 4.410 6.88 4 28

T2 D16 1.560 1.620 2.53 2 5

T3 D16 1.560 2.190 3.42 3 10

T4 D16 1.560 1.890 2.95 1 3

T5 D16 1.560 1.740 2.71 1 3

T6 D16 1.560 1.590 2.48 1 2

F1 D16 1.560 1.000 1.56 8 12

鉄筋合計 150 kg

S1D16

S3D16

S3D16

S4D16
S5D16
S6D16
S7D16

T1D16

T2D16

T3D16T4D16
T5D16

T6D16

F1D16

S2D16

1
3
5
0
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4500

4410

12090
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1
3
5

(SD345)

差筋 D16 1.560 0.650 1.01 46 46

差筋 D16 1.560 0.420 0.66 6 4

差筋合計 50 kg

D16 200 kg

合計 200 kg

8@150=1200=300
4@75

=600
4@150

=600
4@150

=450
6@75

=600
8@75

=450
3@150

4
0

4644

4
0

4
0

4
0

下床版配筋図

S=1:20

S=1:50

集水釜

調整ブロック(500×960用)
鉄蓋(T-25 i=0.4 500×960 シリンダー錠付)

プレキャストボックス

(B1350/2150×H1800×L4500)

1
8
0
0

1
0
0

H

ベルマウス、
付属金物含む

化粧用鉄蓋

ベルマウス、
付属金物含む

化粧用鉄蓋

数量表(MS1-1,MS5)

プレキャストボックス 1

数　量名　　称 規　　　格

調整ブロック

B1350/2150×H1800×L4500

1

鉄　蓋 T-25 i=0.4 500×960 シリンダー錠付

単位

個

組

基

500×960用 H=700

m3コンクリート

 0.150鉄　筋 SD345 D16 t

備　考

1

 7.355基礎材 RC-40 t=10cm m2

2号

 0.050差　筋 SD345 D16 t

1箇所当り

 2.207

数量表(MN1)

プレキャストボックス 1

数　量名　　称 規　　　格

調整ブロック 1

鉄　蓋 T-25 i=0.4 500×960 シリンダー錠付

単位

個

組

基

500×960用 H=600

m3コンクリート

鉄　筋 SD345 D16 t

備　考

1

基礎材 RC-40 t=10cm m2

2号

差　筋 SD345 D16 t

1箇所当り

B1350/2150×H1800×L4500

 0.150

 7.355

 0.050

 2.207
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0

配筋図

詳細図
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2インチソケット2インチプラグ

φ60穴

蓋 t=6mm

つめ4ヶ所

集水釜

集水釜構造図

梯子,立金物寸法表

梯子長さL(mm) 立金物長さL(mm)内空高さ(mm)
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7
5

R40

2
5

250

170

1
3
0

8
0

φ25

真鍮

M20

7575 5
5

5
0
m
mピ

ッ
チ

4
5

47

40

8
0

2
0

6
5
0

L
-
12

2
0

L

5
5
0

2
0

4
0

2
0

8
0

16

38

47

5

3
5

5
0
m
mピ

ッ
チ

6
5

47

40

8
0

L
-
12
0
0

L

5
5
0

6
5
0

2
0

4
0

2
0

8
0

16

38

47

4
0

5

14

3
9

2
6

26

4-φ25

A

A

A

A

ケーブル引込フック

接地線取付けボルト

A部詳細 S=1:5

A部詳細 S=1:5

1
3

5

5

4
0

3

3

水溜桝

梯子構造図電力用立金物構造図 通信用立金物構造図 S=1:20S=1:20S=1:20 S=1:20

S=1:8

S=1:10

SS400 HDZT77

SS400 HDZT77SS400 HDZT77

SS400 HDZT77

SS400 HDZT77 SS400 HDZT77



特殊部 首高

AS1 H=700

AN1 H=650

1
2
0

1
2
0
0

5
0

1
2
0

3600

1
5
0
0

960

960

1
5
0
0

300

H

960

3
0
0

960

960×500

民地側 車道側

A

A

車道側

民地側

A-A断面図

平面図

民地側 側面図

構 造 図

車道側 側面図

基礎ブロック図鉄 蓋 首部配置図

鉄筋コンクリート箱形断面

頂版・底版 i=0.4衝撃係数

T-25活荷重
設計荷重

設計条件

設計基準強度　σck=40N/mm2コンクリート

Ka=0.500土圧係数

地下水位

地下水位以下

地下水位以上
土の単位重量

B=1200×H=1500×L=3600内空寸法（幅×高さ×長さ）

-

γs  =19.0KN/m3

-

SD345 D13～D22鉄筋

コンクリート(下床版) 設計基準強度　σck=24N/mm2

鉄筋(下床版) SD345 D16

レジンコンクリート 設計基準強度　σbk=20.6MPa

使用材料

構造形式

H

1
0
0

1
5
0
0

2
5
5

1200

3600

345 1110 765 960 420

9
0
0

3
0
0

7
0
0

5
0
0

3600

H

レジンコンクリート箱形断面

(AN1,AS1)

電力地上機器部

(2号)

コンクリート

S=1:20S=1:20S=1:20 S=1:20

S=1:8

S=1:10

S=1:50

工事名

作成年月日

会社名

縮尺

図面名

図面番号図示

特殊部構造図(4)

事業者名

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業

浜田河川国道事務所

43 葉之内 26

特殊部構造図(4)

基礎材
(RC-40)

ベルマウス、
付属金物含む

化粧用鉄蓋

ベルマウス、
付属金物含む

化粧用鉄蓋

2
8
0

7
0

3
5
0

D16

S1 D16

水膨張ゴム

D16T1 F1

S1 D16

S2 D16

F1 D16

T1 D16T2 D16

S2 D16

T3 D16

鉄筋質量表

符号 径 単位質量 長さ 1本当り質量 本数 質量 形状

S1 D16 1.560 1.140 1.78 24 43

S2 D16 1.560 0.280 0.44 6 3

T1 D16 1.560 3.500 5.46 4 22

T2 D16 1.560 0.860 1.34 2 3

T3 D16 1.560 2.060 3.21 2 6

F1 D16 1.560 1.000 1.56 8 12

鉄筋合計 89 kg

(SD345)

差筋 D16 1.560 0.540 0.84 40 34

差筋 D16 1.560 0.340 0.53 6 3

差筋合計 37 kg

D16 126 kg

合計 126 kg
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3466
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=450100 =600 11@150=1650

3500

=300=300
4@75

下床版配筋図

S=1:20

S=1:50

集水釜

調整ブロック(500×960用) 鉄蓋(T-25 i=0.4 500×960 シリンダー錠付)

プレキャストボックス

(B1200×H1500×L3600)

基礎ブロック(300×960用)

プレキャストボックス 1

数　量名　　称 規　　　格

調整ブロック

B1200×H1500×L3600

1

1箇所当り

鉄　蓋 T-25 i=0.4 500×960 シリンダー錠付

単位

個

組

基

500×960用 H=650

m3コンクリート

鉄　筋 SD345 D16 t

備　考

1

基礎材 RC-40 t=10cm m2

2号

差　筋 SD345 D16 t

基礎ブロック 300×960用 H=650 個 1

 0.037

 0.089

 1.080

 4.320

プレキャストボックス 1

数　量名　　称 規　　　格

調整ブロック

B1200×H1500×L3600

1

1箇所当り

鉄　蓋 T-25 i=0.4 500×960 シリンダー錠付

単位

個

組

基

500×960用 H=700

m3コンクリート

鉄　筋 SD345 D16 t

備　考

1

基礎材 RC-40 t=10cm m2

2号

差　筋 SD345 D16 t

基礎ブロック 300×960用 H=700 個 1

 0.037

 0.089

 1.080

 4.320

数量表(AN1)

数量表(AS1)
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配筋図

詳細図
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つめ4ヶ所

集水釜

集水釜構造図

梯子,立金物寸法表

梯子長さL(mm) 立金物長さL(mm)内空高さ(mm)
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4-φ25

A

A

A
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ケーブル引込フック

接地線取付けボルト

A部詳細 S=1:5

A部詳細 S=1:5
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5

4
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3

水溜桝

梯子構造図電力用立金物構造図 通信用立金物構造図

SS400 HDZT77

SS400 HDZT77SS400 HDZT77

SS400 HDZT77

SS400 HDZT77 SS400 HDZT77
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2
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2
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1
5
0
0

960×5002
5
5

民地側 車道側

A

A

車道側

民地側

A-A断面図

平面図

民地側 側面図

構 造 図

車道側 側面図

鉄筋コンクリート箱形断面

頂版・底版 i=0.1衝撃係数

T-25活荷重
設計荷重

設計条件

コンクリート(下床版)

鉄筋

地下水位以下

設計基準強度　σck=24N/mm2

SD345 D16鉄筋(下床版)

SD345 D13～D22

使用材料

γs  =19.0KN/m3

-

コンクリート

構造形式

設計基準強度　σck=40N/mm2

Ka=0.500土圧係数

地下水位

地下水位以上
土の単位重量

B=1200×H=1500×L=1800内空寸法（幅×高さ×長さ）

-

1
0
0

1800

420 960 420

3
0
0 1
7
5
5
0
0

2
2
5

1800

レジンコンクリート箱形断面

レジンコンクリート

(AN2,AS2,AS3)

電力地上機器部

(2号)
コンクリート

S=1:20S=1:20S=1:20 S=1:20

S=1:8

S=1:10

S=1:50

工事名

作成年月日

会社名

縮尺

図面名

図面番号図示

特殊部構造図(5)

事業者名

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業

浜田河川国道事務所

43 葉之内 27

特殊部構造図(5)

基礎材
(RC-40)

ベルマウス、
付属金物含む

化粧用鉄蓋

S1 D16

S2 D16

T1 D16

T2 D16

S2 D16

T2 D16F1 D16

鉄筋質量表

符号 径 単位質量 長さ 1本当り質量 本数 質量 形状

S1 D16 1.560 1.140 1.78 12 21

S2 D16 1.560 0.280 0.44 6 3

T1 D16 1.560 1.700 2.65 4 11

T2 D16 1.560 0.560 0.87 4 3

F1 D16 1.560 1.000 1.56 8 12

鉄筋合計 50 kg

(SD345)

差筋 D16 1.560 0.580 0.90 16 14

差筋 D16 1.560 0.330 0.51 6 3

差筋合計 17 kg

D16 67 kg

合計 67 kg
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D16

S1 D16

水膨張ゴム

D16T1 F1

下床版配筋図

S=1:20

S=1:50

集水釜

調整ブロック(500×960用) 鉄蓋(歩道用化粧角蓋 i=0.1 500×960 シリンダー錠付)

プレキャストボックス

(B1200×H1500×L1800)

基礎ブロック(300×960用)

1200
プレキャストボックス 1

数　量名　　称 規　　　格

調整ブロック

B1200×H1500×L1800

1

1箇所当り

鉄　蓋 歩道用化粧角蓋 i=0.1 500×960 シリンダー錠付

単位

個

組

基

500×960用 H=255

m3コンクリート

鉄　筋 SD345 D16 t

備　考

1

基礎材 RC-40 t=10cm m2

2号

差　筋 SD345 D16 t

基礎ブロック 300×960用 H=255 個 1

 0.017

 0.050

 0.540

 2.160

数量表(AN2,AS2,AS3)

設計基準強度　σbk=20.6MPa

1
2
0
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960

300

2
5
5

960

3
0
0

960

基礎ブロック図鉄 蓋 首部配置図

2
5
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5
0
0

配筋図

詳細図

1
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250 250mmピッチ 100mm以上

L
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φ
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φ
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4
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5
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32×6FB

2インチソケット2インチプラグ

φ60穴

蓋 t=6mm

つめ4ヶ所

集水釜

集水釜構造図

梯子,立金物寸法表

梯子長さL(mm) 立金物長さL(mm)内空高さ(mm)
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4-φ25

A

A

A

A

ケーブル引込フック

接地線取付けボルト

A部詳細 S=1:5

A部詳細 S=1:5

1
3

5

5

4
0

3

3

水溜桝

梯子構造図電力用立金物構造図 通信用立金物構造図

SS400 HDZT77

SS400 HDZT77SS400 HDZT77

SS400 HDZT77

SS400 HDZT77 SS400 HDZT77



鉄筋コンクリート箱型断面

側壁i=0 頂版,底版i=0.1

T-25
設計荷重

設計条件
活荷重

衝撃係数

構造形式

土圧係数

土の単位重量
地下水位以下

地下水位以上

Ko=0.5

地下水位

内空寸法(幅x高さx長さ)

19kN/m3

設計基準強度σck=30N/mm2

-

-

コンクリート

鉄筋

下床版コンクリート

SD 345

設計基準強度σck=24N/mm2
使用材料

1.0m×1.5m×2.2m

特殊部 首高

TN2 H=700

TS2 H=300

設計基準強度σbk=20.6MPaレジンコンクリート

レジンコンクリート箱型断面

(TN2,TS2)

通信基点桝

S=1:20S=1:20S=1:20 S=1:20

S=1:8

S=1:10

S=1:50

工事名

作成年月日

会社名

縮尺

図面名

図面番号図示

特殊部構造図(6)

事業者名

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業

浜田河川国道事務所

43 葉之内 28

特殊部構造図(6)

民地側 車道側

A-A断面図
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民地側 側面図

A

A

民地側

平 面 図

車道側

車道側 側面図

調整ブロック(500×960用)

1
0
0

ベルマウス、
付属金物含む

化粧用鉄蓋

プレキャストボックス

(B1000×H1500×L2200)

基礎材
(RC-40)

集水釜

コンクリート

(2号)

ベルマウス、
付属金物含む

化粧用鉄蓋

下床版配筋図

S=1:15

S=1:50

鉄筋質量表

符号 径 単位質量 長さ 1本当り質量 本数 質量 形状

S1 D16 1.560 0.940 1.47 14 21

S2 D16 1.560 0.180 0.28 6 2

T1 D16 1.560 2.100 3.28 4 13

T2 D16 1.560 0.760 1.19 4 5

鉄筋合計 41 kg

(SD345)

差筋 D16 1.560 0.480 0.75 20 15

差筋 D16 1.560 0.230 0.36 6 2

差筋合計 17 kg

D16 58 kg

合計 58 kg
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注) 鉄筋はT1,T2部材が上側になるように設置する。

2
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T1 D16 T2 D16

S1 D16

T1 D16

6
0

3@150
=450

4@75
=600
4@150

=300
4@75
=300

3@150
=450

B1000×H1500×L2200プレキャストボックス 1

数　量名　　称 規　　　格

調整ブロック 1

1箇所当り

鉄　蓋

単位

個

組

基

数量表(TS2)

500×960用 H=300

m3コンクリート

鉄　筋 SD345 D16 t

備　考

1

基礎材 RC-40 t=10cm m2

2号

差　筋 SD345 D16 t  0.017

 0.041

 0.550

 2.200

B1000×H1500×L2200プレキャストボックス 1

数　量名　　称 規　　　格

調整ブロック 1

1箇所当り

鉄　蓋

単位

個

組

基

数量表(TN2)

500×960用 H=700

m3コンクリート

鉄　筋 SD345 D16 t

備　考

1

基礎材 RC-40 t=10cm m2

2号

差　筋 SD345 D16 t  0.017

 0.041

 0.550

 2.200

鉄蓋(歩道用化粧角蓋 i=0.1 500×960 シリンダー錠付)

歩道用化粧角蓋 i=0.1 500×960 シリンダー錠付

歩道用化粧角蓋 i=0.1 500×960 シリンダー錠付
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φ60穴

蓋 t=6mm

つめ4ヶ所

集水釜

集水釜構造図

梯子,立金物寸法表

梯子長さL(mm) 立金物長さL(mm)内空高さ(mm)
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4-φ25

A

A

A

A

ケーブル引込フック

接地線取付けボルト

A部詳細 S=1:5

A部詳細 S=1:5

1
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5

5

4
0

3

3

水溜桝

梯子構造図電力用立金物構造図 通信用立金物構造図

配筋図

詳細図

鉄 蓋 首部配置図

構 造 図

SS400 HDZT77

SS400 HDZT77SS400 HDZT77

SS400 HDZT77

SS400 HDZT77 SS400 HDZT77



SD 345

設計基準強度σck=24N/mm2下床版コンクリート

-

-

鉄筋

コンクリート

土圧係数

土の単位重量
地下水位以下

地下水位以上

Ko=0.5

地下水位

内空寸法(幅x高さx長さ)

19kN/m3

設計基準強度σck=30N/mm2

側壁i=0 頂版,底版i=0.1

T-25
設計荷重

設計条件
活荷重

衝撃係数

使用材料

1.0m×1.5m×2.2m

レジンコンクリート 設計基準強度σbk=20.6MPa

民地側 車道側

A-A断面図

鉄　蓋 首部配置図
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A

民地側

平 面 図

車道側

車道側 側面図

調整ブロック(φ750用)

1
0
0

ベルマウス、
付属金物含む

化粧用鉄蓋

プレキャストボックス

(B1000×H1500×L2200)

基礎材
(RC-40)

集水釜

コンクリート

(2号)

下床版配筋図

S=1:15

S=1:50

鉄筋質量表

符号 径 単位質量 長さ 1本当り質量 本数 質量 形状

S1 D16 1.560 0.940 1.47 14 21

S2 D16 1.560 0.180 0.28 6 2

T1 D16 1.560 2.100 3.28 4 13

T2 D16 1.560 0.760 1.19 4 5

鉄筋合計 41 kg

(SD345)

差筋 D16 1.560 0.480 0.75 20 15

差筋 D16 1.560 0.230 0.36 6 2

差筋合計 17 kg

D16 58 kg

合計 58 kg
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注) 鉄筋はT1,T2部材が上側になるように設置する。
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S1 D16

T1 D16
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民地側 側面図
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φ750

5
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φ750

(TN5,TS3)

通信基点桝

S=1:20S=1:20S=1:20 S=1:20

S=1:8

S=1:10

S=1:50

工事名

作成年月日

会社名

縮尺

図面名

図面番号図示

特殊部構造図(7)

事業者名

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業

浜田河川国道事務所

43 葉之内 29

特殊部構造図(7)

B1000×H1500×L2200プレキャストボックス 1

数　量名　　称 規　　　格

調整ブロック 1

1箇所当り

鉄　蓋

単位

個

組

基

数量表(TS3,TN5)

φ750用 H=550

m3コンクリート

鉄　筋 SD345 D16 t

備　考

1

基礎材 RC-40 t=10cm m2

2号

差　筋 SD345 D16 t  0.017

 0.041

 0.550

 2.200

鉄蓋(歩道用化粧角蓋 i=0.1 500×960 シリンダー錠付)

T-25 i=0.1 φ750 シリンダー錠付 球状黒鉛鋳鉄

鉄筋コンクリート箱型断面
構造形式

レジンコンクリート箱型断面
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蓋 t=6mm

つめ4ヶ所

集水釜

集水釜構造図

梯子,立金物寸法表

梯子長さL(mm) 立金物長さL(mm)内空高さ(mm)
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4-φ25

A

A

A
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ケーブル引込フック

接地線取付けボルト

A部詳細 S=1:5

A部詳細 S=1:5
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4
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3

水溜桝

梯子構造図電力用立金物構造図 通信用立金物構造図

配筋図

詳細図

構 造 図

SS400 HDZT77

SS400 HDZT77SS400 HDZT77

SS400 HDZT77

SS400 HDZT77 SS400 HDZT77



2000
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0
0

2000

5
0
0

（500x2000）

鉄蓋

敷モルタル

基礎材

（RC-40）

断面図

車道側 民地側

（高炉1:3）

1
0
5
0

2-2側面図

1-1側面図

平面図

1
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5
0

5
0
0

1
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0

1
0
0

民地側

民地側

車道側

車道側

2000

2000

2000

2

2

1

1

1
0
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1
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0

5050

50 50

500

50 50

(TN1,TN3,TN4,TN6,TS1,TS4,TS5)

通信接続桝

工事名

作成年月日

会社名

縮尺

図面名

図面番号1:20

特殊部構造図(8)

事業者名

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業

浜田河川国道事務所

43 葉之内 30

特殊部構造図(8)

鉄線(SWM-P)

-

-

鉄筋

土圧係数

土の単位重量
地下水位以下

地下水位以上

Ko=0.5

地下水位

内空寸法(幅x高さx長さ)

r=19kN/m3

鉄筋コンクリート箱型断面

側壁i=0 底版i=0.1

T-25(輪荷重50kN,隣接軸距1.3m)
設計荷重

設計条件
活荷重

衝撃係数

構造形式

使用材料

0.5m×1.050m×2.000m

レジンコンクリート箱型断面

プレキャストボックス

(B500×H1050×L2200)

ベルマウス、
付属金物含む

化粧用鉄蓋

鉄蓋(T-25 500×2000 スライドロック式(シリンダー錠付))

B500×H1050×L2000プレキャストボックス 1

数　量名　　称 規　　　格

1箇所当り

鉄　蓋

単位

組

基

数量表(TN1,TN3,TN4,TN6,TS1,TS4,TS5))

式敷モルタル

備　考

1

基礎材 RC-40 t=10cm m2

高炉1:3

 1.748

1

T-25 500×2000 スライドロック式(シリンダー錠付)

コンクリート 設計基準強度σck=30N/mm2

レジンコンクリート 設計基準強度σbk=20.6MPa
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(BS1-1,BS1,BS2,BS3)

分岐桝

工事名

作成年月日

会社名

縮尺

図面名

図面番号1:20

特殊部構造図(9)

事業者名

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業

浜田河川国道事務所

43 葉之内 31

特殊部構造図(9)

SD295A鉄筋

コンクリート

土圧係数

土の単位重量

KA=0.5

内空寸法(幅x高さx長さ)

r=19kN/m3

レジンコンクリート箱型断面

i=0.1

T-25(輪荷重50kN，隣接軸距1.3m)
設計荷重

設計条件
活荷重

衝撃係数

使用材料

0.6m×0.475m×1.2m

本体土被り GL-160mm

鉄筋コンクリート箱型断面
構造形式

レジンコンクリート 設計基準強度σbｋ=20.6MPa

民地側

車道側

A-A断面

A

B

A

B

B-B断面

民地側 車道側

平 面 図

鉄 蓋

600×1200

1
3
0

鉄蓋(T-25 600×1200 スライド式(シリンダー錠付))

鉄蓋(T-25 600×1200 スライド式(シリンダー錠付))

プレキャストボックス(B600×H475×L1200)

プレキャストボックス(B600×H475×L1200)

敷モルタル(高炉1:3)

敷モルタル(高炉1:3)

基礎材(RC-40)

基礎材(RC-40)

ベルマウス、
付属金物含む

化粧用鉄蓋

プレキャストボックス 1

数　量名　　称 規　　　格

B600×H475×L1200

1箇所当り

単位

基

数量表(BS1-1,BS1,BS2,BS3)
備　考

T-25 600×1200 スライド式(シリンダー錠付) 組 1鉄　蓋

敷モルタル 高炉 1:3 式

1.183基礎材 RC-40 t=10cm m2

1

設計基準強度σck=30N/mm2



6
0
0

1200 1200

50 1200 1200

1
0
0

50

(BN1)

分岐桝 2連

工事名

作成年月日

会社名

縮尺

図面名

図面番号1:20

特殊部構造図(10)

事業者名

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業

浜田河川国道事務所

43 葉之内 32

特殊部構造図(10)

民地側

車道側

A-A断面

A

B

A

B

B-B断面

民地側 車道側

平 面 図

鉄 蓋

600×1200

1
3
0

鉄蓋(T-25 600×1200 スライド式(シリンダー錠付))

プレキャストボックス(B600×H475×L1200(2連))

敷モルタル(高炉1:3)

基礎材(RC-40)

鉄蓋(T-25 600×1200 スライド式(シリンダー錠付))

プレキャストボックス(B600×H475×L1200(2連))

敷モルタル(高炉1:3)

基礎材(RC-40)

ベルマウス、
付属金物含む

化粧用鉄蓋

プレキャストボックス 1

数　量名　　称 規　　　格

B600×H475×L1200(2連)

1箇所当り

単位

基

数量表
備　考

T-25 600×1200 スライド式(シリンダー錠付) 組 2鉄　蓋

敷モルタル 高炉 1:3 式

 2.284基礎材 RC-40 t=10cm m2

1

50 600 50

4
7
5

1
0
0

4
7
5

4
7
5

SD295A鉄筋

コンクリート

土圧係数

土の単位重量

KA=0.5

内空寸法(幅x高さx長さ)

r=19kN/m3

レジンコンクリート箱型断面

i=0.1

T-25(輪荷重50kN，隣接軸距1.3m)
設計荷重

設計条件
活荷重

衝撃係数

使用材料

本体土被り GL-160mm

鉄筋コンクリート箱型断面
構造形式

レジンコンクリート 設計基準強度σbｋ=20.6MPa

0.6m×0.475m×1.2m 2連

設計基準強度σck=30N/mm2



起点側 終点側

民地側

車道側

南側

記号事 業 者区分

電力

備　考

中国電力 EH

Eh

EL

共通FA通信

電力メンテナンス管

FA

EM1

EM2

通信ボディー管

NTT T1

BD1

BD2

EC1

通信メンテナンス管

エネルギア・コミュニケーションズ EN1

TM1

ひとまろビジョン CA1

R2

R1

公安用

RE

KS

道路管理者

RS

TM2

TM3

道路管理者照明用

T2

I型電力・通信接続部

起点側
民地側 車道側

（MS1-1）

1
8
0
0

2150

1
8
0
0

1350

I型電力・通信接続部

終点側
民地側 車道側

（MS1-1）

将来用ノックアウト

I型電力・通信接続部

起点側
民地側 車道側

I型電力・通信接続部

車道側
終点側 起点側

（MS1） （MS1）

4500

1
8
0
0

1
8
0
0

1
8
0
0

1350

I型電力・通信接続部

終点側
民地側 車道側

（MS1）

5
5
0

9
5
3

2
9
7

9
5
2

民地側 車道側

(BS1-1,BS1～BS3)

分岐桝

600

4
7
5

BD2

共用
FA

EH
KS

KS

RE

ELEh

EM1

1
5
0

6
9
8

9
5
2

391 569 1190

2150

BD2

共用
FA

EH
KS

KS

RE

ELEh

EM1

連系管路

EH

EH

Eh

EM

ENT

T
T

291 569 1290

1
5
0

5
0
0

4
7

1
0
5
3

5
0

BD2

共用
FA

EH
KS

KS

RE

ELEh

EM1

6
9
8

1
5
0

391 569 390

2
6
3

1
2
5

8
7

EL

388 125 87

7
0
0

9
5
0

375 600 375

1
5
0

100 750 1300

EH EM1

KS

KS

RE

EN1

T1
TM2

T3

MC1

3518 764 218

BS2 起点側・終点側、BS3 起点側・終点側は、HIVP管

ベルマウス配置図(1)

工事名

作成年月日

会社名

縮尺

図面名

図面番号1:20

ベルマウス配置図(1)

事業者名

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業

浜田河川国道事務所

43 葉之内 33

ベルマウス数量表

管 種 別 種　類

角型FEPφ130 沈下埋設型

従来型

MS1-1 BS1-1,BS1MS1

管路条数

BS2,BS3

6 - -2

- - - -

角型FEPφ100 沈下埋設型

従来型

4 - -2

- - 2 -

角型FEPφ75 沈下埋設型

従来型

11 - -3

- - - -

HIVPφ125 沈下埋設型

従来型

- - --

- - - -

HIVPφ100 沈下埋設型

従来型

- - --

- - - 2

VPφ250 沈下埋設型

従来型

- - --

- - - -

VPφ200 沈下埋設型

従来型

2 - -1

- - - -

VPφ150 沈下埋設型

従来型

3 - -1

- - - -

PVφ75 沈下埋設型

従来型

- - --

- - - -

PVφ50 沈下埋設型

従来型

- - --

- - - -

VEφ70 沈下埋設型

従来型

- - --

- - - -



起点側 終点側

民地側

車道側

南側

通信接続桝

民地側 車道側
起点側

通信接続桝

民地側 車道側
終点側

（TS1） （TS1）
起点側

民地側 車道側

電力地上機器部

（AS1）
終点側

民地側 車道側

電力地上機器部

（AS1）

1200

1
5
0
0

1
5
0

1200

1
5
0
0

384 433 383

BD2

共用
FA

4
5
0

4
5
1

1
4
9

1
0
5
0

117 291 92

500

BD2

共用
FA

4
5
0

4
5
1

1
4
9

1
0
5
0

117 291 92

500

1
8
0
0

1350

1
8
0
0

1
5
0

1350

320730 300

I型電力・通信接続部

起点側
民地側 車道側

I型電力・通信接続部

終点側
民地側 車道側

（MS2） （MS2）

連系管路

民地側 車道側
起点側

民地側 車道側
終点側

通信基点桝 通信基点桝

（TS2） （TS2）

1
5
0

1000

1
5
0
0

1000

1
5
0
0

KS

EN2

R2 RS

RE

T3

T3 TM3共用

FA

KS

EH

ELEh

EM1 5
0
0

8
5
0

496 250 454

ELEh

EM1 EH

5
0
0

8
5
0

3
2
0

5
0
3

6
7
7

BD2

共用

FA

KS

KS

RE

297 407 297

1
5
0

3
2
0

1
0
3
0

100 580 320

EhEM

KS

ELEh

EM1 EHEN2

R2 RS

RE

T3

T3 TM3

共用

FA

KS

9
1
1

1
8
9

253 844 253

BD2

共用
FA

EH
KS

KS

RE

ELEh

EM1

6
9
8

9
5
2

391 569 390

4
0
0

1
5
0

1
5
0

工事名

作成年月日

会社名

縮尺

図面名

図面番号1:20

ベルマウス配置図(2)

事業者名

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業

浜田河川国道事務所

43 葉之内 34

ベルマウス配置図(2)

記号事 業 者区分

電力

備　考

中国電力 EH

Eh

EL

共通FA通信

電力メンテナンス管

FA

EM1

EM2

通信ボディー管

NTT T1

BD1

BD2

EC1

通信メンテナンス管

エネルギア・コミュニケーションズ EN1

TM1

ひとまろビジョン CA1

R2

R1

公安用

RE

KS

道路管理者

RS

TM2

TM3

道路管理者照明用

T2

T3

MC1

ベルマウス数量表

管 種 別 種　類

角型FEPφ130 沈下埋設型

従来型

TS1 TS2AS1

管路条数

MS2

2 - 2-

- - - -

角型FEPφ100 沈下埋設型

従来型

2 - 2-

- - - -

角型FEPφ75 沈下埋設型

従来型

- 3 3-

- - - -

HIVPφ125 沈下埋設型

従来型

2 - 2-

- - - -

HIVPφ100 沈下埋設型

従来型

2 - 2-

- - - -

VPφ250 沈下埋設型

従来型

- - --

- - - -

VPφ200 沈下埋設型

従来型

- 1 1-

2 - - -

VPφ150 沈下埋設型

従来型

- 2 2-

2 - - -

PVφ75 沈下埋設型

従来型

- - --

- - - -

PVφ50 沈下埋設型

従来型

- 7 7-

- - - -

VEφ70 沈下埋設型

従来型

- 2 2-

- - - -



起点側 終点側

民地側

車道側

南側

1
8
0
0

1350

1
8
0
0

1350

I型電力・通信接続部

起点側
民地側 車道側

I型電力・通信接続部

終点側
民地側 車道側

（MS3） （MS3）

1
8
0
0

I型電力・通信接続部

起点側
民地側 車道側

I型電力・通信接続部

終点側
民地側 車道側

（MS4） （MS4）

1
5
0

1000

1
5
0
0

1000

1
5
0
0

315 371 314

民地側 車道側
起点側

民地側 車道側
終点側

（TS3） （TS3）

通信基点桝 通信基点桝

連系管路

EL

BD2

共用

FA

EH
KS

KS

RE

ELEh

EM1

1
5
0

9
5
0

5
0

5
5
0

1
5
0

700 150 500

1
5
0

4
2
9

1
2
2
1

KS

KS

EL

Eh

EM1

EH

TM3

R2 RS

EN

RE

T3

T3

303744303

1
8
0
0

1350

1
5
0

4
2
9

1
2
2
1

KS

KS

EL

Eh

EM1

EH

TM3

R2 RS

EN

RE

T3

T3

406

BD2

共用
FA

KS

KS

RE

ELEh

EM1 EH

744 200

5
6
3

1
0
8
7

1
5
0

1350

223 904 223

BD2

共用
FA

KS

KS

RE5
0
3

8
4
7

296 407 297

KS

EN2

R2 RS

RE

T3

T3 TM3

共用
FA

KS

2
5
0

3
5
3

8
9
7

391 569 390

工事名

作成年月日

会社名

縮尺

図面名

図面番号1:20

ベルマウス配置図(3)

事業者名

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業

浜田河川国道事務所

43 葉之内 35

ベルマウス配置図(3)

記号事 業 者区分

電力

備　考

中国電力 EH

Eh

EL

共通FA通信

電力メンテナンス管

FA

EM1

EM2

通信ボディー管

NTT T1

BD1

BD2

EC1

通信メンテナンス管

エネルギア・コミュニケーションズ EN1

TM1

ひとまろビジョン CA1

R2

R1

公安用

RE

KS

道路管理者

RS

TM2

TM3

道路管理者照明用

T2

T3

MC1

ベルマウス数量表

管 種 別 種　類

角型FEPφ130 沈下埋設型

従来型

MS3 TS3MS4

管路条数

- -2

- - -

角型FEPφ100 沈下埋設型

従来型

- -2

- - -

角型FEPφ75 沈下埋設型

従来型

3 33

- - -

HIVPφ125 沈下埋設型

従来型

4 -2

- - -

HIVPφ100 沈下埋設型

従来型

4 -2

- - -

VPφ250 沈下埋設型

従来型

- --

- - -

VPφ200 沈下埋設型

従来型

1 11

- - -

VPφ150 沈下埋設型

従来型

1 21

- - -

PVφ75 沈下埋設型

従来型

- --

- - -

PVφ50 沈下埋設型

従来型

7 77

- - -

VEφ70 沈下埋設型

従来型

2 22

- - -



起点側 終点側

民地側

車道側

南側

1350

1
8
0
0

2150

1
8
0
0

1
5
0

2
5
0

5
0

1
8
0
0

5
8
0

2
6
1

9
5
9

I型電力・通信接続部

起点側
民地側 車道側

I型電力・通信接続部

車道側
終点側 起点側

I型電力・通信接続部

終点側
民地側 車道側

連系管路

（MS5） （MS5） （MS5）

1200

1
5
0
0

1
5
0
0

1200

通信接続桝

民地側 車道側
起点側

通信接続桝

民地側 車道側
終点側起点側

民地側 車道側

電力地上機器部

終点側
民地側 車道側

電力地上機器部

（AS2） （AS2） （TS4,TS5） （TS4,TS5）

BD1

共用
FA

117 316 67

500

4
5
0

5
0
2

9
8

1
0
5
0

BD1

共用
FA

117 316 67

500

4
5
0

5
0
2

9
8

1
0
5
0

EM
ENMC

CA
CA

EH
EC1

KS

ELEh

EM1 EHEN2

R2 RS

RE

T3

T3 TM3

共用

FA

KS 4
0
0

9
5
0

253 844 253

Eh

EM2

EL

4
5
0

2
5
0

8
0
0

400 250 550

225 900 225

共用
FA

Eh

BD1

EM2

KS

KS

RE

EL

2
5
0

5
5
0

1
5
0

730 570 850

8
5
0

Eh

EM2

EL

1
5
0

7
4
8

6
0
2

493 250 457

EHEM1
CA1

EC1

CA1

EN1 MC1

TM2

290 621 3589

4500

工事名

作成年月日

会社名

縮尺

図面名

図面番号1:20

ベルマウス配置図(4)

事業者名

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業

浜田河川国道事務所

43 葉之内 36

ベルマウス配置図(4)

記号事 業 者区分

電力

備　考

中国電力 EH

Eh

EL

共通FA通信

電力メンテナンス管

FA

EM1

EM2

通信ボディー管

NTT T1

BD1

BD2

EC1

通信メンテナンス管

エネルギア・コミュニケーションズ EN1

TM1

ひとまろビジョン CA1

R2

R1

公安用

RE

KS

道路管理者

RS

TM2

TM3

道路管理者照明用

T2

T3

MC1

ベルマウス数量表

管 種 別 種　類

角型FEPφ130 沈下埋設型

従来型

AS2

管路条数

TS4,TS5

- -2

- - -

角型FEPφ100 沈下埋設型

従来型

6 -3

- - -

角型FEPφ75 沈下埋設型

従来型

- -9

- - -

HIVPφ125 沈下埋設型

従来型

- -2

- - -

HIVPφ100 沈下埋設型

従来型

- -2

- - -

VPφ250 沈下埋設型

従来型

- -1

- - 2

VPφ200 沈下埋設型

従来型

- --

- - -

VPφ150 沈下埋設型

従来型

- -2

- - 2

PVφ75 沈下埋設型

従来型

- --

- - -

PVφ50 沈下埋設型

従来型

- -7

- - -

VEφ70 沈下埋設型

従来型

- -2

- - -

MS5



1
5
0
0

起点側
民地側 車道側

電力地上機器部

終点側
民地側 車道側

電力地上機器部

（AS3） （AS3）

1
8
0
0

3
0
0

1
3
0
2

1
9
8

I型電力・通信接続部

起点側
民地側 車道側

I型電力・通信接続部

終点側
民地側 車道側

（MS6） （MS6）

I型電力・通信接続部

車道側
終点側 起点側

（MS6）

1
5
0

7
4
8

6
0
2

473 255 472

Eh

EM2

EL

1
5
0
0

1
5
0

7
4
8

6
0
2

473 255 472

1200 1200

390 570 390

1350

1980 540 1980

4500

1
8
0
0

1
5
0

7
0
0

9
5
0

1
8
0
0

1
5
0

3
1
5

7
8
5

共用
FA

Eh

BD1

EM2KS

KS

RE

EL

Eh

EM2

EL

EN1 EN1

RE KS KS
T1

TM2

KS

KS

REEN1

RS

R2

EM2 EhT2

T2

T2

ELTM2

EM2

共用
FA EL

Eh

KS

KS

RE

BD1

217 917 217

305 741 304

1350

2
9
7

2
5
3

起点側 終点側

民地側

車道側

南側

工事名

作成年月日

会社名

縮尺

図面名

図面番号1:20

ベルマウス配置図(5)

事業者名

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業

浜田河川国道事務所

43 葉之内 37

ベルマウス配置図(5)

記号事 業 者区分

電力

備　考

中国電力 EH

Eh

EL

共通FA通信

電力メンテナンス管

FA

EM1

EM2

通信ボディー管

NTT T1

BD1

BD2

EC1

通信メンテナンス管

エネルギア・コミュニケーションズ EN1

TM1

ひとまろビジョン CA1

R2

R1

公安用

RE

KS

道路管理者

RS

TM2

TM3

道路管理者照明用

T2

T3

MC1

ベルマウス数量表

管 種 別 種　類

角型FEPφ130 沈下埋設型

従来型

AS3 MS6

管路条数

--

- -

角型FEPφ100 沈下埋設型

従来型

96

- -

角型FEPφ75 沈下埋設型

従来型

19-

- -

HIVPφ125 沈下埋設型

従来型

--

- -

HIVPφ100 沈下埋設型

従来型

--

- -

VPφ250 沈下埋設型

従来型

2-

- -

VPφ200 沈下埋設型

従来型

--

- -

VPφ150 沈下埋設型

従来型

3-

- -

PVφ75 沈下埋設型

従来型

3-

- -

PVφ50 沈下埋設型

従来型

--

- -

VEφ70 沈下埋設型

従来型

--

- -



I型電力・通信接続部

起点側

I型電力・通信接続部

終点側

1
8
0
0

（MN1-1） （MN1-1）

民地側車道側 民地側車道側

1350 2150

1
8
0
0

将来用ノックアウト

I型電力・通信接続部

起点側

I型電力・通信接続部

終点側

1
8
0
0

（MN1） （MN1）

民地側車道側 民地側車道側

I型電力・通信接続部

車道側

1
8
0
0

（MN1）

起点側 終点側

5
5
0

9
5
3

2
9
7

1
8
0
0

連系管路

共用
FA

BD2

EL Eh

EM2 KS

KS

RE

共用
FA

BD2

EL Eh

EM2 KS

KS

RE

1
5
0

6
9
8

9
5
2

7
0
0

9
5
0

1192 565 393350 650 350

EH EM
EN

1100 700 350

1
5
0

2
5
0

5
0

1
0
9
7

2
5
3

2150

1192 565 393

1
5
0

共用
FA

BD2

KS

KS

RE

1
5
0

6
8
7

9
6
3

386 579 385

1350

EM2

EL Eh

EHEM1

KS

KS

RE

EN1
T1

TM2

起点側 終点側

民地側

車道側

北側

218 764 3518

4500 工事名

作成年月日

会社名

縮尺

図面名

図面番号1:20

ベルマウス配置図(6)

事業者名

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業

浜田河川国道事務所

43 葉之内 38

ベルマウス配置図(6)

記号事 業 者区分

電力

備　考

中国電力 EH

Eh

EL

共通FA通信

電力メンテナンス管

FA

EM1

EM2

通信ボディー管

NTT T1

BD1

BD2

EC1

通信メンテナンス管

エネルギア・コミュニケーションズ EN1

TM1

ひとまろビジョン CA1

R2

R1

公安用

RE

KS

道路管理者

RS

TM2

TM3

道路管理者照明用

T2

T3

MC1

ベルマウス数量表

管 種 別 種　類

角型FEPφ130 沈下埋設型

従来型

MN1-1 MN1

管路条数

2-

- -

角型FEPφ100 沈下埋設型

従来型

33

- -

角型FEPφ75 沈下埋設型

従来型

113

- -

HIVPφ125 沈下埋設型

従来型

--

- -

HIVPφ100 沈下埋設型

従来型

3-

- -

VPφ250 沈下埋設型

従来型

--

- -

VPφ200 沈下埋設型

従来型

21

- -

VPφ150 沈下埋設型

従来型

31

- -

PVφ75 沈下埋設型

従来型

--

- -

PVφ50 沈下埋設型

従来型

--

- -

VEφ70 沈下埋設型

従来型

--

- -



通信接続桝

起点側

通信接続桝

終点側
民地側車道側 民地側車道側

起点側

通信基点桝 通信基点桝

終点側
民地側車道側 民地側車道側

（TN2） （TN2）（TN1,TN6） （TN1,TN6）

起点側 終点側
民地側車道側 民地側車道側

電力地上機器部 電力地上機器部

（AN1） （AN1）

通信接続桝

起点側

通信接続桝

終点側
民地側車道側 民地側車道側

（TN3） （TN3）

共用
FA

117165218

500
4
5
0

3
6
2

2
3
9

1
0
5
0

TM3 EN2

T3T3

共用
FA

BD2

KS

KS

RE

2
9
7

1
0
5
3

1
5
0
0

1
5
0

179 642 179

1000

1
7
2

1
1
7
8

1
5
0
0

1
5
0

145 711 144

1000

KS KS EN2TM3

T3T3

RE

共用
FA

EM2EL Eh

1
1
4

1
2
3
6 1
5
0
0

1
5
0

393 414 393

1200

8
5
0

1
5
0
0

1
5
0

475 250 475

1200

EL Eh

EM2

5
0
0

起点側 終点側

民地側

車道側

北側

BD2

共用
FA

4
4
0

4
5
1

1
5
9

1
0
5
0

11729192

500

BD2

共用
FA

4
4
0

4
5
1

1
5
9

1
0
5
0

11729192

500

BD2

共用
FA

4
4
0

4
5
1

1
5
9

1
0
5
0

11729192

500

工事名

作成年月日

会社名

縮尺

図面名

図面番号1:20

ベルマウス配置図(7)

事業者名

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業

浜田河川国道事務所

43 葉之内 39

ベルマウス配置図(7)

記号事 業 者区分

電力

備　考

中国電力 EH

Eh

EL

共通FA通信

電力メンテナンス管

FA

EM1

EM2

通信ボディー管

NTT T1

BD1

BD2

EC1

通信メンテナンス管

エネルギア・コミュニケーションズ EN1

TM1

ひとまろビジョン CA1

R2

R1

公安用

RE

KS

道路管理者

RS

TM2

TM3

道路管理者照明用

T2

T3

MC1

ベルマウス数量表

管 種 別 種　類

角型FEPφ130 沈下埋設型

従来型

TN1,TN6 TN2

管路条数

- - --

- - - -

角型FEPφ100 沈下埋設型

従来型

- 3 --

- - - -

角型FEPφ75 沈下埋設型

従来型

3 - --

- - - -

HIVPφ125 沈下埋設型

従来型

- - --

- - - -

HIVPφ100 沈下埋設型

従来型

- 3 --

- - - -

VPφ250 沈下埋設型

従来型

- - --

- - - -

VPφ200 沈下埋設型

従来型

1 - --

2 - - 1

VPφ150 沈下埋設型

従来型

2 - --

2 - - 2

PVφ75 沈下埋設型

従来型

- - --

- - - -

PVφ50 沈下埋設型

従来型

5 - --

- - - 4

VEφ70 沈下埋設型

従来型

2 - --

- - - -

AN1 TN3



I型電力・通信接続部

起点側

I型電力・通信接続部

終点側
民地側車道側 民地側車道側

（MN2） （MN2）

I型電力・通信接続部

起点側

I型電力・通信接続部

終点側
民地側車道側 民地側車道側

（MN3） （MN3）

通信接続桝

起点側

通信接続桝

終点側
民地側車道側 民地側車道側

（TN4） （TN4）

共用
FA

117155228

500

4
5
0

3
6
2

2
3
9

1
0
5
0

TM3 EN2

T3T3

分岐桝

(BN1)

民地側車道側

600

4
7
5 2

6
3

1
2
5

8
7

EL

388 125 87

共用
FA

BD2

EL Eh

EM2

1
8
0
0

1
5
0

6
9
8

9
5
2

1350

393 565 392

KS

KS
EN

RE

T3

EM2

T3

TM3

Eh

EL KS

KS
EN

RE

T3

EM2
T3

TM3Eh

EL

1
8
0
0

1
5
0

2
6
4

1
0
1
9

1350

383 585 382

1
8
0
0

5
0
0

2
6
4

1
0
3
6

1350

383 585 382

1
8
0
0

1
5
0

6
9
8

9
5
2

1350

393 565 392

1
1
8

2
5
0

共用
FA

BD2

EL Eh

EM2 KS

KS

RE

起点側 終点側

民地側

車道側

北側

KS

KS

RE

BD2

共用
FA

4
5
0

4
5
1

1
4
9

1
0
5
0

11729192

500

工事名

作成年月日

会社名

縮尺

図面名

図面番号1:20

ベルマウス配置図(8)

事業者名

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業

浜田河川国道事務所

43 葉之内 40

ベルマウス配置図(8)

記号事 業 者区分

電力

備　考

中国電力 EH

Eh

EL

共通FA通信

電力メンテナンス管

FA

EM1

EM2

通信ボディー管

NTT T1

BD1

BD2

EC1

通信メンテナンス管

エネルギア・コミュニケーションズ EN1

TM1

ひとまろビジョン CA1

R2

R1

公安用

RE

KS

道路管理者

RS

TM2

TM3

道路管理者照明用

T2

T3

MC1

ベルマウス数量表

管 種 別 種　類

角型FEPφ130 沈下埋設型

従来型

MN2 TN4MN3

管路条数

BN1

- - --

- - - -

角型FEPφ100 沈下埋設型

従来型

3 - -3

- - - 2

角型FEPφ75 沈下埋設型

従来型

- - --

- - - -

HIVPφ125 沈下埋設型

従来型

- - --

- - - -

HIVPφ100 沈下埋設型

従来型

3 - -3

- - - -

VPφ250 沈下埋設型

従来型

- - --

- - - -

VPφ200 沈下埋設型

従来型

1 - -1

- - 1 -

VPφ150 沈下埋設型

従来型

1 - -1

- - 2 -

PVφ75 沈下埋設型

従来型

- - --

- - - -

PVφ50 沈下埋設型

従来型

6 - -6

- - 4 -

VEφ70 沈下埋設型

従来型

4 - -4

- - - -



4500

1
8
0
0

2150

1193 392565

5
8
0

2
6
1

2903589 621

9
5
9

I型電力・通信接続部

起点側

I型電力・通信接続部

終点側
民地側車道側 民地側車道側

I型電力・通信接続部

車道側
起点側 終点側

連系管路

（MN4） （MN4） （MN4）

起点側 終点側
民地側車道側 民地側車道側

電力地上機器部 電力地上機器部

（AN2） （AN2）

1
5
0

6
9
8

9
5
2

1
8
0
0

1
5
0

2
5
0

9
8
9

1
8
0
0

共用
FA

BD2

EL Eh

EM2 KS

KS

RE

EH EM
EC1

CACAMC

EN

275 800 275

共用
FA

EM2EL Eh
KS KS EN2TM3

T3T3

RE

1350

195 960 195

5
0

3
6
1

1
5
0
0

1200

1
5
0

1
1
4

1
2
3
6

564 414 222

1
5
0
0

1200

1
5
0

6
9
8

6
5
2

288 467 445

EM2EL EhEL Eh

EM2

EH EM1
CA1

EC1

CA1

EN1MC1

TM2

起点側 終点側

民地側

車道側

北側

工事名

作成年月日

会社名

縮尺

図面名

図面番号1:20

ベルマウス配置図(9)

事業者名

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業

浜田河川国道事務所

43 葉之内 41

ベルマウス配置図(9)

記号事 業 者区分

電力

備　考

中国電力 EH

Eh

EL

共通FA通信

電力メンテナンス管

FA

EM1

EM2

通信ボディー管

NTT T1

BD1

BD2

EC1

通信メンテナンス管

エネルギア・コミュニケーションズ EN1

TM1

ひとまろビジョン CA1

R2

R1

公安用

RE

KS

道路管理者

RS

TM2

TM3

道路管理者照明用

T2

T3

MC1

ベルマウス数量表

管 種 別 種　類

角型FEPφ130 沈下埋設型

従来型

AN2 MN4

管路条数

2-

- -

角型FEPφ100 沈下埋設型

従来型

33

- -

角型FEPφ75 沈下埋設型

従来型

9-

- -

HIVPφ125 沈下埋設型

従来型

--

- -

HIVPφ100 沈下埋設型

従来型

33

- -

VPφ250 沈下埋設型

従来型

--

- -

VPφ200 沈下埋設型

従来型

1-

- -

VPφ150 沈下埋設型

従来型

2-

- -

PVφ75 沈下埋設型

従来型

--

- -

PVφ50 沈下埋設型

従来型

5-

- -

VEφ70 沈下埋設型

従来型

2-

- -



4500

1
8
0
0

1
5
0

1
4
5
2

1
9
8

19805401980

I型電力・通信接続部

車道側
起点側 終点側

I型電力・通信接続部

起点側

I型電力・通信接続部

終点側
民地側車道側 民地側車道側

（MN5）（MN5） （MN5）

起点側

通信基点桝 通信基点桝

終点側
民地側車道側 民地側車道側

（TN5） （TN5）

共用
FA

BD2

EL Eh

EM2 KS

KS

RE

1
5
0

6
9
8

9
5
2

1
8
0
0

1
5
0

2
9
7

9
5
0

1
8
0
0

393 565 393

1350

229 892 229

5
0
3

2
6
7

1
5
0
0

297 407 296

1000

297 407 296

1000

共用
FA

BD2

KS

KS

RE

共用
FA

BD2

KS

KS

RE

7
3
0

5
0
3

8
4
7

1
5
0
0

1
5
0

EN1EN1

REKSKS
T1

TM2

起点側 終点側

民地側

車道側

北側

共用
FA

BD2

KS

KS

RE

EL

Eh

EM2

EM2Eh T2

T2

T2

EL

KS

RE
EN1

KS

TM2

1
5
3

2
5
0

304 741 305

1350

工事名

作成年月日

会社名

縮尺

図面名

図面番号1:20

ベルマウス配置図(10)

事業者名

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業

浜田河川国道事務所

43 葉之内 42

ベルマウス配置図(10)

記号事 業 者区分

電力

備　考

中国電力 EH

Eh

EL

共通FA通信

電力メンテナンス管

FA

EM1

EM2

通信ボディー管

NTT T1

BD1

BD2

EC1

通信メンテナンス管

エネルギア・コミュニケーションズ EN1

TM1

ひとまろビジョン CA1

R2

R1

公安用

RE

KS

道路管理者

RS

TM2

TM3

道路管理者照明用

T2

T3

MC1

ベルマウス数量表

管 種 別 種　類

角型FEPφ130 沈下埋設型

従来型

TN5 MN5

管路条数

--

- -

角型FEPφ100 沈下埋設型

従来型

9-

- -

角型FEPφ75 沈下埋設型

従来型

176

- -

HIVPφ125 沈下埋設型

従来型

--

- -

HIVPφ100 沈下埋設型

従来型

--

- -

VPφ250 沈下埋設型

従来型

--

- -

VPφ200 沈下埋設型

従来型

22

- -

VPφ150 沈下埋設型

従来型

32

- -

PVφ75 沈下埋設型

従来型

3-

- -

PVφ50 沈下埋設型

従来型

--

- -

VEφ70 沈下埋設型

従来型

--

- -



工事名

作成年月日

会社名

縮尺

図面名

図面番号1:10

構造図

事業者名

国道９号乙吉電線共同溝PFI事業

浜田河川国道事務所

43 葉之内 43

構造図

路盤(C-30)

フィルター層(砂)

舗装復旧(B)

5
0

1
0
0

路盤(RC-40)

フィルター層(砂)

5
0

5
0

1
5
0

2
0
0

舗装復旧(A)

8
0

上層路盤(再生As安定処理(30))

上層路盤(M-40)

下層路盤(RC-40)

プライムコート(PK-3)

舗装復旧(C)

1
5
0

車道舗装(A)

表層(ポーラスAs(13)DS3000)

タックコート(PKR-T(0.4L/m2))

歩道舗装(A)

表層(ポーラスAs(13))

タックコート(PKR-T(0.4L/m2))

歩道舗装(B)

表層(ポーラスAs(13))

タックコート(PKR-T(0.4L/m2))

5
0 4
0

5
0

切削オーバーレイ(A)

基礎(再生粗粒度Asポリマー改質Ⅰ型(20)DS3000)

タックコート(PKR-T(0.4L/m2))

平均切削深さ(Mt=10.0cm)

5
0

導水管(A)

10m当り

規　格 単位 数　量

数量表

名　称

樹脂製 φ30導水管

排水性合材

m 10.000

0.100tポーラスAs(13)DS3000

排水性合材

（表層）

（基層）

(ポーラスAs(13)DS3000)

導水管

5
0

(樹脂製 φ30)

100

基礎(再生粗粒度Asポリマー改質Ⅰ型(20)DS3000)

タックコート(PKR-T(0.4L/m2))


